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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　賢竜王インボルクから分かたれし、大いなる血統がふたつ。

　アヴァロン聖竜皇家と、ネハレンニア冥竜王家。

　両家による果てしない戦いは、世代を超えて繰り返される──。





『旧約星書』より








プロローグ









　帝都バレンボイムの空は、真昼にもかかわらず灰色だった。

　工場から排出される煤ばい煙えんが、傘のごとく帝都を覆っているのだ。

　帝都の民は、そろそろ空の蒼あおさを忘れつつあるのではないか──諸外国の紙面で、そんな風に揶や揄ゆされるのも、無理はないだろう。

　そして、ここが一大工業都市であることを主張するかのように、各種工場や建設現場、製鉄所などから漏もれてくる騒音は、朝から晩まで引っ切りなしに続く。

　大規模な遺跡「ゾノ＝トーンの方はこ舟ぶね」が発掘されて以来、超古代文明の叡えい智ちを手にしたゼファロス帝国の〝産業革命〟は、こうして今も続いているのだった。

　しかし、帝都の澱よどんだ空が暗示しているように、この機械帝国の未来は、決して明るいとはいえなかった。

　国内における貧ひん富ぷの差は、開くばかりである。

　莫ばく大だいな富を享きよう受じゆできるのは、王侯貴族と紳士階級のみ。彼らは実に、帝国民の五パーセントにすぎない。

　富ふ裕ゆう層そうの下には、およそ二十パーセントの中流階級。

　そして残る七十パーセントは、貧困と病苦によって疲ひ弊へいした労働者階級である。

　特に産業革命の影響で、大気汚染は深刻さを増していた。

　呼吸器に疾患を抱える帝都民は、もはや珍しくもなんともないが、適切な治療を受けることができるのは富裕層に限られている。

　治療費を支払えない弱者たちは、医療の恩恵を受けることなく、ただ死にゆくのみ。

　……この悲惨な状況を前にして、皇帝はなにをしているのか──？

　かつては、その類たぐい希まれなカリスマ性で国民を導みちびき、あのゼノグラヴィア戦争においてはシェブロン王国・ロートレアモン騎士国の連合軍に挑んだオルトフォンⅧ世も、今や老齢に達していた。しかも七年前の聖誕祭を最後に、国民の前に姿を見せていない。

　一部では、死亡説がささやかれているほどである。

　だが、オルトフォンⅧ世は……確かに生きていた。




　──帝都の中央区画、ライヘンベルガー宮殿。

　竿さお立だちとなった一角獣ユニコーンを思わせる、荘厳な歴史的建造物の地下深く──そこで、偉大なる皇帝の精神と肉体は維持されていたのである。

　もはや肉体は朽ち果てる寸前で、魔導工学技術の粋を凝らした装置に、脳を結線されている状態だ。

　大深度研究施設の大半を占めるマシン群の筐きよう体たいは、中型魔ま導どう艦かんに匹敵するほど巨おおきい。

　もはや機械というよりは、大聖堂の祭壇のような雰囲気を醸かもしだしている。

　──ニヴルヘイム。

　それが、この一大機械群の呼称であった。

　ニヴルヘイムの威容を真下から見上げると、その頂上部に、裸の皇帝が接続されているのが見える。マシンから老人の上半身が生えているかのような、不気味な光景だった。

　皇帝は髪も髭ひげも伸び放題で、肋ろつ骨こつが異様なまでに浮き上がっている。肌は乾ひ涸からびていて、まるで木み乃い伊らのようだが、それでもなお生命反応を示していた。

　その証拠に、装置周辺に展開された仮想ディスプレイの数々には、複雑極まる生体パラメータが表示されている。刻一刻と、数値は変動している。

　それこそが、皇帝が生きている証拠なのだった。




　ちょうど今──皇帝の御前には、ふたりの男が跪ひざまずいている。

　ひとりは皇太子ジークフリート。だが、その英雄的な名とは対照的に、ブクブクと肥え太っていて、皇族らしい高貴さは微み塵じんも感じられない。

　その隣には、第二皇子ハインツ。こちらは癖毛の優男で、長身瘦そう軀く。兄よりは洗練されているが、どこか鬱うつ屈くつした印象を感じさせる。

　父親の在位期間が長すぎるせいで、ジークフリートは既に五十代前半、ハインツは四十代半ばに差しかかっていた。

　表面上は協力しているように振る舞っている兄弟だが、実は次期皇帝の座をめぐり、水面下で闘争を続けている。

　兄のほうは、少年だった頃から弟に激しい劣等感を抱いてきた。容姿も、学業の成績も、運動神経も、女の扱い方も、すべてが弟に劣おとっていたからだ。

　弟のほうは、ただ「長男だから」という理由だけで皇太子となった兄に対し、ずっと憎悪と軽蔑の念を燻くすぶらせてきた。

　それでも、偉大なる皇帝を畏れる気持ちだけは共通していたので、今は仲の良い兄弟を演じているのだった。

「……父上。多くの民は疲ひ弊へいしております。先日など、超大型の装甲機竜マシーネンドラツヘを操る女が帝国博物館を襲しゆう撃げきし、展示物のひとつを盗んでいきました。例の〝結社〟の幹部だったようですが……」

　重々しい口調で切りだしたのは、ハインツのほうだった。

　負けじとばかりに、今度はジークフリートが口を開く。

「驚くべきは、国民の反応です。あろうことか、その機竜使いの女を支持する者や、礼賛する者まで現れています。帝国博物館といえば、我が帝国の歴史と伝統を象徴する施設のひとつ……その破壊を喜ぶ民が増えているというのは、実に由ゆ々ゆしき事態であります」

『その、機竜使いとやらの正体は……判明したのか？』

　機械装置を通して、皇帝の声が厳おごそかに響きわたる。まるで託宣のようだった。

「いえ……あ、あの女は、仮面を装着していまして。正体は不明のままです」

　どもりながらも、なんとか答えるハインツ。父の威光が肌に痛いのか、妙におどおどしていた。

『たかが一騎の賊を相手に、遅れをとるとは……帝都警備隊はなにをしておったか！』

　雷鳴のごとき一いつ喝かつに、兄弟はビクッと全身を震わせた。

　その直後だった。

　痛烈な声が、この地下空間に響いたのである。

「──ならば問おう！　莫ばく大だいな予算を注ぎこみ、醜く腐り果てていく肉体をがむしゃらに繫つなぎとめながら、我が父よ！　貴様はなにをしておるのか！」

　ハッとして、兄弟は背後を振り返った。

　鋼鉄製の隔壁ゲートの前方に、いつの間にか、ひとりの女が佇たたずんでいた。

　漆黒のドレスに、まばゆいほどに輝く巻き毛。仮面を装着しているので、その素顔は謎に満ちているが、まだ十代半ばの少女のような雰囲気を感じさせる。

　ほっそりとした右手には、機械仕掛けの巨槍が握られていた。

「お前は！　帝国博物館を襲しゆう撃げきした賊じゃないか！」

　悲鳴のように叫んだのは、ジークフリートのほうだった。そう、まるで冥府の底からやって来たかのような女の姿は、あの忌まわしい賊と瓜うり二ふたつなのだ。

「バカな！　ここは皇族しか立ち入ることの許されない、最重要機密区域なんだ！　賊がどうやって……？」

　ハインツが驚きよう愕がくをあらわにすると、賊の女はニッと唇を歪ゆがめた。

「無論、妾わらわも皇族だからに決まっておるだろう？」

　そういって、賊は優雅な仕草で仮面を外した。

「アンネゲルト!?　お前が……賊の正体だったのか！」

　実の妹を前にして、ジークフリートは啞あ然ぜんとしている。

「う、噓うそだろう、アンネゲルト？　冗談だといっておくれよ！　皇室の血を引く君が、怪しげな〝結社〟の幹部だったなんて……前代未聞のスキャンダルだ！」

　ハインツの表情ときたら、もはや過呼吸の一歩手前だった。

「権力を笠かさに着た豚どもは黙っていろ！」

　先ほどの皇帝に負けず劣おとらず、それは強烈な一声だった。

「ひっ!?」

　親子ほど歳としの離れた妹に一喝されて、皇太子も第二皇子も恐怖した。

　事実、今のアンネゲルトからは、父の面影が色濃く感じられたからだ。

　かつん、かつんと足音を響かせながら、アンネゲルトは兄たちの真横を素通りした。そして、はるか頭上に位置する皇帝をキッと睨にらみつける。

「無様だな、父よ。そこまでして、生きながらえる意味が本当にあるのか？」

『アンネゲルト……か。最後に会ったのは、そなたが五つのときであった……』

「よくぞ覚えていた──といいたいところだが、間違っている。あのとき、妾わらわは六つになっていたのだからな。いや、そんなことはどうでもいい」

　アンネゲルトは冥めい槍そうの石突きで床を殴打すると、

「今日こそ、妾は貴様を討つ！」

　毅き然ぜんとして、宣言してみせた。

『……離宮に引きこもっていたはずのそなたが、よもや、この父に弓を引くとは──くっくっ。人生、なにが起こるか解わからぬものだな。ジークとハインツよりも、よほど見所があるわい……だが！　しょせんは小娘の浅知恵なり！』

　皇帝が叫んだ直後、異変が起きた。

　先ほどアンネゲルトがくぐった隔壁ゲートから、重装備の兵士たちが突入したからだ。

　祭壇のごとく静まり返り、喧けん騒そうとは無縁だった地下空間ニヴルヘイムは、瞬時に戦場と化した。

　皇帝の意思が電気信号に変換されて、外部に転送されたのだろう。

『アンネゲルトを拘こう束そくせよ！　殺しても構わぬ！』

　逡しゆん巡じゆんする兵士たちに、皇帝はさらなる怒ど声せいを飛ばす。

『もはや、そやつは我が娘にあらず！　謀む反ほん人にんなり！』

　その一言で、兵士たちは迷いを振り切った。黒光りする銃口が、いっせいに第六皇女を狙い澄ます。

　戦闘どころか、一方的な攻撃によって、この馬鹿げた舞台は幕を下ろすはずだった。

　この場にいる誰もが、アンネゲルトの死を確信したのだ。

　ただひとり、アンネゲルト本人を除いては──。

「我が声に応じよ、鋼鉄の機竜──その名はブリュンヒルデ！」

　アンネゲルトが右手の冥槍グングニルを振りかぶると同時に、轟ごう音おんが発生した。

　あろうことか、見る見るうちに天井の一角が崩れたのである。

「うわああああっ！」

　不意を衝つかれた兵士たちは逃れる間もなく、瓦が礫れきの下敷きとなった。

　朦もう々もうと粉ふん塵じんが舞い上がり、皇子たちの視界を白く染める。

「噓うそだろう……？」

「あっ、あわわわわ……」

　恐怖のあまり、兄弟は恥も外聞も忘れて抱き合った。ふたり同時に失禁し、下半身と床を濡ぬらしている。

　天井に穿うがたれた大穴から、ゆっくりと舞い降りた装甲機竜ブリユンヒルデ。その口蓋から覗のぞく大口径魔導砲ダインスレイフは、既に皇帝の生命維持装置に照しよう準じゆんを定めていた。

『どうやら、儂わしはそなたの教育を誤ったようだな……』

　さすがは皇帝だけあって、己の死という現実を突きつけられても、その口調は落ち着いていた。

　対照的に、アンネゲルトは初めて怒りの感情をにじませた。

「今になって父親ぶるとは、笑しよう止し千せん万ばん！　誤るもなにも、貴様の教育を受けた記憶など微み塵じんもないのだが？」

『……ならば、これが最初で最後の教育だ。いずれ、そなたの愚ぐ行こうはそなた自身を滅ぼすであろう。暴力によって不正に得た権力など、いつかまた暴力で奪うばわれるものだ。それまでの間、しばし皇帝の座を味わうがよい』

「なにを勘違いしておる？　妾わらわは皇帝の座になど、なんの関心もない。それどころか、妾は貴様を討ち果たした後のち、皇女の地位を捨てるつもりだ」

「なっ、なにをいっているんだ……!?」

「血迷ったのかい、アンネ!?」

　普段は仲の悪い兄たちだが、今はまったく同じ表情を浮かべていた。

『……解せぬな、アンネゲルトよ。ならば、そなたの望みはなんだ？』

　皇帝にしても、不可解そうな表情を隠せなかった。

「くふっ。既にシナリオは完成済みだ。妾は救国の聖女として、貴様らに叛はん旗きを翻ひるがえす！　そして貧困と飢き餓がに苦しむ大衆を導みちびき、このゼファロス帝国を滅ぼすのだ!!」

『なんという……一千年の歴史を誇ほこるゼファロス帝国を……本気で滅ぼすつもりだというのか？　それは、皇位の簒さん奪だつよりもはるかに許しがたい……大罪であるぞ！』

　一度は、泰たい然ぜんとして己の死を覚悟したように見えた皇帝だったが、今や全身で苦悩をあらわにしている。

　皇位を奪われるだけなら、まだいい。少なくともアンネゲルトにだって皇位継承権はあるのだし、それでゼファロス皇家の血統が途絶えるわけでもない。

　たとえ波乱はあっても、帝国が即座に滅びるわけでもないのだ。

　歴史を紐ひも解といても、こうした事態は何度かあった。

　だが、アンネゲルトの野望は、皇帝の想像を凌りよう駕がしていた。よりにもよって、この第六皇女は──あらゆる為い政せい者しやが、最も警戒すべき事態を引き起こすつもりなのだ。

『おお……最愛の娘、ルクレツィアよ！　そなたは今、どこにおるのだ!?　もはや希望の星は……そなたのみ！』

　と、皇帝の口から第五皇女の名が漏もれた途と端たん、アンネゲルトは頭に血を上らせた。

「その名を口にするな！　不愉快だ！」

　アンネゲルトの殺意に呼応して、ブリュンヒルデが上うわ顎あごと下した顎あごを全開にする。

　そして、重苦しい砲声が轟いた。

　あたかも本物のドラゴンが炎を吐くように、ブリュンヒルデは魔弾を発射したのだ。

　高密度の魔力エネルギーは、皇帝の老ろう軀くもろとも、生命維持装置を吞のみこんだ。

　この瞬間、オルトフォンⅧ世の生命活動は、呆あつ気けなく断ち切られたのである。路ろ傍ぼうを這はっていた虫が、猛もう獣じゆうに踏みつぶされたかのように。

　ふたりの兄は、その信じがたい光景を目の前にした途と端たん、あっさりと気を失った。

「くっ……くふふふふっ。あーはっはっは！」

　アンネゲルトは腹を抱えて大笑いすると、機械仕掛けの相パ棒ルを見上げた。




「いざ往ゆかん──革命の始まりだ！」





"Revolution ～A.S.B.1366.06～" is closed.








第一話　凶報と再出発









　世間は双子宮ジエミニの月を迎えていた。

　ここはシェブロン王国の首都──王都アーカム。

　中央区には壮麗な宮殿をはじめ、劇場や美術館が建ち並び、市街区のどこを切り取っても、美しい花と華やかな音楽が満ちあふれている。

　新緑の季節だけに、王立中央公園などは目の覚めるような美しさで、それ自体が一個の芸術作品のようだ。

　だが、メイン・ストリートでは大混乱が発生していた。

　突如として三機の装甲機竜マシーネンドラツヘが現れたかと思うと、大暴走を始めたのだ。周囲の馬車を突きとばし、時には通行人を踏みつぶしそうになりながら、なおも走行を続けている。

　このまま好き放題にやらせていたら、大惨事になるのは目に見えていた。

　あれほど華やかだった市街地には、今や悲鳴と怒号があふれている。

「そこまでだ！」

　その刹せつ那な、空の彼方かなたから巨大な獣が飛来したかと思うと、メイン・ストリートをふさぐように舞い降りた。

　重々しい着地音とともに、地面が震動する。

　一体のドラゴン──しかも、見るからに猛たけ々だけしい聖竜マエストロだった。

「我が名はレベッカ・ランドール！　お前たちが〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の信者であることは既に判明している！　その機竜の入手経路について、詳しく話してもらおうか！」

　ドラゴンの頭部で勇ましく名のったのは、深しん紅くの聖騎甲アークに身を包んだ女騎士だった。

「ちいっ！　あれが噂うわさの……女王の食客か！」

　機竜乗りのひとりが叫ぶと、レベッカは苦笑した。

「まあ、否定はしない。とはいえ、好きで食客をやっているわけでもないのだがな──クー・フリン！」

　たちまちクー・フリンの全身に魔力がみなぎり、雷竜衝波ライトニング・ブラストを放つ。

　激しい電撃が大気を走り抜けて、轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

「ぎゃあああああああっ！」

　エスパーダ聖庁を襲った機竜兵とは違い、相手はただの機竜暴走犯だった。プロの傭よう兵へいと比べたら、目の前の暴走犯など赤あか児ごに等しい。彼らは一斉に吹き飛ばされると、操そう縦じゆう席せきから転がり落ちた。

「制圧完了……これで七件目か。どうやら我々の想像している以上に、魔導結社〈デミウルゴス〉は世界に影響を及ぼしているようだな」

　レベッカはぼそりとつぶやくと、王都憲兵隊の到着を待つことにした。

　その瞬間、盛大な歓声が沸き起こり──隣国で有名な〈真紅の女帝スカーレット・エンプレス〉を一目見ようと、野や次じ馬うまがドッと集まってきたのだった。
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　エスパーダ聖庁の危機を救ったアッシュたちは、今も王都アーカムに滞在していた。

　元々、アッシュたちにシェブロン王国を訪問する予定はなかったのだが、オスケイア女王陛下──オスカーの計らいで、アーカム王立病院で治療を受けることになったのだ。

　あの動乱で傷ついた仲間たちは、王国が誇ほこる最先端医療の甲か斐いあって、予想以上に早く退院できた。今はオスカーの厚こう意いで、アーカム城を拠点に生活している。

　宿泊先から食事まで、いろいろと世話になっているため、せめてもの恩返しに──とレベッカが始めたのが、警備の手伝いだった。

　盟主サヴォナローラの演説が世界中に配信されて以来、世界各地で魔導結社〈デミウルゴス〉の教えを信じる新興宗教団体が次々と現れては、反社会的な活動を始めた。

　そうした教団は、自らを〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉と名のるようになった。

　先ほどレベッカが捕らえたのも、その一味だったのである。

　ちなみに、シルヴィアたちも手伝いを申し出たのだが、オスカーは「学生を働かせるわけにはいかないね」と、あっさり断った。ただし、レベッカだけは既に騎竜学院を卒業しているので、許可が出たというわけだ。

　──そんな仲間たちとは対照的に。

　アッシュだけは、今なお入院生活を余儀なくされていた。

　主治医によれば、全治五ヵ月の重傷だという。骨折、裂れつ傷しよう、打撲、内臓の損傷……などなど、命があるのが不思議だと、呆あきれられたほどである。

　魔ま導どう艦かんエスカヴァロンを鹵ろ獲かくされたため、古代の医療装置〈ユノネス〉に頼ることもできず、アッシュは病室で悶もん々もんとした日々を送っていた。

　今日は検査のため、朝から面会謝しや絶ぜつである。

　相パ棒ルのエーコとすら顔を合わせることができなくて、アッシュは検査が始まるまでの間、手持ち無沙汰な時間を過ごしていた。

　──こん、こん。

　と、ノックの音がしたので、アッシュは「はい」と応じた。

「失礼します」

　入室してきたのは、初めて顔を合わせる看護師だった。

　丹念に結いあげた黒髪に、紺こん碧ぺきの瞳。

　すらりとした長身は競技選手のようで、豊満な胸もとが悩ましい。しかも、まるで金色のオーラをまとっているかのように、高貴な印象を感じさせるのだ。

「ど、どうも……」

　アッシュはドギマギしながら、看護師の胸もとから目を逸そらした。

　──こんなに綺き麗れいな看護師さんが在籍してるなんて、さすがは王立病院……って、俺はなにを考えているんだ！

　アッシュは慌てて、浮わついた考えを振り捨てた。

「検査の前に、簡単な問診をしますね」

　と、いつの間にかベッドの脇に歩み寄っていた看護師が、慈じ愛あいを感じさせる微笑を浮かべた。ふわりと薔ば薇らのような香りが漂ってきて、アッシュは鼓こ動どうを高鳴らせてしまう。

「では、失礼します」

　と、なにを思ったか、この美しい看護師はアッシュの身体から布団を剝はぎ取とると、ベッドに上がってきたのである。

「ちょっ!?　ただの問診のはずでは……？」

「ふふっ、大丈夫。患者さんはじっとして、天井のシミでも数えていてくださればよいのです」

　あっという間に、看護師はアッシュに馬乗りとなっていた。濡ぬれたようにつややかな唇が、妖しい微笑を刻んでいる。

　──待て待て！　一体、なにが起こっているんだ!?

　アッシュが戸惑っている間にも、看護師の指はアッシュの胸もとをはだけていた。

　包帯を巻かれた胸板に熱い視線を落としつつ、看護師は上半身を倒す。

　たっぷりと量感のある乳ち房ぶさが、アッシュの腹のあたりに触れた。

　そして──看護師はアッシュの胸板に、そっと口付けをした。包帯を巻かれた部分はちゃんと避さけて、無傷の部分だけに熱い唇を滑らせていく。

「うっ……！」

　ぞくりと快感の波が走り、アッシュは身を震わせた。

「こうやって、あなたの身体にいろいろと聞いていきますね。つまりは、問診です」

「いやいや！　こんな問診があるなんて、聞いたこともないですよ！」

　アッシュが大真面目に反論すると──。

「ぷっ！　あははははっ！」

　突然、看護師が腹を抱えて大笑いを始めたので、アッシュは呆あつ気けにとられた。

「まだ気づかないのかい、アッシュ？」

　アッシュに馬乗りとなったまま、看護師はぺろりと舌を出した。

　声音も口調も、先ほどとはがらりと変わっている。












「ほら。僕の顔をよく見てごらんよ？」

　看護師はナース・キャップを脱ぐと、結いあげていた黒髪をほどいた。はらりと背中に垂れたロングヘアは、天井の竜華灯を浴びて、虹のような光沢を放っている。

「ま、まさか……」

　アッシュはようやく、看護師の正体を悟った。

「オスカー!?」

「ふふっ。ここまでされるまで気づかないなんて、予想以上の鈍どん感かんさだね」

「いやいや、仕方ないだろ！　まさか、女王陛下が看護師に変装して忍びこんでくるなんて、想像もつかないって。どんだけフリーダムな女王様なんだよ！」

　アッシュは恥ずかしさのあまり、顔を熱くした。

「もし、僕がネタばらしをしなかったら……あのまま問診は続いていたのかな？　正直、君があれほど押しに弱いとは思っていなかった」

「うぐっ」

　事実なので、アッシュに反論の余地はなかった。

「そうそう。検査のために面会謝しや絶ぜつというのも、僕が仕組んだことだから」

「そこから始まってたのか!?」

「というわけで、しばらくは医師も看護師も来ないよ。なおかつ、面会謝絶の効果は続いているから、客人も立ち入れない」

「ほ、本気なのか？　大体、女王陛下がこんなことをしてたら、まずいんじゃ？」

「女王だって人間さ。たまには、その……大好きな男の子とイチャイチャしたって、構わないじゃないか」

　恥ずかしげに目を伏せたオスカーの表情は、どこか寂しげに感じられた。

　アッシュはハッとして、そんなオスカーを見つめる。女王という立場は、アッシュには想像もつかないほど重く、それゆえに孤こ独どくを強しいられてしまうのかもしれない。

「オスカー……」

　アッシュは悟った。今、こうしてアッシュの身体に跨またがっているオスカーは、シェブロン王国に君くん臨りんする女王でもなければ、騎竜学院で名を馳せた〈音速の貴公子バロン・オブ・ソニック〉でもない。

　アッシュに恋する、ひとりの女の子なのだった。

「ああ、もう駄目だ……アッシュ。僕はもう、我慢できないよ……！」

　と、激しい情熱に突き動かされたのか、オスカーはアッシュの頰ほおを両手で挟みこんだ。熱い吐息とともに、オスカーの美貌がアッシュの鼻先に迫る。

　アッシュ自身、もはや怪け我がの痛みすら忘れて、オスカーの積極的なアプローチに吞のみこまれそうになってしまったが──次の瞬間。

　荒々しい音とともに扉がぶち破られて、

「ごるぁああああっ！　やっぱり、アッシュの病室だったか！」

　オスカーの専属メイドを務めるセレスが飛びこんできた。

　続けざま、エーコ、シルヴィア、レベッカ、ルッカ、ジェシカ、アーニャが現れ、やや遅れて、ミラベルとユニスも病室に踏みこんできた。さらに後方では、レイモンとマックスが「やれやれ……」と肩をすくめている。

「どっ、どうしてここが解わかったんだい!?　僕の計算だと、どんなに早くとも、あと一時間はバレないはずだったのに！」

　さすがのオスカーも狼ろう狽ばいしている。

「見ろ」

　と、セレスが呆あきれたように、窓の外を指さした。

「……？」

　いわれるがまま、アッシュとオスカーは窓のほうを振り向いて、ギョッとした。

　窓ガラスごしに、巨大な眼がん球きゆうが室内を覗のぞきこんでいるのだ。

　よく見ると、オスカーの相パ棒ルを務めるトリスタンである。額に冥星石プルートウが埋めこまれているので、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「お前が行方不明になったと聞いて、あたしがトリスタンに探索をお願いしたのさ。さすがはパルだけあって、あっという間に居場所を突き止めてくれたぞ」

　セレスは得意満面である。

　と、エーコがぷるぷると拳を震わせつつ、ずいっと前に出てきた。

「ちょっと、オスカー？　今日は検査のために面会謝しや絶ぜつだっていうから、大人しくしていようって、みんなで決めたのに……なんで抜け駆けしてるのよ!?」

「そもそもアッシュは重体なのだぞ！　お前の破は廉れん恥ちな振る舞いのせいで、怪け我がが悪化したらどうするのだ！」

　シルヴィアも怒り心頭に発している。

「ナース服でご奉ほう仕しするのは、わたくしとルッカさんの特権でしたのに！」

　悔しげに叫んだのはジェシカである。「いやいや、いつの間にそんな特権が？」とアッシュは思ったが、ツッコめるような雰囲気ではなかった。

「それにしても……僕がちょっと席を外したくらいで、いくらなんでも大おお袈げ裟さだなあ。どうやら、なにかあったようだね──ドラクロワ？」

　オスカーはベッドを下りると、戸口のほうに声をかけた。

「その通りでございます、陛下」

　恭うやうやしく答えつつ、シェブロン王国の若き宰さい相しよう──ドラクロワ伯はく爵しやくが現れた。

　正直、アッシュはこの伯爵が苦手なのだが、彼ほどの人物がわざわざ足を運んできたのだ。どうやら、よほどの事態が起きたと見てよさそうだった。

「まずは、こちらの報告書をご覧になってください」

　ドラクロワが差しだした書類を受け取ると、オスカーは目を通し始める。

　その表情は、見る見るうちに険けわしくなっていった。

「なにがあったんだ、オスカー？　もしかして、また〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の連中が騒動を起こしたのか？」

　アッシュが恐る恐る訊たずねると、

「それどころじゃないさ」

　オスカーは重々しく答えると、天を仰ぐように嘆たん息そくした。

「ゼファロス帝国で……革命が勃ぼつ発ぱつした」
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　──ゼファロス革命。

　後のちに、そう呼ばれることになる騒そう乱らんについて、オスカーは語り始めた。

「今月に入ってすぐ、ゼファロス皇帝が暗殺されたそうだ。その事件を引き金に、帝国は革命の荒波に吞のみこまれていった。皇帝亡きあと、本来ならば皇太子や第二皇子が結束し、革命分子を鎮ちん圧あつすべきだったのだけど、両者ともに──既に断だん頭とう台だいの露つゆと消えてしまった。これはもう、正気の沙汰じゃないね」

「なっ！　断頭台だって!?」

　アッシュは息を吞んだ。とても時代錯さく誤ごな感じがした。事実、このアルク＝ストラーダ大陸の処刑史において、最後に断頭台が使われたのは数百年前の話なのである。

「なお、既に皇族や貴族、富ふ裕ゆう層そう、そして知識階層は次々と逮捕され、いつ断頭台送りにされてもおかしくない状況らしい。しかも暴徒と化した民衆は、美術館や博物館、図書館などを強襲し、ゼファロス帝国が蓄ちく積せきしてきた伝統や文化を破壊していったそうだ……血気盛んな若者たちは、ついつい革命に憧れを抱きがちだけど、それは大間違いだ。革命の本質とは、今も昔も──歴史の断絶だからね」

　そう断言したオスカーは、今や女王の顔をしていた。

「時を同じくして、あの邪教集団〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉が台頭し、帝国各地のエスパーダ教会を制圧したそうだ。まったく、用意周到なことだ……我が国でも〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の信者は摘発されているんだから、とても対たい岸がんの火事とは思えないね」

　オスカーのいう通りだった。

　つい先日も、レベッカが王都の市街区で信者を拘こう束そくしたばかりなのである。

「そして、この革命の指導者は──第六皇女、アンネゲルト」

　オスカーがその名を口にした瞬間、アッシュは全身を電撃に打たれたような気がした。

「いや。正確には、元・第六皇女というべきだね」

「どういうことだ？」

「アンネゲルトは自らの意志で、皇女の地位を返上したんだ。なおかつ、あの装甲機竜ブリユンヒルデを使って、帝国軍の機械化部隊を次々と撃破していった。噂うわさでは、皇帝を暗殺したのもアンネゲルトらしい。そのアンネゲルトを、今や民衆は〈革命の聖女レヴオルヒルデ〉と崇あがめている……」

「〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉の台頭に加え、あのアンネゲルトが指導者か。ということは──」

　アッシュのつぶやきに、オスカーはうなずいてみせた。

「ああ。革命の背後で魔導結社〈デミウルゴス〉が糸を引いているのは、間違いないね」

「その〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉だが、新たな情報が判明したぞ」

　と、今度はレベッカが進みでると、真しん剣けんな眼まな差ざしで切りだした。

「あの悪質な宗教団体が〈デミウルゴス〉系であることは知っての通りだが、団体を統とう轄かつしているのは、〈七翼将〉のひとり──ペネロペ・デル・モンテだ。これは、逮捕した信者たちから得た情報だ」

「ペネロペか……」

　その名を聞いて、アッシュは拳を握りしめる。

　元・枢すう機き卿きようにして、あの純粋無む垢くなラクエルを裏切った女──。

「それと、奴らの教理も少しずつ明らかになってきた。いずれ来たる賢竜王インボルク復活の際、教団の教えを信奉している者に限っては救われる……まあ、そんなところだ」

　レベッカの説明に、アッシュは暗あん澹たんとした気分になった。

　常識的に考えれば、バカげた話である。だが、盟主サヴォナローラの演説が全世界に配信されて以来、世界は混迷の時代を迎えつつあった。

　民衆の不安に付けこむようにして、〈血の黄昏クリムゾン・ダスク〉は勢力を伸ばしているのだ。

「それと、もうひとつ──」

　今度は、ドラクロワ伯はく爵しやくが重々しく口を開いた。

「そもそもゼファロス帝国の景気が悪化したのは、わずか数年前のことなのですが……我が国の経済学者の分析によると、そうした不況を誘ゆう発はつさせたのは、ラブロック商工都市連合の元首ドージエマキャベリだったのではないか──と」

「むう。すべては、ずっと前から仕組まれていたというわけか……」

　そうつぶやいたシルヴィアの瞳には、沸ふつ々ふつとした怒りの炎が燃えていた。

「それで今現在、帝都バレンボイムの状況は？　まさか、もう完全にアンネゲルトが牛耳っているのか？」

　アッシュが疑問を口にすると、オスカーは難しい顔で答えた。

「現在、帝都は真っ二つの陣営──〝皇統派〟と〝革命派〟の間で、泥沼の内戦が続いている。皇太子も第二皇子も断だん頭とう台だいの露つゆと消えた今、皇統派の陣頭指揮は有力貴族たちが執とっているが……いかんせん、まとまりに欠けるそうだ」

「帝国の人々は、今がどういうときなのか理解していないのか？　〈デミウルゴス〉が賢竜王を復活させようとしている今こそ、一致団結しなきゃいけないのに……」

　アッシュは思わず、無念の言葉を漏もらしていた。

「むしろ、これは賢竜王インボルク復活の前座……なのかもしれないな。インボルクが復活する前に、壊せるところは壊しておこうといったところか」

　レベッカが眉根を寄せてつぶやくと、

「あるいは、賢竜王復活の儀式を邪魔されないように、僕たちの注意をそちらに向けさせるつもり……かもしれませんね」

　今度はマックスが眼鏡の位置を指で直しつつ、慎重な意見を述べた。

「その両方、という可能性も考えられるわね」

　そう付け加えたのは、ずっと沈黙を保っていたミラベルだった。

「このままだと、皇統派が革命派に敗れるのは目に見えているわ。皮肉なものね……一昔前だったら、帝国の繁栄に危惧を抱いていた王国や騎士国は、こうした事態を、むしろ歓迎していたでしょうに……」

　ミラベルの言葉に、オスカーは重々しくうなずいた。

「今となっては、なんとしても皇統派に踏ん張ってもらわねば困るというわけだ。残念ながら、もはや帝国軍を正しく導みちびくことのできる皇族なんて、見あたらないけれどね──」

　オスカーがそこまでつぶやいた瞬間、アッシュはハッとした。

「そうだ、ルクレツィアは？　これほどの事態が起きているというのに、彼女が黙っているはずがない！」

　そう、あの〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉ならば、カリスマ性は充分だ。ルクレツィアが先頭に立って戦えば、帝国兵の心をひとつにまとめることも可能だろう。

「ああ。僕もルクレツィア第五皇女には期待していたのだけどね……あいにく、彼女に関する情報がなにも入ってこないんだ」

　オスカーの報告に、アッシュは愕がく然ぜんとした。

「今のところ、逮捕されたり処刑されたり……といった情報は確認されていないから、存命だとは思うけどね。なにぶん、皇族は片っ端から逮捕されている状況だ。ルクレツィアも革命派に命を狙われているのは間違いない」

　あのルクレツィアがそう簡単に敗北するとは思えないが、敵はあまりに強大だ。もしかしたら、今この瞬間も、ルクレツィアは革命派の襲しゆう撃げきを受けているのかもしれない。

　だとしたら──アッシュとしては、あの気高い皇女を助けたい。

「ちょっとアッシュ？　あんた、まさか……」

　と、エーコが不安そうに眉をひそめると、アッシュの顔を覗のぞきこんだ。

「ああ。俺はルクレツィアを助けたい──そう考えている」

　アッシュが断言すると、今度はシルヴィアが身を乗りだしてきた。

「待て、アッシュ！　私とて、ルクレツィアのことは戦友だと思っている。だが、まずは怪け我がを治すべきだ。今のお前は、全治五ヵ月の重傷を負った身なのだぞ？」

　シルヴィアの言葉に、一同は深々とうなずいた。

「とりあえず──今日はこれでお開きにしようか。これ以上は、アッシュの身体に障るだろうからね」

　と、オスカーが女王らしく、その場をまとめようとしたのだが、

「待ってくれ、オスカー！　頼みがある」

　アッシュはなおも食い下がった。

「駄目だよ、アッシュ。もしルクレツィア皇女を助けるため、帝国に殴りこみをかける気だというのなら──僕は女王の特権を使って、君をこの病院に軟禁する」

　オスカーの眼まな差ざしは、真しん剣けんそのものだった。

「……いや、そうじゃない。そもそもルクレツィアがどこに潜せん伏ぷくしているのかも、まだ解わからないんだ。そんな状況で、下手に動くわけにはいかない」

「ふむ。意外と冷静なようだね。で、頼みというのは？」

　オスカーは感心したように、アッシュを見つめた。

「俺たちは、そろそろ騎士国に戻るべきだと思うんだ。騎士王パラデインにもいろいろと報告しておきたいし、そもそも俺は騎竜学院の生徒会長だ。学院のみんなだって、色々と不安を感じていると思う」

「ふむ。確かに、今ごろ学院のみんなは君たちの帰還を待ちわびていることだろう。どうやら、決意は固いようだね？」

「もちろんだ」

「了解した──その代わり、僕からの餞せん別べつを受け取ってはもらえないかな？」

　オスカーの申し出に、アッシュはきょとんとした。





　　　　◇






「それじゃあ、あたしについてこい！」

　翌朝。案内役を務めるセレスの号令に従って、アッシュたちは王立病院をあとにした。

　足を怪我しているため、アッシュは車椅子での移動を余儀なくされている。一応、自分の手で車輪を操作することもできるのだが、

「仕方ないわね。あたしが押してあげるわよ」

　なにかと不便そうなアッシュを見て、エーコが自ら手押し役を買って出てくれた。

　そんなエーコのいじらしい姿を見て、シルヴィアたちが「ほお～」と感心の眼まな差ざしを向ける。どこか面白がっているようでもあった。

　たちまち、エーコは真っ赤になった。

「べべっ、別に、パルとして当然のことをしてるだけよ！　それに、あたしは誇ほこり高きアヴァロン聖竜皇！　怪け我が人にんには優しいのよ！」

　ぷんすかと怒りながらも、エーコはアッシュの車椅子を押しながら、ずんずんと歩きだすのだった。




　セレスが案内したのは、王都アーカムの駐艦場だった。

　広こう漠ばくとした場内では、既にオスカーとドラクロワ伯はく爵しやく、そして衛兵たちが、アッシュたちの到着を待ち受けていた。

「あれは……！」

　オスカーの背後に停泊している機体を見て、アッシュは息を吞のんだ。

　魔ま導どう艦かんと呼ぶには小さいので、魔導艇と呼ぶべきなのだろう。それでも、ドラゴンたちを乗せられるだけの甲かん板ぱんを擁ようしている。

　そしてシェブロン王国製だけあって、鶴のように優美なフォルムが印象的だった。

　どうやら、その魔導艇こそが、オスカーの「餞せん別べつ」らしい。

「こいつの名は、デュランダルという。エスカヴァロンと比べたら小型だし、魔導エンジンの出力も低い。あれほどの性能は望めないけれど、エスカヴァロンを奪だつ還かんするまでの間は、この魔導艇をアヴァロン聖竜皇騎士団の足だと思って、使ってくれたまえ」

　オスカーの気遣いに、アッシュは心から感謝した。

「恩に着るよ、オスカー。なんとお礼をいえばいいのか……」

「なに。お礼なら、そのうち態度で示してくれればいいさ」

「態度？」

「いつでも寝室の窓は開けておく。正門から入るよりドキドキするだろう？　ちなみに、アーカム城の最上階さ」

「いやいや！　城壁をよじ登っている間に、衛兵に撃ち殺されるって！」

「ははっ。聖騎甲アークの力を借りれば、一瞬でたどり着けるよ」

「ちょっと！　聖騎甲アークを出すのはあたしなのよ!?　なんでアッシュの夜よ這ばいの手伝いを、あたしがやらなきゃなんないのよ！」

　エーコが眉をきりりと吊つり上あげて、口を挟んできた。

「ケチだなぁ、エーコは。それでもアヴァロン聖竜皇かい？」

「聖竜皇は関係ないでしょうが！」

　たちまち「むううう～！」と睨にらみ合あう、アヴァロン聖竜皇とシェブロン女王。ただし、オスカーのほうはエーコをからかっているだけなので、その唇は笑っている。

　そんな両者を尻目に、ミラベルがアーニャに声をかけていた。

「ねぇ、アーニャ？　引き続き、操縦はあなたにお願いできるかしら？　エスカヴァロンを上う手まく操縦できたあなたなら、問題ないはずだから」

「ま、任せてください！」

　アーニャは背筋を伸ばして、ミラベルの言葉に応じた。

　エスパーダ動乱が終息して以来、アーニャは必要以上に気を張っているように見える。

　アヴドーチャが拉ら致ちされただけでもショックなのに、アヴドーチャが実の姉だという可能性が浮上したのだから、無理もない。

　アーニャとアヴドーチャを再会させるためにも、一刻も早く〈デミウルゴス〉との戦いに終止符を打たねばならないと、アッシュは自分の胸に誓った。




　かくして、アッシュたちはオスカーと王都アーカムに別れを告げた。

　最初の目的地は、ロートレアモン騎士国の首都フォンティーン──。





"Durandal ～A.S.B.1366.06～" is closed.








第二話　剣の皇女と山の少女









　──ゼノグラヴィア山脈。

　大陸の北東から南西にかけて横たわる連峰であり、文字通り大陸を二分している。

　五十三年前に勃ぼつ発ぱつした東西大戦が「ゼノグラヴィア戦争」と呼ばれているのは、この山岳地帯に由来する。

　とっくに夜のとばりが下りて、山の中は暗闇に閉ざされていた。あたりは、怖いくらいに静かである。時折、フクロウの啼なき声が聞こえてくるのが、まるで冥府からの呼び声のようだった。

　山道からやや逸それた位置にある岩場で、ひとりの少女が水を浴びていた。

　蒼あお白じろい月が、少女の肌を幻想的なまでに照らしだしている。

　山の精かと思えるほど美しい裸ら身しんを、冷たい山気に惜しげもなくさらしているのは、革命派が血眼になって捜し回っている重要人物──ルクレツィア第五皇女であった。

　頭上から絶え間なく降り注ぐ石いわ清し水みずを、ルクレツィアは全身で受けとめていた。

　雪原のように白い肌を、澄んだ水が軽やかに滑り落ちていく。水はひんやりと冷たくて、生傷の絶えない身体に沁しみたが、ルクレツィアは意にも介さない。

　革命派の追っ手を辛からくもかわしたルクレツィアは、潜せん伏ぷく生活を余儀なくされていた。

　用意周到なアンネゲルトは、帝都で革命を宣言したときにはもう、ルクレツィアが治める第五皇女領に機甲部隊を派遣していたのだ。

　夜半だった。

　ルクレツィアに忠誠を誓う騎士団が決死の覚悟で抗戦したおかげで、その場で暗殺されることは免れた。

　だが、ルクレツィアの配下は全滅した。

　アンネゲルトが派遣した部隊は、あの〈ゲシュペンスト〉にも匹敵するほどの精鋭集団だったのだ。

　折おり悪あしく、魔ま導どう艦かんロスヴァイセは整備中だった。エスパーダ聖庁から帰還したあと、ロスヴァイセは総点検のため、ドック入りしていたのだ。

　その時点で、ルクレツィアの選択肢は三つしかなかった。

　大人しく降伏するか、その場で潔く自害するか──あるいは、逃亡するか。

　逡しゆん巡じゆんはなかった。第五皇女領がゼノグラヴィア山脈に接していたため、ルクレツィアは山道経由で国境を越えることを決意したのだった。

　騎士団も、領土も、魔導艦も失った。それでもまだ、ルクレツィアの心は折れていない。

　──そろそろ食料を調達する必要があるな……。

　頭の中では、そんなことを考えている。

　ルクレツィアは決して、温室育ちのお姫様ではなかった。

　幼少の頃より武の道を志し、魔ま剣けんの使い手となった。山にこもって修行をしたこともある。とはいえ、そこはお姫様。夜の闇に紛れて移動を続けていたところ、運良く水浴びに適した岩場を見つけたので、休憩もかねて身体を清めているのだった。

　──アンネゲルトめ……。

　冷たい水に打たれつつ、ルクレツィアは回想する。

　元々は暗い性格で、非社交的で、空想ばかりしていた妹だった。人と話すときも、決して目を合わそうとはしなかった。離宮に引きこもっては、少女向けの物語作品や、魔法や超古代文明に関する文ぶん献けんを読よみ漁あさっていた。

　当然ながら、誰もアンネゲルトに特別な期待は寄せていなかった。せいぜい政略結婚の道具として役立てばいい──と、多くの者が思っていたのである。

　そんな妹を歯は痒がゆく思い、ルクレツィアなりに発はつ破ぱをかけてやったこともあった。が、むしろ逆効果で、姉妹の距離は遠ざかるばかりだった。

　アンネゲルトと顔を合わせなくなってから、かれこれ三年になるだろうか。

　──アッシュからアンネゲルトの話を聞かされたときは、半信半疑だった。あの暗あん愚ぐな妹が装甲機竜マシーネンドラツヘに乗って戦うなど、絶対にあり得ない……と。よもや、エスパーダから帰還するなり、あのような洗礼を受ける羽目になってしまうとは。

　そこまで考えて、ルクレツィアは自嘲の笑みをこぼした。

　──今やアンネゲルトは、革命の指導者だ。そして、この〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉を追い詰めている……。魔導結社〈デミウルゴス〉のバックアップを得ているとはいえ、あいつがこれほど大それたことをしでかすとはな……。

　その刹せつ那な、がさり……と山林のほうから音がした。

　ハッとして、岩場に置いていた魔ま剣けんを手に取ろうとしたアンネゲルトだが、すぐに警戒を解いた。

　山林から現れたのは、真っ白な毛並みの剣歯虎サーベルタイガーだったのである。

　左右の牙が異常なまでに発達し、美しい弧を描いている。山野に棲せい息そくしていた虎が、地層に埋蔵されていた竜りゆう綺か華き晶しようの影響を受け、進化したのだ。いわば魔ま獣じゆうの一種である。

「──ルクレ様、安心する。リラだ」

　その背に跨またがった少女が、たどたどしいゼファロス語で告げた。




　リラは、タンタロスと呼ばれる山岳民族の少女である。現在、ルクレツィアにとっては唯一の味方といえた。

　第五皇女領が山さん麓ろくに位置していたこともあり、ルクレツィアは以前から、タンタロス族と積極的に交流を続けていた。その過程で知り合ったのが、リラだ。

　肩先でまっすぐ切りそろえた黒髪に、健康的な褐かつ色しよく肌。

　十代半ばの、すらりとした少女である。少女に特有の瑞みず々みずしさと、山岳民族ならではの野性味を持ち合わせている。

　一般的に、タンタロスは野や蛮ばんな戦闘民族というイメージが強く、教育レベルは低いと思われがちだが、リラは少しだけならゼファロス語とシェブロン語を話すことができる。

　のみならず、リラには〝魔獣使い〟の素質があった。凶暴な剣歯虎サーベルタイガーを悠々と乗りこなしているのは、そのためだ。

　リラは、その剣歯虎サーベルタイガーを〝ムイシュキン〟と呼んでいる。

　ちなみにタンタロスと一口にいっても、実に多くの部族が存在し、民族紛争に明け暮れた時期もあったのだが──数年前、そうした悲劇を終わらせたのみならず、すべての部族を統とう一いつした人物が現れた。

　帝国陸軍の特とく尉い、ミルガウスである。

　公式記録では、ミルガウス特尉は任務中に死亡したとされている。

　それでもタンタロス族にとっては、ミルガウスは今も変わらず英雄なのである。

　タンタロス族が好意的なのは、おそらくルクレツィアが帝国人であることも関係しているのだろう。












　ルクレツィアは身体を拭いて服を着ると、魔ま剣けんユングフラウを背負った。そして、岩場に腰かける。

「状況はどうだった、リラ？」

「……三つの集落、落ちた。全滅。リラの村も……焼かれた」

「なんだと!?」

「だいじょぶ。女子どもと老人は、逃げのびた。村はまた、作ればいい」

「くっ！　だが、私の……この私が山に逃げこんだせいで！」

　ルクレツィアが山に入らず、大人しく投降していれば、三つの集落が焼かれることはなかった。

　このままルクレツィアが山に潜せん伏ぷくすればするほど、被害は拡大するのではないか。

　無論、タンタロス族とて、これほどの侵しん略りやくを受けて黙っているはずがない。

　戦闘民族の誇ほこりにかけて、本格的に徹てつ底てい抗こう戦せんを始めるだろう。だが、魔導工学兵器で武装した革命派を相手にするのは、どう考えても分が悪い……。

「──それよりも。革命派、今もルクレ様、捜してる」

　リラの言葉で、ルクレツィアは我に返った。

「……そうか」

　ルクレツィアの身柄が拘こう束そくされるまで、革命派がルクレツィアの捜索を打ち切ることはないだろう。

「リラ。もはや、潮時かもしれんな」

「ルクレ様!?」

「私が大人しく投降すれば、革命派の追つい撃げきは終わる。タンタロスの民に、これ以上の被害が及ぶこともない。革命派の連中に、私の身柄を差しだせ。そうすれば──」

「弱気は、ダメ！　ルクレ様、なにも悪くない。悪いのは、革命派」

「…………」

「リラ、ルクレ様が好き。村のみんなも、同じ気持ち。ルクレ様の敵、タンタロスの敵だから。気に病むこと、なにもない」

　片言ながらも、リラは自分の気持ちをはっきりと告げた。

　そんな飼い主に呼応するかのように、猛もう虎こムイシュキンも朗々と吼ほえた。

「……かたじけない、リラ」

　思わず涙がこぼれそうになるのをこらえつつ、ルクレツィアは夜空を見上げる。

　霞かすんだ夜空の片隅を、流れ星が一直線に、駈かけ降おりていった。





"The Xenogravia Mountains I ～A.S.B.1366.06～" is closed.








第三話　消えたナヴィー









「さあ、アッシュ様は患者なのですから。恥ずかしがらずに！」

「待てジェシカ！　さすがに、それは抵抗があるぞ！」

　魔導艇デュランダルが王都アーカムを経たってから、一時間後──。

　艇内の医務室で、アッシュはジェシカの甲か斐い甲が斐いしい看病を受けていた。

　いつの間に用意していたのか、ジェシカはピンク色のナース服を着用している。昨日のオスカーに触発されたのは明白だった。

「大丈夫ですわ、アッシュ様！　今はただ、名もなき看護師だと思ってくだされば！」

「いやいや、ジェシカはジェシカだから！　そう簡単に割り切れないし、トイレなら車椅子を使えば行けるんだって！」

　ジェシカは細長い陶とう器きを手にしている。そこに用を足せといいたいらしいが……。

「……ジェシカ、張り切りすぎ」

　と、薬品棚を整理していたルッカが、ぼそりとツッコんだ。

「あら？　そういうルッカさんだって、そんな格かつ好こうをして！　張り切っているのはお互い様ですわよ！」

　ジェシカの逆襲に、ルッカはほんのりと頰ほおを染めた。

　そう、ルッカもまた、ジェシカと同じく看護師の仮装をしているのだ。

　ジェシカが明朗活発で色気もたっぷりの看護師なら、ルッカは白しら百ゆ合りのように楚そ々そとした看護師である。タイプは違えど、どちらも魅力的なのは間違いない。

「はは……。ふたりが看護師さんの格かつ好こうをしているのを見ると、去年の秋を思い出すよ。あのときは学院のドラゴンたちが暴走して、ほんと大変だった……」

　アッシュは懐かしい気分になった。

「そういえば、あのとき！　ルッカさんったら、わたくしのスカートを引きずり下ろしたんですわ！　まったく……アッシュ様に見られると解わかっていたのなら、あらかじめ勝負下着を穿はいていましたのに！」

　そういって、ジェシカは恥ずかしげに身をくねらせた。

「だって、ジェシカ……あのとき、抜け駆けしようとしたから」

　ルッカはぼそぼそ弁解しつつも、やや反省の色を浮かべている。さすがに、スカートを脱がすのはやりすぎだと思ったのだろう。

　その途と端たん、ジェシカが素早く動いた。

「隙ありですわ、ルッカさん！」

「えっ？」

　一瞬、自分の身になにが起きたのが解らず、ルッカはきょとんとした。

「おわっ!?」

　対照的に、アッシュは狼ろう狽ばいした。

　なんの脈絡もなく、緑と白のストライプ模様が視界に飛びこんできたのだ。

「う……」

　ようやく、自分が下着をさらしている事実を認識したルッカは──しかし、そのまま微動だにしない。

「……ルッカさん？」

　ルッカのスカートを手にしたまま、ジェシカが怪け訝げんそうに声をかける。

　常識的に考えるなら、すぐさま下着を隠そうとするはずだが──。

「は、恥ずかしいけど、少しでも、アッシュの慰めになるのなら……我慢、できる」

　ルッカは真っ赤になりながらも、気丈に告げた。

「き、気持ちは嬉うれしいけど、早くスカートを穿いてくれ！」

「はう～ん！　不覚にも、ルッカさんの健けな気げさにグッと来てしまいましたわ……！」

　ルッカの献けん身しんは、アッシュの胸はもちろんのこと、ジェシカの胸まで撃ち抜いてしまったようだ。その直後、扉が威勢よく開けはなたれて──。

「アッシュ～！　ユニスがお昼ご飯を作ってくれたわ。一緒に食べよ！」

「こほん！　わ、私も……付き合ってやらんこともないぞ。今のお前は、フォークやスプーンを扱うだけでも一苦労だしな」

　間の悪いことに、エーコとシルヴィアがやって来たのだ。

　案の定というべきか、まだスカートを穿はき直していないルッカを見て、エーコとシルヴィアは硬直した。

　しばらく気まずい沈黙が続いた末に、エーコとシルヴィアは視線を交わし合った。

「とりあえず、踏みつぶしとく？」

「うむ。どうやら、改めて我が家の家訓を叩たたきこむ必要がありそうだな。とはいえ、今のアッシュは重症患者……退院するまでは、待ってやろう」

「……同意よ、シルヴィア」

　黒いオーラを漂わせつつ、エーコとシルヴィアは共同戦線を張るのだった。
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　王都アーカムを経たってから約五時間後──。

　魔導艇デュランダルは無事、首都フォンティーンにたどり着いた。

　あんな事件が起こったあとだけに、警戒体勢は厳重を極め、首都上空には常に竜騎士ドラグナーが飛び交っている。












　そんな竜騎士ドラグナーたちの誘導を受けつつ、デュランダルはフォンティーン城の敷地内にある駐艦場に着陸を果たした。場内には、騎士国の旗き艦かんであるシルヴァヌスⅡの姿があった。

「一応、映像で見せられてはいたけど……」

　車椅子に乗って艦を降りたアッシュは、眼がん前ぜんの光景に啞あ然ぜんとしつつ、つぶやいた。

「建物をあんな風に斬り裂くなんて……とんでもないわね」

　アッシュの背後に立ち、車椅子を押していたエーコも、ぴたりと歩みを止めた。

「正直、いまだに信じられん。あのウルスラ団長が……」

　シルヴィアも、いまだ納得できていない様子でつぶやいた。

　皆の視線の先には、破壊されたフォンティーン城が佇たたずんでいた。

　五階建ての主城は、三階と四階の間で斜めに破は断だんされている。

　城からやや離れた位置には、斬り飛ばされた残ざん骸がい──四階から五階に相当する部分が、まるでスクラップのように放置されていた。

　これだけの犯行を、ウルスラ・Ｌ・セルウィンは単たん騎きで成し遂げたのだ。その光景が与えるインパクトは、無む秩ちつ序じよな大量破壊よりも大きかった。

　つい先日まで、ロートレアモン聖竜騎士団の団長を務めていたウルスラは、実は〈デミウルゴス〉の最高幹部──〈七翼将〉の一員だった。

　今なお、あれが悪い夢であったなら……と、アッシュは心のどこかで願っている。

　だが、フォンティーン城の変わり果てた姿を、こうして目まの当たりにした今、そんな願いが儚はかなく散ったことを、アッシュは痛感するのだった。

　と、その場で立ち止まったアッシュたちを見て、警備担当の竜騎士ドラグナーが告げた。

「現在、主城は立ち入り禁止となっていますので、近づかないでください。騎士王パラデインやヴェロニカ王女殿下は現在、離宮で政務に当たっておられます」

「ご苦労だったな。私たちの案内はもういいから、警備に戻ってくれ」

「了解であります、シルヴィア殿下！」

　第四王女から直々に声をかけられ、竜騎士ドラグナーは勇躍して飛び立った。

「それでは、シルヴィア。すまんが、離宮に案内してもらえるか？　いや、離宮に行く前に、まずはアッシュを病院に送ってやらねばならんな」

　レベッカの言葉に、シルヴィアが「もちろんです」とうなずいたそのときだった。

「兄さ～ん！」

　入院用の衣服をまとった、小柄な少女が飛んできたのである。

　よく見ると、少女はぬいぐるみのように小さな飛行生物にぶら下がっている。

　その飛行生物は、かなり無理をしているらしく、今にも少女を落っことしてしまいそうだ。どうやら、許容できる重量をかなりオーバーしているらしい。

「リンダ!?」

　離れ離れになっていた妹の姿を認めるなり、アッシュは衝動的に、車椅子から立ち上がろうとして──できなかった。

　力をこめた途と端たん、足腰に激痛が走ったのだ。

「ぐっ!?」

　アッシュが顔をしかめた直後、リンダはザザッと地面を滑りつつ、着地を決めた。そして、兄の両膝に顔を埋めるようにして、ぐすぐすと泣きじゃくった。

「ううっ、兄さん！　兄さん！　ずっと会いたかったです！」

「リンダ……」

　アッシュは微笑を浮かべると、リンダの頭を優しく撫なでた。

　そんな兄妹の再会を、エーコやシルヴィアたちは微笑ほほえましげに眺めている。

「心配かけたな、リンダ。だけど、お前もあのウルスラ団長を相手に、随ずい分ぶんと無む茶ちやをして……身体は大丈夫か？」

「あ、はい。念のため入院してますけど、ちゃんと快方に向かってますから。むしろ兄さんのほうが……よっぽど重傷です。リンダは、とっても心配なのです」

「俺なら大丈夫さ。王国で最先端の治療を受けたおかげで、かなり回復したから」

　リンダを安心させるために、アッシュはあえて「回復」の部分を強調した。

「ほんとですか!?　良かった……」

　ホッと安あん堵どの溜ため息いきを漏もらすリンダ。

「──ところで、リンダ？　その小動物はなんなのよ!?」

　と、エーコが謎の小動物を見やりつつ、質問を飛ばした。

「そうだ、あの子は一体……なんなんだ？」

　アッシュ自身、今も宙をパタパタと舞っている小動物のことは気になっていた。

「えっと……ウルスラ団長と戦っている最中に生まれた、リンダの相パ棒ル──みたいです。パーシヴァルって名づけました」

　その幼竜はリンダの頭上に舞い降りると、つぶらな瞳で一同を眺め回した。

　一見、可愛かわいらしいぬいぐるみにしか見えない。そもそも、ドラゴンにしては愛あい嬌きようがありすぎる。一言で形容するなら「珍ちん獣じゆう」だった。

「本当に、あれが幼竜だというの？　エーコも竜としてはイレギュラーだけど、パーシヴァルも負けず劣おとらず変わっているわね」

　ミラベルが不思議そうな顔でつぶやいた。学者だけあって、興味を引かれたのだろう。

「あ、そうだ！　兄さんがフォンティーンに来るって聞いたから、病院の先生にお願いしたんです。兄さんと同じ病室にしてほしいって」

「ええっ？　さすがに、もう子どもじゃないんだし……そんな要求は通らないだろ？」

「それがですね、なんと了承してもらえたんです！」

　リンダは心底嬉うれしそうに、にっこりと微笑ほほえむのだった。




　首都内の病院までは、リンダが案内してくれるというわけで──アッシュたちは二手に分かれることにした。

　アッシュとエーコとリンダは病院へ、他のメンバーたちは離宮を目指すことに決めたのだが……。

「わたくし、政治のお話は苦手ですし、アッシュ様に付き添いたいと思いますわ」

「わたしも、アッシュの看病……したい」

「俺も俺も！　アッシュと一緒のほうが気楽そうだしなあ」

　ジェシカとルッカとレイモンが、アッシュに同行したいと申し出たのだ。

「なにをいっている！」

　真っ先に叱りつけたのは、シルヴィアだった。

「お前たちは先日、晴れて竜騎士ドラグナーの資格を得たばかりではないか。こんな状況だから略式になるとは思うが、ちゃんと父上から叙任してもらわんとな。それと、ルッカは聖天竜騎士アーク・ドラグナーとなったことを、父上に報告する義務がある！」

　シルヴィアの叱しつ責せきに、ジェシカもルッカもレイモンも、たじたじとなった。

　かくして、離宮を目指すシルヴィアたちを見送ったあと、アッシュたちは病院を目指すことにした。
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　そろそろ太陽が傾きはじめた頃、アッシュとエーコとリンダは、立派な入場門の正面にたどり着いた。パーシヴァルは、先ほどからリンダの胸に抱かれている。

　入場門のむこうには、堂々たる白亜の病棟が建っていた。

　首都フォンティーンにおいて最大級の設備を誇ほこる総合病院──フォンティーン市立中央病院であった。アーカム王立病院と比べると小規模だが、まるで宮殿建築を思わせる外観は迫力満点で、瀟しよう洒しやな雰囲気も感じられる。

「治療費は全額、騎士王家が負担してくれるそうですので、安心してくださいね」

　リンダは入場門をくぐりつつ、さらりと告げた。

「なんだか申し訳ないなあ」

　と答えながらも、莫ばく大だいな治療費を請求されたら困ってしまうので、アッシュは素直に感謝することにした。

　入場門から病棟までの間は、ちょっとした庭園になっている。美しく切きり揃そろえられた木々を彩る新緑が、目にも鮮やかだった。

　所々に白木のベンチが置かれていて、入院患者や見舞客が談笑にふけっている。

「──おおう！　アッシュ殿ではないか！」

　と、突然、丸っこい人影が前方に立ちふさがった。

「えっと、あなたは……？」

　一見、身だしなみの良い老紳士に見える。高級そうなタキシードを着用し、頭にはシルクハット。誰かを見舞いに来たのか、両手一杯の花束を抱えていた。しかも、真っ赤な薔ば薇らである。

「なんだ、まだ解わからんのか？」

　その悪戯いたずらっぽい微笑ほほえみと、確かに聞き覚えのある声音。その時点で、ようやくアッシュは悟った。驚きのあまり、思わず車椅子から立ち上がりそうになってしまったほどだ。

「まさか、オズワルド陛下!?」

「こらこら、アッシュ殿！　声が大きい！」

　オズワルドは慌てて、アッシュの口をふさいだ。

「ご、護衛もつけずに、こんなところでなにをやっているんですか!?　大体、その格かつ好こうと花束は一体……」

「いや、説明するのは気恥ずかしいのだが……実は先日、リンダ殿に命を救われてな」

　そこまで告げると、オズワルドはなぜだかポッと頰ほおを染めた。

「それ以来、儂わしはリンダ殿を恋い慕したうようになってしまったのだ！　つまりは、リンダ殿を王妃に迎えたいといっておるのだよ！」

「「ええええええええええっ!?」」

　アッシュとエーコは、異口同音に叫んでいた。

「アッシュ殿！　是非とも、そなたを兄と呼ばせてはくれないだろうか！」

「いや、あの……あまりに展開が唐突すぎて、頭がついていかないんですけど……」

　自分たちがエスパーダ聖庁で奮戦している間に、首都フォンティーンでは予想外の事態が起こっていたようだ。

「はぁ……兄さんのほうからも、きっぱりとお断りしてもらえませんか？」

　と、リンダが溜ため息いき交じりにつぶやいた。その口ぶりから察するに、既に何度か断っている様子だった。

「あのう、陛下？　とても光栄な申し出だとは思うのですが、さすがに陛下と妹では年齢が離れすぎていますし……」

「はっはっは！」

　と、オズワルドは快かい活かつに笑った。

「安心するがよい、アッシュ殿。決して無む理り強じいする気はないからな。ただ……リンダ殿を見ていると、亡き妻エリザベスの少女時代を思い出してしまってな。こうして、ついつい見舞いに来てしまうというわけだ」

　アッシュはホッと胸を撫なで下おろした。

「そうでしたか。王妃様のこと、今でも愛しておられるのですね」

「うむ。儂わしがいうのもなんだが、最高に〝イイ女〟であったぞ。いささか気性の荒い一面はあったがな……」

「はは……姫様たちを見ていると、なんとなく想像はつきますね」

「いやいや！　我が娘たち以上に、おっかない女だった！　あのヴェロニカでさえ、エリザベスの前では借りた猫のように大人しかったからなあ」

　オズワルドはガクガクブルブルと震えはじめた。

「そ、それは……すごいですね」

　アッシュは戦々恐々としながら、思わずリンダを見つめた。この可か憐れんな妹も、将来はエリザベス王妃のように、恐こわい女性になってしまうのだろうか……？

「ちょっと、兄さん？　なにか失礼なことを考えてませんか？」

　リンダは「心外です！」といわんばかりに、眉を吊つりあげた。

　と、そのとき──。

「対象を発見！　ただちに確保せよ！」

　突如として、病院の中庭のあちこちから、騎士装束の男たちが現れたかと思うと、オズワルドを包囲したのである。

「もう逃がしませんよ、陛下！」

　そして、凜りんとした女性の声。

　最後に登場したのは、宮きゆう廷ていメイド長のフリーダだった。眼鏡がよく似合う、知的な王室使用人である。アッシュも過去、顔を合わせたことがあった。

「くっ、フリーダめ！　こんなに早く嗅ぎつけるとは……ちょっ、待てっ、待てといっておるのに……おわあああああっ！」

　まるで無力な小こ兎うさぎのように、騎士王パラデインオズワルドは連行されていった。

「申し訳ありません。聖都エスパーダを守り抜いた英雄に対して、なんとも心苦しいのですが……これにて失礼いたします」

　フリーダは丁重に断ると、スタスタと立ち去った。

「なんだかなあ」

「王様らしくないのは、相変わらずね……」

　アッシュとエーコがポカーンとしてつぶやくと、

「そっ、それでは気を取り直して、兄さんとリンダの愛の巣──じゃなくて、病室に行きましょうか。あ、車椅子ならリンダが押しますよ？」

「別にいいわ。これはこれで、なんだか楽しくなってきたところだし」

　エーコはやんわりと断ったのだが、しかしリンダは食い下がった。

「いえいえ！　エーコさんほど高貴なドラゴンに車椅子を押してもらうだなんて、滅めつ相そうもないです。兄さんのお世話はすべて、このリンダにお任せください！　看病はもちろんのこと、介護だってしてみせます！」

「あ、あたしだって相パ棒ルとして、アッシュの面倒を見てあげるって決めたのよ！　それにリンダだって怪け我が人にんなんだから、大人しくして養生すべきなんじゃ？」

「ご心配なく。兄さんの顔を見た途と端たん、一気に回復しましたので！」

「それは無理があるでしょ！」

「こらこら。エーコもリンダも、こんな場所で喧けん嘩かを始めちゃ駄目だぞ？」

　アッシュは慌てて、両者をたしなめた。

　いつしか、エーコとリンダは注目の的になっていたのだ。付近を通りがかった医師も、看護師も、患者たちも、こちらを不思議そうに眺めやっている。

「こほん……仕方ありませんね。それでは、半分ずつ押しましょう」

「ううっ。納得いかないけど……解わかったわよ」

　リンダの申し出に、エーコは渋々ながらも折れた。このまま病院の敷地内で口論を続けてるのは、さすがにまずいと察したのだろう。












「それじゃあ、さっさと行くわよ！」

　と、右側のエーコ。

「〝れっつ・ごー〟なのです！」

　と、左側のリンダ。

　ふたりの元気な掛け声が、少しだけ暮れかかった空に響きわたる。

　アッシュの車椅子は勢いよく、中央病棟を目指して進み始めるのだった。
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　事前に騎士国政府が手配していたようで、アッシュの入院手続きはスムーズに完了した。

　白を基調とした病室は、元々は個室として設計されたようだが、リンダが事前に要望していた通り、アッシュ用のベッドが運びこまれている。仲良く並んだベッドの合間に、カーテンや衝つい立たてといった遮しや蔽へい物ぶつはない。

　いくら兄妹とはいえ、年頃の女の子なんだから、少しは気にならないのだろうか……とアッシュは思ったが、リンダは平然とした様子である。

　まずはエーコとリンダの手を借りながら、アッシュは車椅子から立ち上がり、ベッドに腰をおろした。

　ふかふかな感触を尻に感じた途と端たん、安あん堵ど感かんを覚える。

「ふう……エーコもリンダも、ありがとな」

「ま、感謝の気持ちがあるなら、クレープで返してよね。なんといっても、ここは首都フォンティーンなのよ。おいしいクレープ屋さんには事欠かないわ！」

　じゅるり……とエーコは食欲旺盛な一面を見せた。

　首都フォンティーンのクレープ──と聞いた途端、アッシュは懐かしい心地がした。

　昨年、大陸会議エリユシオンのためにこの街を訪れたとき、ふたりで屋台に並んだのだ。

　あのときは、すぐ背後でカップルたちが睦むつ言ごとを交わしあっていて、とても気恥ずかしい思いをしたものだ。

　そして、ふたりは恋人同士のように手をつないだ。

　思えばあの頃から──アッシュはエーコを、ひとりの女の子として強く意識しはじめたような気がする。

「──ちょっと、アッシュ？　あんた、今……スケベなこと考えてたでしょ？」

　突然、エーコの声に回想を破られて、アッシュは慌てふためいた。

「ええっ!?　べ、別にそんなことはないぞ？」

「ほんとかしら？」

　エーコは頰ほおを膨らませながら、アッシュを真っ正面から見つめている。とはいえ、本気で怒っているわけではなさそうだ。むしろ呆あきれているといった雰囲気だった。

「むむっ……エーコさんってば、そういうことが判わかるんですか!?」

　と、リンダがエーコに詰め寄った。

「そりゃあ、あたしが生まれて以来、ずっと一緒にいたんだもの。アッシュがなにを考えているかなんて、もはや一いち目もく瞭りよう然ぜんだわ」

　エーコは得意満面で断言すると、腕組みをした。

「なんていうか、エーコさん……以前よりも大人っぽくなったような気がします。はっ！まさか兄さんっ!?　聖都エスパーダに滞在してた間に、エーコさんと一緒に大人の階段を上ってしまったんですか!?　なんて罰当たりな～！」

　ぷしゅーっ！　という音が聞こえてきそうなほど、リンダはうろたえている。

「いやいや！　そんなわけないだろう！」

　否定しつつも、アッシュは赤面しそうになった。

　聖都エスパーダの迎げい賓ひん館かんで、とんでもないハプニングがあったことを思いだしたのだ。

　あの夜、エーコは誤ってアンサル・ワインを飲んでしまい、ぐでんぐでんに酔っ払ってしまった。アッシュはそんなエーコを宿泊室に連れ帰ったあと、ひとりで入浴していたのだが──そこに、全裸のエーコがやって来たのである。エーコはひどく酔っていたので、あの夜の記憶は失っている様子だが。

「ちょっと、アッシュ？　あんた、またスケベなこと考えてるんじゃ……!?」

　悶もん々もんとエーコの裸体を思いだしてしまったアッシュを見て、エーコは再び頰ほおを膨らませる。どうやら本当に、エーコはアッシュの表情を読み取れるようになったらしい。

　──もしかしたら、もう「幼竜」って段階から一歩を踏みだしたのかもしれないなあ。

　アッシュは自分でも気づかぬうちに、自然と微笑を漏もらしていた。

「……？」

　そんなアッシュを見て、エーコとリンダは不思議そうに、顔を見合わせるのだった。
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　それから三日間、アッシュは病室で大人しく過ごした。

　窓越しに聞こえてくるのは、耳に心地よい雨音。しばらく天気の良い日が続いていたのだが、今日はしとしとと降り続いている。

「はぁ……いい加減、身体が鈍ってしまいそうだ」

　昼食後。特に診察や検査の予定もなく、アッシュはベッドの上でぼやいた。

　昨夜、見舞いに来てくれたシルヴィアたちの話によれば、今日はジェシカとレイモンの叙じよ任にん式しきが行われるらしい。そろそろ始まっている頃合いだろうか。

　実は今朝、診察に訪れた主治医に「俺も参列したいんですけど」と申し出てはみたのだが、呆あつ気けなく却下された。それが心残りだった。

「駄目ですよ、兄さん。無理をしたら、治るものも治りません！」

　と、隣のベッドから、リンダが母親のように諭さとしてきたので、

「はは……解わかってるよ」

　アッシュは苦笑交じりにうなずいた。

「ところで、リンダ？　あんたのほうは、どう見ても完治しているというか、元気いっぱいにしか見えないんだけど？」

　と、見舞客用の椅子に腰かけ、少女小説を読んでいたエーコが、リンダに疑惑の眼まな差ざしを送った。

「ふえっ!?」

　リンダはギクリとしたのか、膝の上でうたた寝をしていたパーシヴァルの胴体を、ムギュッと抱き締めてしまう。

「……！」

　たちまち目覚めたパーシヴァルは、不機嫌そうに身をよじると、コロコロとベッドの上を転がって、枕の隣に身を落ち着けた。そして、再びすやすやと寝息をたてる。

「う～ん、確か看護師さんがいってたぞ。リンダの怪け我がは全治二週間だって……もう既に、あの襲しゆう撃げき事件から一ヵ月近くは経たっているような……」

　壁にかけられたカレンダーに目をやると、双子宮ジエミニの月も中旬に差しかかっていることに気づく。

「いえいえ！　確かに怪我はほとんど治っていますけど、まだちょっと風邪気味で……ゴホゴホ！」

「そこまでわざとらしいと、いっそ清々しいわね」

　エーコがぼそりと漏もらすと、リンダは悪びれる様子もなく、「てへっ」と微笑ほほえんだ。

「まあ、騎士王パラデインの命を救ったご褒美だと思えば、安いものか。だけど、同級生の友達は心配しているんじゃないか？　新入生のみんなは、とっくにアンサリヴァンに帰ったんだろう？」

　元々、リンダたちが首都フォンティーンを訪れていたのは、新入生を対象とした研修旅行のためだった。ウルスラが引き起こした事件のせいで、研修自体が中止になった以上、新入生が首都に留とどまっている理由はなかったのだ。

「そうなんですよね。ロザリーとセルマだけは、最後まで『リンダの側に残る』って主張してくれたんですけど、先生が許してくれなくて……」

　しょんぼりと肩を落とすリンダ。

「まあ、仕方ないさ。そういえば、〝パルの祝い〟はすませたのか？」

　アッシュはパーシヴァルを横目で見やると、訊たずねた。

「なんですか、それ？」

　きょとんと小首をかしげるリンダ。

「仲間内での、ちょっとした祝宴さ。俺もエーコが誕生したとき、みんなに祝ってもらったんだ。騎竜学院の伝統行事ってとこだな」

「随ずい分ぶんと昔のことのような気がするわね」

　と、エーコが懐かしむような表情を浮かべた。

「今すぐは無理かもしれないけど、いつかみんなで集まって、〝パルの祝い〟をやるってのはどうかな？」

「ほんとですか!?　リンダはとっても嬉うれしいです！」

　リンダは快かい活かつに微笑ほほえむと、「えいっ！」と軽やかに跳んだ。一瞬後、隣のベッドに飛び移ると、アッシュに抱きついてくる。

「こらこら、甘えん坊だなあ……」

　苦笑するアッシュとは対照的に、エーコは眉根を寄せた。

「ちょっとリンダ!?　妹だからって、くっつきすぎ！」

「あれ？　エーコさんは知らないんですか？　兄妹のスキンシップとしては、これくらいは普通──というか、まだまだ序の口ですよ？」

「あたしが竜族で人間社会のことには疎いからって、騙だまされないわよ！　大体、アッシュは怪け我が人にんなの！　あたしですら、ずっと我慢してるのに──」

　そこまで口走った時点で、エーコはハッとして口をつぐんだ。

「我慢って、なにをです？」

　悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべつつ、ここぞとばかりに追及するリンダ。

「えっ!?　そそそ、それは……」

　エーコは真っ赤になって、すっかり動どう揺ようしている。

「ああもう、そんなことより！　いい加減、あんたたちはパーシヴァルが何者なのか、考えなくてもいいわけ!?」

　エーコは強引すぎるほど強引に、話題を転換してみせた。

「ちょっ!?　いくらなんでも強引すぎますよ、エーコさん！」

　リンダは呆あきれ果はてた様子だったが、パーシヴァルの件については、アッシュも気になっていたところだった。

「こういうことは、やっぱりナヴィーに聞くのが一番だよな」

「そうね」

　アッシュの提案に、エーコはうなずいた。

「ねぇ、ナヴィー！　どうせまた、遣けん竜りゆう工こう房ぼうから覗のぞき見みしてるんでしょー？　パーシヴァルがどういうドラゴンなのか、そろそろ説明してくれてもいいんじゃないの？」

　天井に向けて、エーコは声を張りあげた。

　普段なら、すぐに応答してくれるはずなのだが──しかし、いくら待っても、ナヴィーは姿を現してはくれなかった。念話すらよこさないのである。

「……おかしいわ。これだけ呼びかけても、返事がないなんて」

　エーコは小説本を置くと、椅子から腰を上げた。そして、アッシュのベッドにドサッと背中から倒れこむ。

「ちょっと遣けん竜りゆう工こう房ぼうを見てくるから──あたしの身体、ちゃんと見守っててよね」

「ああ、大丈夫だ」

　アッシュが力強くうなずくと、エーコは瞑目するのだった。
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　もう慣れたもので、エーコの幽体は瞬時に遣竜工房に到着した。

　竜族が聖騎甲アークをはじめ、様々な作品を生みだすための幻想空間。足もとには市松模様の床が広がり、宙には竜族が過去に造形した作品の数々が浮かんでいる。

　その中央で、絢けん爛らんたるロング・ドレスに身を包んだナヴィーは、いつも通り悠ゆう然ぜんと腰かけていた。

　別段、ナヴィーの身に異変が起きたわけではないようだ。

　エーコは安あん堵どすると同時に、「心配して損したわ……」とも思った。

　ただ、エーコが訪問したにもかかわらず、ナヴィーは心ここにあらずといった顔で、沈思黙考にふけっている。

「ちょっと、ナヴィー！　あたしが呼んでるのに、なんで返事しないのよ？」

　エーコが鋭く問いかけると、ナヴィーはようやく顔を上げた。

「あら、ごめんなさい。ちょっと考え事をしていたものだから……気づかなかったのよ」

「珍しいわね。あんたをそこまで悩ませる問題って、なんなのよ？」

　思い起こせば、エスパーダ聖庁での動乱が終わって以降、ナヴィーは妙に大人しかったような……と、エーコは今さらながら気づいた。

「──ありがとう、エーコ。あなたの顔を見たら、気持ちが固まったわ」

　ナヴィーらしくもない言葉に、エーコは目をぱちくりさせた。

「しばらくの間、あなたたちとは別行動をとるから」

「……は？　なにいってんのよ？」

　エーコはぽかんとして、ナヴィーの顔をまじまじと見つめた。

　ナヴィーは普段、遣竜工房を拠点としている。その気になれば、いつでもアッシュたちの前に姿を現せるし、念話による意思疎通だって可能だ。

　つまり、ナヴィーは常にアッシュたちと行動を共にしているし、常に別行動をとっているとも解釈できる。わざわざ「別行動をとる」などと断る意味が、エーコには理解できなかった。

「ちょっとね、気になることがあるの。アッシュには、あなたのほうからよろしく伝えてくれると助かるわ。しばらく音信不通になるけれど──ふふっ。今のあなたなら、なにも心配は要らないわね」

「ちょっと！　あんた、本気なの!?」

　エーコが狼ろう狽ばいしている間にも、ナヴィーの姿はきらきらと輝く粒子に変換されて──ついには霧む散さんした。

「うそでしょ!?　ほんとに……あたしたちとは別行動をとる気なの!?」

　エーコは啞あ然ぜんとして、その場に立ち尽くすのだった。
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「今のエーコさんって、魂が抜けてるような状態なんでしょうか？」

　リンダはしきりにエーコの顔を覗のぞきこんでいる。

　エーコは仰あお向むけに横たわったまま、微動だにしない。エーコの幽体が遣けん竜りゆう工こう房ぼうに飛び立ってから、既に五分ほどが経過していた。

「まあ、そんな感じだと思う」

　アッシュが答えた矢先、エーコはぱちりと目蓋を開いた。

「ナヴィーには会えたか？」

　アッシュが訊たずねると、エーコはむくりと身を起こし、「むぅ」と唸うなった。

「一応、会えることは会えたんだけど……しばらくの間、あたしたちとは別行動をとりたいとかいって、いきなり消えちゃったの」

「どういうことだ？」

「あたしだって、解わかんないわよ。それほど切羽詰まってるようには見えなかったけど」

「う～ん。そもそも、ナヴィーは竜種の記憶ドラグワースを司つかさどる人格なわけで、これまではエーコのサポート役に徹していたよな」

「そうよ。それこそが、ナヴィーの使命なんだし」

「にもかかわらず、ナヴィーは単独行動を始めた……。もしかしたら、世界がこんな状況に陥おちいった今、ナヴィーにもなにか思うところがあったのかもしれないな」

「そうね。あたしが遣竜工房を訪れたとき、なにか考え事にふけっているようだったし」

「まあ、ナヴィーがなにを考えているにせよ、俺はナヴィーを信じるよ。ナヴィーは俺たちのためを思って、あえて行動を起こしたんだってな」

　アッシュは確信をもって断言すると、窓のほうに視線を巡らした。

　空は相変わらず灰色で、春雨が絶え間なく降り続いている。

　──この世界のどこかで、ナヴィーも空を見上げているのだろうか？　その空は、何色をしているのだろう？

　旅立ったナヴィーの目的地が、こんな雨模様ではなく、光に満ちた場所であることを、アッシュは願うのだった。
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　夕刻。ようやく雨が上がり、雲の隙間から夕ゆう陽ひが射さしこむようになった頃──もうすぐ面会時間も終わりだというのに、病室の扉がノックされた。

「ちゃんと大人しくしていたか、アッシュ？」

　シルヴィアを筆頭に、アヴァロン聖竜皇騎士団の仲間たちが入室してくる。ベッドを二台も置いている個室は、あっという間に満杯となった。

「……!?」

　ずっとリンダのベッドで丸くなり、寝息をたてていたパーシヴァルは、皆の熱気を肌で感じたのだろう。驚いたように身を起こすと、リンダの膝に移動した。

「ご覧になって、アッシュ様！　わたくしも、ついに竜騎士ドラグナーですわ！」

「いや～。正直、こんな日が来るなんて夢にも思ってなかったぜ。正直、自分が竜騎士ドラグナーになれるだなんて、思ってもいなかったしな」

　真っ先に駆け寄ってきたのは、ジェシカとレイモンだった。ふたりとも、ぴかぴかの銀時計──竜騎士ドラグナーの証あかしを誇ほこらしげに掲げている。

「おめでとう！　叙じよ任にん式しきに参列できなくて、本当にごめんな……」

「気にすんなって。お前は怪け我がの治療に専念していればいいんだよ」

「そうですわ、アッシュ様。早く復活して、この〈宝瓶の美姫アクエリアン・ヴイーナス〉に立派な子宝を授けてやってくださいな！」

　ジェシカの口から突拍子もない言葉が飛びだしたので、

「えっと、アクエリアン……？」

　アッシュは目を点にした。

「わたくしの二つ名ですわ、アッシュ様！」

　ジェシカは瞳をきらきらと輝かせている。

「へえ、格かつ好こういいな。なるほど、リアンノンが水竜出身だから、〝宝瓶のアクエリアン〟ってわけか」

　アッシュは感心した。

「ひょっとして、騎士王パラデインオズワルドが考えてくれたのか？」

　レベッカやシルヴィアやルッカには、学院生たちの間で自然と広まった二つ名がある。

　対照的に、これまでジェシカに二つ名はなかった。騎士王パラデインオズワルドにしては、粋な計らいをするなあ……とアッシュが感心したのも束つかの間ま、

「いいえ、一晩かけて自分で考えましたわ！」

　ジェシカはグッと拳を握りしめると、堂々と宣言したのだった。

「自作か！」

　ジェシカらしいなあ……と、アッシュは苦笑を漏もらした。

「まったく。今朝からジェシカは〈宝瓶の美姫アクエリアン・ヴイーナス〉を定着させようと、妙に必死なんだ。せめてアッシュ、君だけでもそう呼んでやってくれ……」

　レベッカが溜ため息いき交じりに告げると、アッシュの肩にぽんと手を置いた。

　その様子を見て、皆は笑みを誘われた。当のジェシカだけは、「んもう！　徹夜で考えましたのに！」と、釈然としない様子だったが──。




「ところで、アッシュ？　わたくしのほうから、話があるわ」

　病室の雰囲気が和んだ頃、ミラベルが切りだした。

「なんでしょう？」

「そろそろ選せん抜ばつ合宿の時期だということ、覚えているかしら？」

「あっ！　そうか、双子宮ジエミニの月といえば……すっかり忘れてました!!」

　アッシュは叫んでいた。

「……これじゃあ生徒会長失格ですね」

　意気消沈するアッシュ。

「仕方ないわよ。まさか、大陸会議エリユシオンがあんなことになるなんて、思ってもいなかったわけだし。わたくしだって、つい先日、学院理事会からの手紙を受け取って初めて、思いだしたくらいだもの」

　ミラベルも珍しく、ばつの悪そうな顔をしている。

「気にするな、アッシュ。こんな状況では、選抜合宿どころではないだろう」

　と、ミラベルの脇から、シルヴィアが慰めの言葉をかけてくれた。

「それは違うわよ、シルヴィア。下手に中止したりしたら、生徒たちを動どう揺ようさせることになるわ」

「そ、それは確かに……そうかもしれませんが」

　シルヴィアはハッとした。

「もちろん、それだけじゃないわよ。アンサリヴァン騎竜学院の選抜合宿はね、開校以来五百年にわたり、一度も中止したことがないの」

「ほ、本当ですか!?」

「恥ずかしながら、それは初耳でした……」

　アッシュもシルヴィアも瞠どう目もくした。

　皆も五百年という重みを嚙かみしめるように、真しん剣けんな表情を浮かべている。

「これほど重要な伝統行事を、たかが〈デミウルゴス〉なんかのせいで中止にしてしまうのは、悔しいと思わない？」

「もちろんです、姉上！」

　今やシルヴィアの瞳には、闘とう志しの炎が燃えていた。

「それと、もうひとつ。アヴァロン聖竜皇騎士団を結成したとはいえ、あなたたちはまだ学生なのよ。もはや〈デミウルゴス〉の件は国際問題……いずれあなたたちの力が必要になる日は来ると思うけど、それまでは大人たちに任せるべきね」

「さすがは姉上です。そこまで考えておられたとは、敬けい服ふくしました」

　シルヴィアは、ミラベルに対する尊敬の念を深めたようだ。

「ただ、去年まで利用していた宿泊施設は、今も再建工事中と聞いています。合宿参加者の宿泊施設をどうするかが、いちばんの問題ですね」

　冷静な意見を述べたのは、マックスだった。

　去年まで利用していた宿泊施設と聞いて、アッシュは感かん慨がい深ぶかい気持ちになった。

　──アロンヌ湖こ畔はん。ウィリンガム霊れい廟びよう。ルッカの騎乗を拒絶していたガウェイン。ミルガウスの襲しゆう撃げき。そして、ルッカとの間に芽生えた絆きずな。

　ふと、壁際で大人しく控えていたルッカと、目が合った。

「…………」

　その途と端たん、ルッカはピンと尖とがった耳を桃色に染めた。どうやら、ルッカもアッシュと同じことを思いだしていたようだ。

「その件についてだけれど──今年の合宿は、ウェントワースで執とり行う予定よ」

　と、ミラベルが聞き慣れない単語を口にしたので、アッシュは怪け訝げんに思った。

「すみません……初めて聞く地名です」

「ゼノグラヴィア山脈の麓ふもとにある、騎士国領では最西端に位置する街よ。国境を監視するための砦とりでを中心に栄えた街で、新米の騎竜兵を訓練するための演習場や宿舎もあるから、選せん抜ばつ合宿にはうってつけというわけ」

「なるほど、いい感じですね」

「そして、これが選抜された学院生の名簿よ」

　ミラベルから手渡された名簿には、五十名の選抜者の氏名がずらりと並んでいた。

　生徒会からは、アッシュ、シルヴィア、マックス、ルッカ、ジェシカ。

　さらには追加選抜者として、レイモンの名前もあった。晴れて竜騎士ドラグナーとなった功こう績せきが認められたのだろう。

「ふっふっふ！　俺もついに選せん抜ばつ者だぜ！」

　レイモンは得意満面である。

「えっと、あたしも学生食堂〈ラ・テーヌ〉から派遣される食事係として、参加することになると思う。去年は、ミルガウス様の部下として潜入したわけだけど……」

　と、アーニャがおずおずと口を開いた。

「ああ、解わかってる。昔のことは、なにも気にする必要はないさ」

「ありがとう、アッシュ」

　アーニャはほんのりと頰ほおを染めながら、微笑ほほえんだ。

「はぁ……さすがにパーシヴァルが生まれただけでは、選抜されませんよね……」

　と、まるで自分を場違いな存在だと感じてしまったのか、リンダががっくりと肩を落とした。そんな飼い主を元気づけようと思ったのか、パーシヴァルがペロペロとリンダの頰を舐なめ始める。

「はわっ!?　ちょっと、パーシヴァル？　くすぐったいですぅ……！」

　まだ幼竜にもかかわらず、実は空気が読めるドラゴンなのかもしれないな──と、アッシュは思った。

「問題なのは……やはり、アッシュの怪け我がだな。どう考えても、お前を参加させるわけにはいかんだろう」

　シルヴィアが真顔で告げたので、アッシュはハッと顔を上げた。

「うむ。アッシュはこの病院で療養を続けるべきだと、わたしも思う」

　レベッカも、シルヴィアと同意見だった。

　さりげなく一同の表情を窺うかがってみると──どうやら誰もが、アッシュは参加すべきでないと考えているのは明らかだった。

「ですが、生徒会長の俺が行かないというのは……締まらない気がします」

「アッシュ!?」

　エーコが憂うれい顔で呼びかけてくる。エーコがアッシュをいたく心配する気持ちは、もちろん伝わってきた。

「安心してくれ、エーコ。こんな身体で訓練を受けるつもりはないよ」

　アッシュはエーコの頭を撫なでると、改めてミラベルに向き直った。

「お願いします、ミラベルさん。訓練には出ませんが、せめて生徒会長として、同行する許可をもらえませんか？　考えてみれば、俺……これまで生徒会長らしいことって、あまり実行できていないんです」

　アッシュの真しん剣けんな思いが伝わったのか、ミラベルは表情を緩めた。

「……ふう。仕方がないわね」

「姉上!?」

　シルヴィアがびっくりした顔で、ミラベルの横顔を窺うかがう。

「あくまでも療養に徹し、たまに訓練を見学する程度なら……主治医の許可も下りるかもしれないわ」

「今や学院一の有名人となったアッシュに見守られているというだけでも、生徒たちのモチベーションは上がるだろう」

　ミラベルに続けて、レベッカも笑顔で賛さん同どうの意を示す。

「むしろレベッカさんが手取り足取り教えてくれたほうが、モチベーションは上がると思いますけど！」

　レイモンが意い気き揚よう々ようと挙手すると、

「ちょっとレイモンさん！　あんまり調子に乗っていると、ファナさんにいいつけますわよ？　つい最近、彼女と文通を始めたとかなんとか、得意げに自慢してましたわよね？」

「わわっ!?　おっ、俺が悪かったです……」

　レイモンが青ざめていると、ミラベルがこほんと咳せき払ばらいをした。

「そうそう、学院長としてレベッカに頼みがあるの。合宿中、あなたに客員教官を務めてもらいたいのだけど」

「つまりは、臨りん時じ雇こ用ようのゲスト……というわけですか？」

「ええ、そうよ」

「無論、断る理由はありません。慎んで、お引き受けしましょう」

　ミラベルの唐突な申し出に、レベッカは爽やかな笑顔で応じた。つい先ほど、レイモンが冗談半分で口にした要望が、なんと実現したわけである。

「それとアッシュの代わりとして、選せん抜ばつ学院生の代表は、副会長のシルヴィアに務めてもらうわ。異論はないわね？」

「当然です、姉上。皆の模も範はんとなれるよう、全力を尽くします」

　シルヴィアは真しん摯しな表情を浮かべると、うなずいた。




　かくして──今月下旬に予定されている選抜合宿に向けて、まずはアンサリヴァンに帰還すべく、アッシュたちは準備を始めるのだった。





"Turning Point ～A.S.B.1366.06～" is closed.








第四話　革命の聖女レヴォルヒルデの出陣









「このまま山を越えれば、騎士国領に出るはずだが……まだまだ先は長いな」

　鬱うつ蒼そうと生い茂る山林の中を進みつつ、ルクレツィアはつぶやいた。

　──革命派の追つい撃げきを逃れるため、このゼノグラヴィア山脈を越える。

　その悲願を胸に刻み、ルクレツィアが山に分け入ってから、およそ三週間が過ぎようとしていた。

　無論、ただ尻尾を巻いて逃げるつもりはない。いったんは亡命者となるが、必ずやアンネゲルトを倒し、帝都から革命派を一掃してみせる。

　そして自ら皇位に就き、善ぜん政せいを敷く──それこそが、ルクレツィアの決意だった。

「お前たちには、本当に感謝している」

　ルクレツィアは改めて、従者のリラと、その愛獣ムイシュキンに礼を述べた。

「お礼なんて、いらない」

　リラは無表情のまま応じ、ムイシュキンは「がおん！」と一声鳴いた。

　──リラとムイシュキンがいなければ、私はとっくに捕まっていたであろうな……。

　ルクレツィアを拘こう束そくすべく、今も山中では複数の部隊が捜索に当たっている。連中は、時に草木を焼き払い、時にタンタロス族の集落を襲しゆう撃げきしつつ、ルクレツィアの足取りを追っているのだ。

　幸いムイシュキンは鼻が利くので、機械油の臭いを漂わせた兵士たちが接近すると、たちまち反応する。おかげで無駄な戦闘を何度も回避できたことは、僥ぎよう倖こうといえた。

　だが、ルクレツィアの潜せん伏ぷく期間が長引けば長引くほど、タンタロス族が被こうむる被害は増える一方だ。

　──私が逃亡を続けているせいで、革命派の捜索部隊は村を焼いている……。私は山の民に、なんと詫わびればいいのだ……だが、ここで捕まってしまっては、詫びることすらできなくなってしまう。

　ルクレツィアが唇を嚙かみしめていると、

「ルクレ様。もーすぐ、お日さま、落ちる。この近く、洞どう窟くつある」

　リラが、途切れ途切れのゼファロス語で話しかけてきた。

　どうやら、今夜はそこで夜を明かすことになりそうだった。





　　　　◇






　リラが案内してくれた洞窟は、タンタロス族しか知らない秘境にあり、その入口は霧に覆われている。隠れて一夜を明かすには、持ってこいの場所といえた。

「この近く……村、ある。リラ、物資調達、行ってくる」

　と、リラが申し出たので、ルクレツィアはうなずいた。

「ああ、かたじけない」

　リラはムイシュキンの背に跨またがると、颯さつ爽そうと駆けだしていった。

　洞どう窟くつの奧おくにひとり、ぽつんと残されたルクレツィアは、

「村か……」

　ぼそりと、暗い声音でつぶやいた。

　リラに仲介を頼めば、村人たちは気兼ねなく、温かい食事とベッドを提供してくれるだろう。だが、それでは駄目なのだ。

　村にルクレツィアの足取りを残してしまったら、ただルクレツィアを匿かくまったというだけで、革命派から粛しゆく清せいを受ける可能性があった。

「それに、今の私には……この洞窟こそがふさわしい」

　ルクレツィアは魔ま剣けんを脇に置くと、ごろんと仰あお向むけに横たわった。両手を後頭部の下で重ねることで、枕の代わりとする。

　ゴツゴツとした地面の感触は背中に突き刺さるようで、宮きゆう廷ていのベッドとは比較にもならなかったが、それでも安心感を覚えた。この洞窟なら、雨風だって凌しのげる。

　ただそれだけのことが、今ではこんなにもありがたく思えてしまう。

　いつしか、ルクレツィアはうとうとと微睡まどろんでいた。





　　　　◇






　誰かの気配を感じて、ルクレツィアはハッと目を覚ました。

「う……すまぬ。眠ってしまったようだ」

　竜りゆう綺か華き晶しようを燃料源とする小型ランプが、洞窟内部をうっすらと照らしている。

　いつの間にか帰っていたリラは、ムイシュキンの身体に縛りつけていた荷物の数々を、地面に下ろしているところだった。

　普段のルクレツィアならば、睡眠中に誰かが接近すれば、即座に覚かく醒せいし、魔剣に手を伸ばすはずだ。

　やはり、疲労が蓄ちく積せきしているのだろう。洞窟の中で一息ついた途と端たん、泥のような眠りに落ちた挙げ句、リラが帰ってきても即座に覚醒できなかったのだから……。

「リラ、村に行ってきた」

　リラはすべての荷物を下ろすと、村での出来事を話してくれた。

「村長、とても好いい人。たくさんの援えん助じよ物ぶつ資し、与えてくれた」

「そうか……」

　ルクレツィアは胸を熱くした。

　既に複数の村落が、革命派の追っ手に壊かい滅めつさせられてしまった。

　タンタロス人が、戦乱の元凶であるルクレツィアを恨んだとしても、仕方がないというのに……それでも、タンタロス族は援助の手を差しのべてくれた。

　──たとえ泥水をすすってでも、私は生き延びねばならん。そして、革命派から帝国を取り戻すのだ！　山の民から受けた、この恩を返すためにもな……！

　ルクレツィアが決意を新たにしていると、スパイシーな匂いが鼻先をかすめた。

「おお……実に美う味まそうではないか」

　いつの間にか、目の前にはジャカード織の布が敷かれ、大皿が並んでいた。保ほ温おん容よう器きに詰めてあった料理を、リラが皿に盛ってくれたのだ。

　ほかほかと湯気がたち、家庭料理ならではの温かみを感じさせた。

　長らく保存食ばかり食べていたルクレツィアは、感動のあまり涙を浮かべた。感謝の気持ちをこめて手を合わせると、食事を始める。

　まずは熱々の窯焼きパンナンを手づかみにすると、カレーによく似た鶏の煮込みチキンコルマに浸す。そして、一気に頰ほお張ばった。

「美味い！　美味いぞ！」

　ルクレツィアは喝かつ采さいをあげた。

　ぴりりと香こう辛しん料りようの利いたスープと、ナンのもっちりとした生地は相性抜群。何時間も煮こまれたのだろう鶏とり肉にくも、口の中で蕩とろけるかのようだった。

　次にルクレツィアが選んだのは、パラウだった。

「おお、これはまた……！」

　香辛料とバターの香りが匂い立つ米料理である。その印象はピラフに近い。鶏肉や野菜、干しぶどう、ピーナツなどが一緒に炊きこまれていて、辛からさと甘さが調和している。

　そして、今にも肉汁が滴り落ちそうな串焼きカバーブときたら、絶品の一言に尽きた。右手に牛肉の串を、左手に羊肉の串を持ち、交互にかぶりつく。

　宮きゆう廷ていでは絶対にできないような食べ方だが、この豪ごう快かいなカバーブを前にしたら、自然とこのようなスタイルになってしまったのだ。

　最後にデザートとして、羊の乳を原料とする保存用ヨーグルトクルトを味わった。

「ふう。こんなに美味い食事は、久しぶりだったな」

　さすがに食べすぎたか……と少しばかり反省しつつ、ルクレツィアはぽんぽんに膨らんだお腹なかを両手で撫なでた。

　と、そこでようやく、リラとムイシュキンの視線に気づいた。

「どうした、お前たち？　さっきから、なにも食べておらぬではないか」

「ルクレ様の食べっぷり、すごくて……」

　リラに同意するように、ムイシュキンも「うぉん」と一声鳴いた。

「そ、そうか？」

　今さらながら、ルクレツィアは頰ほおを染めた。どうやら、自分は本能の赴くままに食べて食べて食べまくった結果、リラを圧倒させてしまったようだ。いや、リラだけならまだしも、魔ま獣じゆうのムイシュキンまで……。

「ほら。リラもムイシュキンも、冷めぬうちに食べておけ」

「了解」

　リラもようやく料理に手を伸ばすと、ルクレツィアに負けず劣おとらず、パクパクと頰ほお張ばり始める。タンタロスの戦士らしい、気持ちの良い食べっぷりだった。

「がうぅん……！」

　ムイシュキンのほうは串焼きカバーブに御ご執しゆう心しんのようで、リラが串から肉を抜き取ってやると、美う味まそうにかぶりついた。

「温かいご飯とは、実に良いものだな。まるで生き返ったようだ」

　リラとムイシュキンの様子を眺めつつ、ルクレツィアは感謝の念を深めるのだった。




　食事のあと、リラとムイシュキンは偵察のため、夜や陰いんに紛れこんだ。

「ふうむ……」

　洞どう窟くつに残ったルクレツィアは、ランプの灯あかりを頼りに、この近辺の地図を睨にらみ続けている。このまま山道に沿って進めば、自然とゼノグラヴィア山脈の裏側に出る。つまり、騎士国側へ下りることができるのだ。

　だが、まだまだ山道は険けわしく、目的地は遠い。このペースだと、なんのトラブルに見舞われなかったとしても、あと十日はかかるだろう……。

　それに、敵部隊に遭そう遇ぐうする可能性を考えると、地図に載っているような山道をバカ正直に利用し続けるのは、危険だとも思えた。

　時には迂う回かいもしつつ、少しずつ騎士国領を目指すしかないだろう。

「うむ。焦りは禁物だな」

　自分を戒めるように、ルクレツィアは独り言を漏もらした。

「ロートレアモン騎士国、か……」

　そのとき、ルクレツィアの脳裏に浮かんだのは、第四王女シルヴィアの凛りんとした表情だった。

　先日のエスパーダ動乱において、ルクレツィアはシルヴィアと共きよう闘とうする機会があった。

　さすがは次期騎士王パラデインと見なされているだけあって、芯の強い少女だと思った。

　現実的に考えれば、いきなり帝国の第五皇女を名のる女が騎士国領に飛びこんだところで、すぐに取り次いでもらえるとは思えない。最悪、身分詐称や密入国の罪で拘こう束そくされる可能性もある。やはり、シルヴィアに面会を申しこむのが最さい善ぜんの手だろう──と、ルクレツィアは思う。

　もっとも、当のシルヴィアが騎士国に帰還していればよいのだが……もしかすると、まだシェブロン王国に滞在している可能性もある。

「……いや、いちいち心配しても仕方あるまい。まずは騎士国に亡命する。すべてはそれからだ。見ていろよ、アンネゲルト。この私が生きている限り、お前は決して枕を高くして眠ることはできんのだ！」

　ルクレツィアが勇ましく宣言したそのとき、

「ただいま、ルクレ様」

　リラとムイシュキンが偵察任務から戻ってきた。

「おお、ご苦労だったな」

　快かい活かつに声をかけたルクレツィアとは対照的に、リラの表情は硬かたかった。

　ムイシュキンも、どういうわけか警けい戒かい心しんをあらわにしている。

「なにかあったのか？」

　ルクレツィアは即座に察すると、魔ま剣けんの柄を握りしめた。

「帝国方面から……艦かん隊たい、来た」

「なんだと!?」

　ルクレツィアは洞どう窟くつを飛びだすと、見晴らしの良い場所まで出た。

　そして、帝国方面を眺めやる。

　頭上に広がる、満天の星空。その彼方かなたに、チカチカと不自然に輝く、紅あかい前照灯がいくつも見えた。

「ルクレ様。これ、使って」

　と、ルクレツィアに追いついたリラが、軍用の魔導式双眼鏡を渡してくれた。

　旧式だが、並みの双眼鏡とは比較にならないズーム機能が搭載されている。その昔、帝国軍の兵士が山に残していった機材のひとつだろう。

「……あれは！」

　ずしりと重たい双眼鏡が捉えたのは──小型の魔ま導どう艦かんが一隻せきと、軍ぐん用よう航こう空くう艦かんが二隻。そして、五隻の輸ゆ送そう航こう空くう艇ていから成る艦隊だった。

　明らかに、こちらを目指して飛行している。

　しかも、中央の艦かん影えいを最大限に拡大させた結果、ひとつの事実が判明した。

「あの魔導艦は、私が皇帝陛下より賜った……ロスヴァイセではないか！」

　そう──帝国製の艦としては珍しい、その優美なシルエットは、ルクレツィアが運用していたロスヴァイセだった。

　革命派の襲しゆう撃げきを受けたとき、まだドック入りしていたため、残していかざるを得なかった艦を、革命派は我が物としたのだ。

　強奪されたこと以上に、愛艦ロスヴァイセが革命派の旗を掲げている事実が、ルクレツィアの神経を苛立たせる。しかし、次の瞬間には、そうした苛立ちすら吹き飛ぶほどの現実を、ルクレツィアは否応なく突きつけられていた。

「むっ？　いや、ちょっと待て……なんだ、あの機体は!?」

　いつしか、ルクレツィアは額に脂汗を浮かべている。

　艦かん隊たいの最後尾──夜や陰いんに紛れていた飛行物体の存在に、ようやく気づいたのだ。

　あの聖竜皇エーコも現実離れした巨大さを誇ほこっていたが、負けず劣おとらず巨おおきな機体だった。あまりに巨大すぎて、その前方の艦隊に気を取られていたルクレツィアは、すぐには気づけなかったのだ。

「あれは、まさか……！」

　頭のまともな技師ならば、たとえなにかの拍子に思いついたとしても、あんな兵器を実際に組み立てようとは思わないだろう。

　常識的に考えれば、あそこまで巨大な構造物を動かすのは、不可能なはずだ。あれほどの機体を開発・製造する技術は、帝国軍の研究所すら保有していないと断言できる。

　ましてや、あれはドラゴンの形をしているのだ。

　──ブリュンヒルデと名づけられた、超大型の装甲機竜マシーネンドラツヘ。

　今や帝国内では、〈革命の聖女レヴオルヒルデ〉ことアンネゲルトの専用機として、あまりにも有名な機体だった。

「ちっ。ブリュンヒルデが随ずい行こうしているということは、アンネゲルト本人が出張ってきたと見て、間違いあるまい……」

　双眼鏡を握りしめている両手が、わなわなと震えを帯びる。

「ルクレ様！　あれ……！」

　と、ルクレツィアの背後に控えていたリラが、驚きよう愕がくの声を漏もらした。ブリュンヒルデの存在以上に、なにを驚くことがあるというのだ……と思ったのも束つかの間ま、

「なっ！」

　ルクレツィアも絶ぜつ句くした。

　ロスヴァイセの周囲を飛行していた五隻せきの輸ゆ送そう航こう空くう艇ていから、次々と小型のなにかが降下を始めたのである。

　ルクレツィアは双眼鏡のレンズを食い入るように見つめた。

　続々と降下を始めた物体の数々とは──聖都エスパーダでも煮え湯を飲まされた、地竜アーシア型の機竜だった。その背には、もちろん操そう縦じゆう兵へいが着座している。

　ある程度まで自由落下すると、各機竜兵はパラシュートを展開した。

「機竜兵で構成された、空くう挺てい部ぶ隊たいだと!?」

　ざっと見て、百機はいるだろうか。

「まさか……あれだけの兵力を山狩りに投入する気か!?　正気の沙汰とは思えん！」

「ルクレ様。早く、出発する！　このままじゃ、すぐ追いつかれる！」

「だが……本当に、それでいいのか？　このまま私が逃げ続けていたら……最悪、タンタロス族は根ね絶だやしにされてしまうかもしれん。革命派の先せん遣けん隊たいは、既にいくつかの村を滅ぼしている。その先遣隊の百倍以上……いや、あの機竜の火力や機動力を考慮すれば、数百倍にも匹敵する戦力が、このゼノグラヴィア山脈に投下されたのだ……」

　ルクレツィアが煩はん悶もんしている間にも、機竜兵は次々と降下を続けている。

　その瞬間、ルクレツィアは決断した。

「リラ。これより作戦を変更する」

「ルクレ様!?」

　戸惑うリラの前で、ルクレツィアは左右の髪飾りを外した。





　　　　◇






　──魔ま導どう艦かんロスヴァイセの指揮所ブリツジ。

「アンネゲルト様！　総勢百機の機竜兵団、無事に降下完了しました。現時刻をもって、山狩りを開始します！」

　甲かん板ぱん士官の報告を受け、

「うむ」

　艦長席にゆったりと腰を落ち着けたアンネゲルトは、鷹おう揚ようにうなずいた。

　右手には冥めい槍そうグングニルを握りしめており、時折、艦かん隊たいの最後尾に随ずい行こうしているブリュンヒルデを遠えん隔かく操そう作さしている。

　ぐるりとブリッジ内部を見わたすと、詰めている甲板士官は皆、〈デミウルゴス〉から派遣された構成員ばかりであった。

　──数年前のことだ。

　風の噂うわさで、姉のルクレツィアがロスヴァイセを皇帝から賜ったと知ったとき、アンネゲルトは嫉妬のあまり気が狂いそうになった。

　だが、ついにロスヴァイセはアンネゲルトの手に落ちた。

「くふふっ。なんとも居心地のよい艦だな。滑こつ稽けいだったのは、ルクレツィアの私室だ。あの女め、ただの筋肉バカかと思っていたら、意外と可愛かわいいところもあるではないか」

　年頃の乙女が好みそうな内装や、ソファに置かれたクマのぬいぐるみを思いだすと、アンネゲルトは笑いを禁じ得ない。

　ようやく忍び笑いを収めると、アンネゲルトは自分の脇に副官として立っている少女に目を向けた。

　その小柄な肢し体たいにまとっているのは、タンタロス族の民族衣装だ。肌の露ろ出しゆつ度どがとても高く、健康的な褐かつ色しよく肌のあちこちが、あらわとなっている。

　もっとも、彼女は見た目こそ少女だが、実際は成人女性であることを、アンネゲルトは知っている。

「気分はどうだ？」

「……悪くはありません、ご主人様」

　無表情に応じたのは──あの〝断罪のアヴドーチャ〟だった。

　エスパーダ動乱の渦か中ちゆう、為なす術すべもなく拉ら致ちされたアヴドーチャは、瀕ひん死しの重傷を負っていた。それが噓うそのように完治しているのは、〈デミウルゴス〉が鹵ろ獲かくした魔ま導どう艦かんエスカヴァロンに、医療装置ユノネスが積せき載さいされていたからだ。

　その後、盟主サヴォナローラの命令で、アヴドーチャには特別な処置が施された。

　その結果が今、アヴドーチャの双そう眸ぼうに現れている。

　まるで、白目と黒目が反転しているかのように見えるのだ。

　今やアヴドーチャは、完全に〈デミウルゴス〉の走そう狗くと化していた。

　アンネゲルト自身、あの有能な女戦士が呆あつ気けなく洗脳されてしまうとは、完全に予想外であった。

　アヴドーチャに施された処置とは──魔薬〈エキドナ〉の投与。

　その物ぶつ騒そうな薬を調合したのは、キーラ・ブラヴァ・ヘンリクセンであった。

　元々はエクブラッド人だったらしいが、とある事件がきっかけで暗あん黒こく面に堕おち、ダークエルフと化した少女……ある意味、アンネゲルト以上に業の深い少女かもしれない。

　魔薬の調合には〝生きた人間〟が大量に必要となるのだが、〈デミウルゴス〉の庇ひ護ごを受けるようになったキーラにとって、人体の調達などは、もはや障害ではなかった。

　──聖都エスパーダでの作戦が終了したあと、キーラはボロディンの後任として、まんまと〈七翼将〉の座を手に入れたと聞いている。増長しないよう、注意しておいたほうがよいかもしれんな。

　アンネゲルトは若干の脅きよう威いを覚えつつ、キーラの陰いん鬱うつそうな表情を思い浮かべた。

　──それにしても……確かキーラの説明では、アヴドーチャは〈七翼将〉の命令であれば、絶対服従するようになったというが……果たして、本当であろうか？

　次の瞬間、アンネゲルトは、童女が新しい遊びを思いついたような顔をした。

　──そうだ。念のため、どこまでの命令なら服従するのか、作戦開始の前に確かめておくとしよう！

「アヴドーチャよ。跪ひざまずいて、妾わらわの足に接せつ吻ぷんをしろ」

　その途と端たん、アヴドーチャはアンネゲルトをまじまじと見つめた。

　──さすがに、この命令には無理があったか？

　アンネゲルトが若干の不安を覚えた矢先、

「御ぎよ意い」

　アヴドーチャは命じられたままに動いた。文字通り跪ひざまずくと、アンネゲルトの片足を恭うやうやしく両手で包むようにする。そして、爪先に口付けをしたのだ。

「おお……！」

　ゾクゾクッ……と、背徳的ともいえる快感が、アンネゲルトの背筋を駆け抜けた。と同時に素晴らしいアイデアを思いつき、歓喜のあまりガタッと立ち上がる。

「ルクレツィアよ！　いっそ貴様も、魔薬漬けにしてくれようぞ！」

　アヴドーチャ用として支給された魔薬〈エキドナ〉のストックなら、まだ残っている。それをルクレツィアに投与すれば、どうなるか──。

「たとえ〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉といえども、魔薬の力には抗あらがえまい。自由意志を奪うばわれて、妾わらわの命令に唯々諾々と従うだけの傀く儡ぐつと化す。最初は、このアンネゲルトの専属奴隷として、ボロ雑巾になるまでこき使ってやろう！　そして──」

　アンネゲルトの妄想は、ますます加速する。

「妾に対する忠誠心が最さい高こう潮ちように達したら、今度は容赦なく路ろ傍ぼうに打ち捨ててやる！　貴様の肉体を、全国民の共有財産に指定するのだ！　あの〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉が、国民に奉ほう仕しするだけの奴隷となる……くくっ！　断だん頭とう台だいのほうが、よっぽどマシであろうな！」

　アンネゲルトは熱い吐息を漏もらしつつ、アヴドーチャに視線を戻した。

「では、これより貴様も出陣するがよい。解わかっていると思うが、貴様の戦術目標はルクレツィアの身柄を確保すること。決して殺すでないぞ？」

「御意」

「タンタロス族なれば、山岳戦は真骨こつ頂ちようであろう。部下は何人要る？」

「不要です。山をろくに知らぬ兵士など、足手まといでしかありません」

「ならば、単独で行動するがよい。そうだ……貴様にコードネームを授けてやる」

　アンネゲルトは思案したのち、思いついた単語を口にした。

「ベルーダ──旧ふるい神話に登場する、邪竜の名だ。どうだ？」

「ありがたき、幸せ」

　かつては〝断罪のアヴドーチャ〟と呼ばれ、反体制活動家として数々の破壊工作に携わった女戦士は、新たな名を得て、ブリッジを颯さつ爽そうと立ち去った。





"Echidna ～A.S.B.1366.06～" is closed.








第五話　山麓都市ウェントワース









　──双子宮ジエミニの月、第二十一日。

　晴れて選せん抜ばつされた学院生たちは、夜明けとともに学院都市アンサリヴァンを発たった。

　今年も出発時刻が近づくと、多くの市民がメイン・ストリートに詰めかけて、選抜生を見送ってくれた。

　合宿地へと至るルートは、陸路・水路・空路──各自の相パ棒ルの特性に合わせて、それぞれ用意されている。

　シルヴィア、マックス、ルッカ、ジェシカ、そしてレイモンも、騎竜学院の伝統に従って、他の選抜生と一緒に出発した。

　引率を担当する教官たちの中には、聖竜マエストロクー・フリンを駆るレベッカの姿もあった。

　そんな華々しい光景を見上げつつ、アンサリヴァン市民は世間話に花を咲かせている。

「今年もクー・フリンを拝めるとは、思いもよらなかったなあ」

「レベッカ・ランドールは、なんでも客員教官に任命されたらしいぞ。あの女帝様に手取り足取り教えてもらえるとか……うらやましいよな」

「シルヴィア殿下も、去年までは危なっかしい一面が感じられたが、ご立派に成長されたものだ」

「俺は断然、ルッカ・サーリネンを推す！　見ろよ、まるで妖精じゃないか！」

「新たな竜騎士ドラグナーは二人か。ジェシカ・ヴァレンタインはともかく、レイモン・カークランドなんて名前は初めて聞くぞ？」

「ところで、肝心の生徒会長はどうしたのかしら？　影も形も見あたらないんだけど」

「アッシュ・ブレイクといえば、ほら、大陸会議エリユシオンに参加して……」

「ああ……身を挺ていして、聖都エスパーダの動乱を食い止めたんだったな。その結果、重傷を負ったとも聞いている。今も療養中じゃないか？」

「う～む。生徒会長が不在というのは、画が竜りよう点てん睛せいを欠くというか……残念じゃなあ」

「まるで、今年もレベッカ・ランドールが生徒会長みたいですねぇ」

「おい、見ろっ！　あれはまさか……!?」

　そのとき、誰かが驚きよう愕がくの声をあげて、朝焼けの空を指さした。

　騎竜学院の上空に、一体の巨竜が顕現したのである。

　その体たい軀くときたら規格外で、もはや聖竜マエストロという範はん疇ちゆうすら凌りよう駕がしている。

　頭部には三本の立派な角。天使のごとく壮麗な翼は、絶えず魔力の光に包まれていて、まるで後光のようだ。

　さらに驚くべきは、そのドラゴンが絢けん爛らんたる鎧よろいを装着していることだった。

　金色の朝陽を浴びた各種装甲は、きらきらと輝いている。まるでドラゴンのために創つ成くられた聖騎甲アークのようだった。

　いつしか市民は、神の降臨に立ち会ってしまったかのように、圧倒されている。

　巨竜──もちろんエーコの頭部には、噂うわさの的となっていた少年が騎乗していた。

「おおっ、生徒会長だ！　アッシュ・ブレイクだぞ！」

「ということは、あのドラゴンは聖竜皇エーコか！」

　遠目の利く者や、事情通の者たちが口々に叫ぶ。

　その情報は、たちまち周囲に拡散した。

　都市を揺るがさんばかりの大歓声が湧き起こるのに、さほど時間は要さなかった。

　熱狂する市民たちに見送られつつ──

　エーコは悠ゆう然ぜんと、気品すら漂わせながら飛び立った。




「ふぅ……なんとか乗り切ったな」

　遠ざかる学院都市がミニチュアと化した頃、アッシュは尻餅をついた。ずっと直立騎乗していたのだが、瘦せ我慢も限界に達したというわけだ。

　久しぶりに着用した、学院指定の騎竜服ドラグスーツ。その下は、相変わらず包帯だらけだった。

『まったく、市民を喜ばせるためだけに無む茶ちやをして……』

　と、ゆったりと飛行を続けながら、エーコが念話をよこしてきた。

「はは……でも、みんな喜んでくれたみたいだし、これで良かったと思う」

　アッシュは苦笑を漏もらす。

　実は、アッシュがエーコに騎乗して「出発」すると決めたとき、周囲からは猛もう反はん対たいを受けたのである。

「やっぱり生徒会長が不在ってのは、残念な感じが漂うしな。市民が選せん抜ばつ合宿生を見送るのってさ、実は伝統行事のひとつなんだよ」

『そうみたいね。「生徒会長がいないのは残念だ」とか「今年もレベッカが生徒会長みたいだ」とか……好き勝手に文句を垂れてた連中も、手のひらを返したように大喜びしてたっけ』

「へっ？　もしかして、あの距離で……ひとりひとりの会話が聞こえてたのか？」

　アッシュは舌を巻いた。

『ふふ～ん。聖竜鎧アルマダを装備するとね、感覚器官の能力だって増ぞう幅ふくできるのよ。あっ、デュランダルが見えたわ！』

　エーコのいう通り、だだっ広い草原の彼方かなた──街道からかなり離れた地点に、魔導艇デュランダルがひっそりと待機していた。

　事前に打ち合わせていた通り、アッシュとエーコを回収するため、そこに着陸していたのだった。

　甲かん板ぱんでは、ミラベルとユニス、操縦者のアーニャ、バジリスクのクー、そして座学を担当する教官たちが、アッシュに向けて手を振っていた。

　そして、もうひとり──。

「……ん？」

　アッシュは怪け訝げんに思って、眉をひそめた。

『ちょっと、どういうことなの……？』

　エーコも戸惑った様子で、魔導艇を眺めている。

「兄さ～ん！　介護なら任せてくださ～い！」

　そう、甲板にはリンダの姿もあったのだ。先日、晴れて誕生したパーシヴァルも一緒である。またしても、あの困った妹はこっそりと忍びこんでいたのである。

「油断した……」

　アッシュは天を仰いで嘆たん息そくするのだった。





　　　　◇






　──山さん麓ろく都市ウェントワース。

　ロートレアモン騎士国の西端、ゼノグラヴィア山脈に面した街である。

　元々は国境守備隊の砦とりでが建っていただけなのだが、かれこれ数百年の間に、人が集まるようになった。

　今では、商業と農業が盛んな中堅都市として栄えている。

　そして市外には、国境守備隊が擁ようする演習場があった。

　宿舎や竜舎、各種式典用の礼れい拝はい堂どう、そして各種訓練施設も完備している。

　騎竜学院の選せん抜ばつ生は、今日から一週間にわたり、この演習場で特訓を受けるのだ。

　──午後二時ジャスト。

　礼拝堂の祭壇前には、騎竜学院の選抜生が整列していた。

　誰もが半袖仕様の夏服を端正に着こなしている。

　一方、選抜されながらも、怪け我がのせいで訓練を受けられないアッシュは、式典を遠巻きに見守りながら、車椅子に身体を委ゆだねていた。

　そんなアッシュに寄り添うように、エーコとリンダの姿もある。

「まったく、リンダったら。商工都市連合ラブロツクのときに続いて、またしても……」

　エーコがぼそりと小言を漏もらすと、

「兄の介護は妹の務めですよ、エーコさん。今回は、ちゃんと学院に休暇届も提出しましたし、なにも問題はありません！」

　えっへん、と胸を張るリンダだった。

　壇上では、まずは学院長のミラベルが簡単な挨拶を述べた。続いて、アッシュの代わりに生徒代表を務めるシルヴィアが、勇ましく選手宣せん誓せいをした。

　騎士国の第三王女と第四王女が登とう壇だんするということで、いつしか演習場の周囲には、ウェントワース市民や国境守備隊の兵士たちが集まり、ワイワイと騒いでいる。この辺境において、王族を実際に見る機会など滅めつ多たにないのだろう。

「それでは、次に──怪け我がのため訓練には参加できないが、生徒会長のアッシュ・ブレイク！　一言で構わないので、挨拶を頼む」

　と、司会進行役を務めていたレベッカが、いきなりアッシュを指名した。

「えっ!?　聞いてないですよ？」

「このくらい予想の範囲内だろう？　さあ、こっちに来たまえ。皆が待っている」

　悪戯いたずらっぽく微笑ほほえむレベッカ。教官専用の制服を華か麗れいに着こなしているが、こういう茶目っ気は学生時代と変わらないな……と、アッシュは苦笑する。

　エーコとリンダに車椅子を押してもらいながら、アッシュは壇のほうを目指す。人の手を借りないと登壇はできないので、壇の手前に停とめてもらった。

　たちまち、選せん抜ばつ生たちの視線がアッシュに集中する。

　アッシュがどうして満まん身しん創そう痍いなのか、今や誰もがその理由を聞き知っている。アッシュたちが奮ふん闘とうした結果、かろうじて聖都エスパーダは守られたという事実も。

　それゆえに、選抜生たちがアッシュを見る目からは、憧どう憬けいや尊敬、あるいは畏い怖ふ……などなど、様々な思いが感じられた。

　もしかしたら、生徒たちにとって、自分はどこか遠い世界の住人になってしまったのではないか──若干の寂しさを覚えつつも、アッシュは努めて笑顔を浮かべた。

「えっと、生徒会長のアッシュ・ブレイクです。まだ怪我が治ってなくて、こんな有り様ですが、せめてみんなの訓練をしっかりと見学するつもりです。ところで、みんなも知っていると思いますが、今現在、世界は揺れ動いています──」

　いつしか一同は真しん剣けんな眼まな差ざしで、アッシュの言葉に聴き入っている。

「魔導結社〈デミウルゴス〉の件については、みんな聞き及んでいると思います。一部の国では、既にその影響が悪い形で現れているのも事実です。だけど、決して動どう揺ようしたり、結社の言葉に惑わされる必要はありません。いざというとき、自分の大切な人を護まもり通すためにも──日々の鍛錬に励んでほしい。それが、俺の願いです」

　なんとか挨拶を終えると、アッシュは一礼した。

　そんなアッシュに向けて、生徒たちは惜しみなく拍手を送ってくれた。

　挨拶を始める前と比べて、ひとりひとりの表情は、アッシュに対して親しみがこめられているように見える。

　少なくとも、今のアッシュはもう、「遠い世界の住人」だとは思われていない様子だった。そのことを、アッシュは嬉うれしく思った。

「それでは最後に──このたび客員教官に任じられたわたしのほうから、一言いわせてもらおう」

　拍手が収まった頃を見計らい、今度はレベッカが嬉き々きとして語り始める。

「諸君！　喜ばしいことに、この演習場には水練用のプールが併へい設せつされている。今日のところは、水遊びを許可しよう！　しっかり筋肉をほぐして、明日からの特訓にそなえるがいい！」

　たちまち、ドッと大歓声が湧き起こるのだった。





　　　　◇






　先ほどレベッカは「水練用のプール」と表現したが、実際には「貯ちよ水すい池ち」という表現のほうがふさわしい設備だった。

　それも当然で、騎士国の国境守備隊といえば、やはり主力は騎竜部隊。となれば、プールもドラゴンが悠々と泳げる広さが必要になるのだった。

「おーほっほっほ！」

　真っ先にざぶんと飛びこんだのは、ジェシカだった。晴れて聖竜マエストロとなったリアンノンを、軽快に泳がせている。

　それだけなら問題はないのだが、見ているだけでハラハラしてしまいそうな、際どいビキニを着用しているので、男子たちは釘くぎ付づけになっている。

「アッシュ様ぁ！　わたくしとリアの勇姿、見守ってくださいませ～！」

　と、ジェシカは満面の笑みを浮かべて、プールサイドで見学していたアッシュに手を振った。

　晴れて竜騎士ドラグナーとなった影響だろうか。今のジェシカは、きらきらと全身が輝いているようで、まるで本物の貴族令嬢のようだった。事実、この騎士国において、竜騎士ドラグナーは貴族と同程度の待たい遇ぐうを受けるのだ。

　見事に成長を遂げたジェシカの姿に、アッシュは思わず見とれてしまった。

「……鼻の下、伸びてるわよ？」

「まさかとは思いますけど、悩殺されてませんよね？」

　と、左右から手が伸びて、アッシュの頰ほおをつっついた。エーコとリンダである。アッシュが怪け我が人にんでなかったら、ギュッとつねられていたかもしれない。

「お、俺のことは気にせず、ふたりとも水遊びを楽しんでもいいんだぞ？」

　アッシュは改めて、エーコとリンダを交互に見やった。

　ふたりとも、なぜか水着ではなく制服姿である。

「あんたねぇ……あたしはあんたの相パ棒ルなのよ？　怪け我がしてるあんたを放って、水遊びにふける気にはならないわ」

　エーコは頰ほおをかすかに染めると、プイッと横を向いた。

「リンダは水着を持って来ていませんし、そもそも選せん抜ばつ合宿にお邪魔したのは兄さんの介護が目的なんですから、絶対に離れません！」

　リンダはにっこりと微笑ほほえんだが、その目は決して笑っていない。

「はは……」

　心配してくれる気持ちは純粋に嬉うれしかったが、一刻も早く怪我を治したいと願うアッシュだった。

「待て、ジェシカ！　お前、自分が風紀委員だという事実を忘れてはいないか!?　まずは準備体操が先だろうが！」

　と、ランスロットを駆かけるシルヴィアが、ジェシカを追ってプールに飛びこんだ。

「ふふっ。これまでのリアとは一味も二味も違いますわよっ！」

　意い気き揚よう々ようとリアンノンを加速させるジェシカ。激しい水みず飛沫しぶきが生じて、シルヴィアとランスロットの視界を奪うばう。

「むむっ、小こ癪しやくな！」

　負けじとばかりに、シルヴィアもランスロットを加速させるが──。

　さすがに水上では水竜ハイドラ出身のリアンノンに分があるようで、ランスロットはなかなか追いつけない。

　シルヴィアとジェシカが追いかけっこを続けているうちに、他の生徒たちも次々と水遊びを始めた。

　ちょうど一年前、選抜合宿の初日に繰り広げられた光景が、目の前で甦よみがえったかのようだった。

　競泳に励む生徒たちがいれば、チームを組んで球技を楽しむ生徒たちもいる。

　レイモンとマックスも、球技の試合に参加していた。レイモンは嬉き々きとしているが、マックスのほうは無理やり誘われたらしく、渋面を浮かべている。

　一方、プールの片隅では、レベッカがルッカに泳ぎ方を教えているところだった。

「いいぞ、ルッカ。その調子だ」

「が、頑張る……」

　森の奧おくで生まれ育ったルッカは、どうやら泳ぎが苦手らしい。レベッカに両手を引いてもらいつつ、バタ足の練習に没頭する姿は可か憐れんで、微笑ましい。

　そんな両者を遠目に眺めつつ、一部の男子生徒たちは噂うわさ話ばなしを始めている。

「く～！　やっぱりレベッカ前会長の水着姿は最高だな！　たまらん！」

「俺も手取り足取り教えてほしいぜ！」

「ルッカ・サーリネンの水着姿もいいな！　なんて可か憐れんなんだ！」

　エーコが誕生する以前は、アッシュも彼らと同じような立場だった。

　レベッカやシルヴィアのような眩まぶしい存在を、遠巻きに眺めるだけの立場。

　いや、アッシュには相パ棒ルが不在だった分、彼らよりも恵まれていなかったはずだ。

　そう考えると、感かん慨がい深ぶかいものがあった。ついつい過去を回想してしまうのは、怪け我がのせいで感傷的になっているから──かもしれない。

　そのとき、アッシュの背後で聞き慣れた声がした。

「少し陽ひ射ざしが強いわね、ユニス」

「今、パラソルを用意いたしますわ。姫様の真っ白なお肌に、日光は大敵ですもの」

　ミラベルとユニスの声だった。ミラベルのことだから、てっきり部屋にこもって読書をするか、魔導艇デュランダルの点検作業に没頭するのだろうと予想していたが、なんとプールサイドを訪れたのだ。

「ミラベルさんも、見学──……!?」

　背後を振り返ったアッシュだが、予想外の光景を前に、言葉を詰まらせた。

　なんと、ミラベルも水着を着用していたのである。ハードカバーの書物を持参しているところを見ると、プールサイドで読書を満喫するつもりのようだ。

「へ、変……かしら？」

　ミラベルは恥じらいながら、おずおずと訊たずねてきた。

　あの〈銀光の賢乙女アルジエント・メイガス〉の素肌を包む水着は、純白のビキニ・タイプだった。

　白銀に輝くロングヘア。すらりと伸びた四肢。透き通るように白い肌。決して大きくはないが、見るからに柔らかそうな双丘……。

　その佇たたずまいをたとえるならば、夜空の一角に楚そ々そとして浮かぶ繊せん月げつか。あるいは、ふらりとプールサイドに迷いこんできた、季節外れの雪の精か。

「くっ、悔しいけど……勝てる気がしないわね。いろんな意味で……」

「はわわ～……」

　エーコとリンダも、ミラベルの水着姿にはすっかり見とれている。

　と、水遊びに興きようじていた生徒たちも、ミラベルの水着姿に気づいた途と端たん、「おおっ！」と喝かつ采さいをあげた。

　たちまち、ミラベルは頰ほおを真っ赤に染めた。

「ううっ。わたくし、やっぱり着替えてくるわ！」

　予想外に注目を浴びてしまったせいで、今にも回れ右しそうなミラベル。

「姫様!?　それは、もったいないかと……」

　なんとか引き止めようとするユニス。












　そんな主従の姿を、アッシュたちは微笑ほほえましく眺めるのだった。





　　　　◇






　楽しい水遊びの時間は、あっという間に終わりを告げて──すっかり日も暮れた頃。

　選せん抜ばつ生たちは、山さん麓ろくの野原でバーベキューの準備を始めていた。

　学生食堂〈ラ・テーヌ〉から派遣されてきたスタッフたちのおかげで、肉や野菜の下ごしらえは完了済み。

　あとは、各々が好きな具材を直じか火びで焼けばいいだけだ。

　早速、周囲には肉が焼ける香ばしい匂いが漂い始めている。

「お肉、お肉～♪」

　目の前で、じゅうじゅうと音をたてている豚のロースを前に、エーコとリンダは浮き浮きと鼻歌を歌っている。

　ここしばらく、アッシュを挟んで火花を散らしていたふたりだが、肉の誘惑には勝てなかったようだ。理由はなんであれ、エーコとリンダが仲良くしてくれるなら、アッシュとしてはありがたい。

　と、次の瞬間──エーコが狙い澄ましていた肉を、目にも止まらぬ早業でかっさらう手があった。

「さあ、アッシュ様！　今こ宵よいは、このジェシカが誠心誠意、ご奉ほう仕しいたしますわ！　もちろん食事の世話からベッドの中まで！　はい、あ～ん！」

「いやいや、それはさすがに恥ずかしいって！　フォークならなんとか使えるから……」

「照れなくっても構いませんわよ、アッシュ様。先日なんて、下のお世話だって任せてくださったじゃありませんか！」

　ジェシカの言葉に、周囲は啞あ然ぜんとして硬直した。

　特にエーコやシルヴィア、リンダあたりは、卒倒寸前の顔をしている。

「待て待て、それは捏ねつ造ぞうだ！　確かに世話されそうにはなったけど、俺は丁重にお断りしたはずだぞ！　というか、食事時の話題じゃないだろ!?」

「はうう～ん。アッシュ様にツッコまれるの、快感ですわ～」

　ジェシカは頰ほおを染めると、右手のフォークに肉を突き刺したまま、くねくねと身をくねらせている。

「……隙あり」

　と、ルッカが意外な伏兵よろしく、アッシュの唇にロース肉の角切りを放りこんだ。

「んっ、美う味まい！　肉質は柔らかいし、脂身も決してしつこくないし、この甘あま辛からいソースも絶ぜつ妙みようだし……って、違う！」

　アッシュはようやく我に返った。

「ルッカが悪のりするなんて、珍しいな。美お味いしかったけど」

「選せん抜ばつ合宿は……わたしにとって、とても大事な意味を持つから。少しだけ、浮かれてる……のかも」

　そういって、照れ笑いを浮かべるルッカ。

　去年の選抜合宿をきっかけに、ルッカは挫折から立ち直り、ガウェインとの絆きずなを深めることができたのだ。そしてアッシュとルッカの間にも、確かな信頼感が芽生えた──。

「兄さん！　ルッカさんにデレデレしすぎです！　こうなったら、ひとり一回、兄さんに食べさせる権利を要求する──というのはいかがでしょう？」

　と、リンダがとんでもない提案をしたので、アッシュは笑顔を引きつらせた。

「おいおい、いくらなんでも……」

　アッシュがやんわりと拒否権を発動しようとした矢先、

「ふむ。それがいちばん公平だし、よいのではないか？」

　意外にも、レベッカが賛成票を投じたのである。「あのレベッカの言葉だし、従うのが一番ではないか？」といった雰囲気が流れるのに、さほど時間は要さなかった。

　リンダが提案した直後は、「そんな恥ずかしいことができるわけが……！」という顔をしていたエーコ、シルヴィア、ミラベルでさえ、

「まあ、仕方ないわね。あたし的には『あ～ん』なんて論外なんだけど……」

「ううむ、〝ひとり一回〟という明確なルールに基づくのなら、構わん気がしてきたぞ」

「そうね。レベッカの言葉にも一理あるような気がしてきたわ」

　今ではコホンと照れ隠しの咳せき払ばらいを交えつつ、自ら周囲の雰囲気に身を委ゆだねている始末だった。

「そうですわ！　確かにゼロ回で終わるよりは、確実な一回を選んだほうがいいに決まっています！」

　ついにジェシカも賛成側に回った。

「そうだ。食事係として頑張っているアーニャにも、あとで声をかけてみよう。それと、男女平等ということで、マックスとレイモンにも参加してもらうぞ？」

　と、レベッカが悪戯いたずらっぽい笑顔を浮かべて、男子ふたりのほうを見やった。

「ちょっ!?　男同士で『あ～ん』をやるのは寒すぎじゃないっスか？」

　ギョッとして、なんとか回避しようと足あ搔がくレイモン。

「ぐぬっ！　アシュリーならば〝我が人生に一片の悔いなし！〟なのだが……」

　対照的に、マックスは頭を抱えて悩んでいる。

「いやいや、そこで悩む時点でおかしいと気付けよな!?」

　慌ててアッシュがツッコんだものの、マックスは自分の世界に入りこんだまま、戻ってこない様子だった。

「それでは、ひとり一回というルールで──始めるとしよう！」

　レベッカの言葉を合図に、女子たちは一斉にフォークと小皿を装備したのだった。




「ふう。さすがに満腹だなぁ……」

　女子一同（＋男子二名）に、代わる代わる肉や野菜を食べさせてもらうという僥ぎよう倖こうを味わったアッシュは、大きく膨らんだ腹を抱えつつ、満天の星空を見上げた。

　既に夜の十時を回っている。周囲の生徒たちは、明日からの猛もう特とつ訓くんにそなえて、宿舎に帰りつつあった。

「はふう……お腹なかいっぱい……」

「う～ん、兄さん……むにゃむにゃ……」

　そんな中、エーコとリンダはお子様らしく、草むらで互いに寄りかかるようにして、うとうとと微睡まどろんでいる。こうして見ると、まるで姉妹のようだ。

　と、そのとき──聞き慣れた声がした。

「そろそろ片づけますので、皆さんは宿舎のほうに戻ってくださ～い！」

　食後の多た幸こう感かんを満喫している生徒たちの中で、くるくると働いている小柄な少女──アーニャだった。今回も職場の意向で、猫耳メイドの衣装を着用している。

「がぉお～ん！」

　アーニャの脇には、バジリスクのクーが付き添っていた。

　エスパーダで苦楽を共にして以来、クーはすっかりアーニャに懐いた感がある。今日も力仕事を手伝ったり、山の麓ふもとを駆け回ったりしては、生徒たちの心を和ませていた。

「お疲れさま、アーニャ」

　アッシュが声をかけると、アーニャは照れ臭そうな笑みを返した。が、すぐさま真顔になると、夜風になびく髪を片手で抑えつつ、憂うれい顔で夜空を見上げた。

　いや、アーニャの視線は夜空ではなく──闇夜にうっすらと浮かぶ、山々のほうに注がれていた。

「……山が、哭ないているみたい」

「えっ？」

「なんとなくだけど、あたしには解わかるの。今日の山は、普段の山とは……なにかが違うわ」

　山岳民族だけあって、アーニャには山の表情が読めるのかもしれない。

　アッシュは、踏みこんで訊たずねることにした。

「その……山が哭いているときって、一体なにが起こっているんだ？」

「とても、悲しいことよ。戦争だったり、民族同士の紛争だったり、災害で多くの命が失われたり……そんなとき、山はとても悲しげに哭くの」

「そういう……ものなのか？」

「そういうものよ。だけどミルガウス様のおかげで、バラバラだった山岳民族は統とう一いつされたし、あたしが山を下りたあとは、別の人が族長に就任して、今では平へい穏おんな日々が続いているって……風の噂うわさで聞いていたんだけどね」

　今のアーニャからは、戦士でもウェイトレスでもなく、まるで山の神に仕える巫み女このような、神秘的な雰囲気が感じられた。

　アーニャの横顔に、アッシュが心を奪うばわれた──まさにそのときだった。

　──ザッ！

　夜や陰いんの奧おくから、人間とは明らかに異なる足音が聞こえたのである。

「アッシュは下がってて！」

　たちまちアーニャは戦士の顔になると、サッと身構えた。

「ぐるるるる……！」

　アーニャが睨にらみすえる暗闇から、今度は獰どう猛もうな唸うなり声ごえが聞こえてくる。

　と同時に、深しん紅くの光点がふたつ、闇にぼんやりと浮かび上がった。

「気をつけろ！　この気配……魔ま獣じゆうの類だ！」

　と、異変に気づいたレベッカが、いち早くアッシュの周囲に駆け寄ってきた。

　続けざま、エーコやシルヴィア、リンダたちもやって来る。

　アッシュたちが固唾かたずを吞のんで待ち受ける中──やがてキャンプ場の灯あかりが、その生き物の全ぜん貌ぼうをまざまざと照らしだした。

「あれは……虎でしょうか？」

　車椅子のアッシュを後方に避ひ難なんさせつつ、リンダがつぶやく。

「いや、あの長い牙……ただの虎じゃない！　剣歯虎サーベルタイガーだ！」

　アッシュが叫ぶと、

「へえ……あれがサーベルタイガーなんだ。本で読んだことはあるけど、実物を見るのは初めてだわ。あの牙、あたしも欲しいかも！」

　一方、エーコは剣歯虎サーベルタイガーの立派な牙に目を奪うばわれている。

「こらこら、感心してる場合じゃないだろ？」

　アッシュとエーコが暢気のんきなやり取りを交わしている間にも、剣歯虎サーベルタイガーは一歩、また一歩と、唸うなりながら近づいてくる。

「むっ？　背中に人が乗っているようだぞ？」

　と、最前列で身構えていたシルヴィアが、怪け訝げんそうにつぶやくのが聞こえた。

　事実、よく見ると──剣歯虎サーベルタイガーの背には人影があった。

　さわやかな色香と野性味を感じさせる少女だった。

　その露ろ出しゆつ度どの高い民族衣装から察するに、山岳民族タンタロスだろう。剝むきだしの腕には裂れつ傷しようが見られ、鮮せん血けつが糸を引くように垂れていた。

　少女は気を失っていて、魔ま獣じゆうの背に身体を預けたまま、ぴくりとも動かない。

「がるるっ！」

　剣歯虎サーベルタイガーは立ち止まると、レベッカたちを威い嚇かくするように唸った。

　タンタロスの少女を背中に乗せている事実。

　それに加え、問答無用で襲いかかってこないところを見ると、かなり理性的な獣のようだと、アッシュは判断した。

「なんていうか……訳ありみたいだな。なるべく刺激しないほうがいいと思う。俺たちに敵てき意いがないことを、うまく理解させることができればいいんだけど」

　アッシュが慎重につぶやくと、

「──あたしに任せて」

　皆を代表するかのように、アーニャが一歩を踏みだした。

「あの子が山で生まれ育った獣なら、山岳民族タンタロスのあたしと通じ合えるかもしれないわ」

　アーニャは敵意がないことを示すべく、慈じ母ぼのように両腕を左右に広げると、ゆっくりと進み続ける。

「ぐるるるる……」

　アーニャに対して警けい戒かい心しんを抱いたのだろう、魔獣は二本の牙を見せつけるようにして、獰どう猛もうに唸うなった。

「大丈夫。恐こわがる必要はないのよ。あたしを信じて……」

　アーニャは優しく語りかけながら、さらに歩を進める。

　両者の距離が、少しずつ縮まっていく。

　やがてアーニャは、手を伸ばせば届きそうな地点にまで達した。剣歯虎サーベルタイガーがその気になれば、一瞬でアーニャの喉のど笛ぶえに嚙かみつくことができるだろう。

「…………」

　今や誰もが固唾かたずを吞のんで、アーニャと魔ま獣じゆうの一挙手一いつ投とう足そくを見守っている。

　アッシュ自身、車椅子と一体化したかのように、微動だにできなかった。ほんのわずかな雑音でも、魔獣の神経を逆さか撫なでするかもしれないのだ。

　仲間たちの安全を最優先にするならば、ドラゴンの圧倒的な力を借りて、有無をいわさず制圧するべき状況かもしれない。

　現在、ドラゴンたちは竜舎で休んでいるのだが、飼い主が召しよう喚かん魔法を使えば、一瞬で現場に到着する。

　だが、アッシュは仲間たちに、ドラゴンを召喚するよう提案する気にはなれなかった。

　その剣歯虎サーベルタイガーからは、ひとりの少女を守護する騎士ナイトのような、いわば気高さが感じられたからである。

　そのとき、アーニャが動いた。

　魔獣の鼻先に向けて、そっと右手を差しのべたのだ。

　アッシュは瞠どう目もくした。さすがに大胆すぎると思ったのだ。

　一歩間違えれば、剣歯虎サーベルタイガーはアーニャの腕を容赦なく食い千切るだろう。

　アーニャ自身、その可能性は認識しているはずだ。それでもアーニャは怯ひるむことなく、まるで握手を求めるように、辛しん抱ぼう強づよく手を差しのべている。

　ぴんと張り詰めた空気の中──

「ぐるぅ……」

　ついに剣歯虎サーベルタイガーは膝を屈すると、アーニャの手のひらをペロペロと舐なめた。

　アッシュたちは一斉に、ホッと胸を撫なで下おろすのだった。





"Wentworth City ～A.S.B.1366.06～" is closed.








第六話　ルクレツィアの密使









「はっ！」

　一晩中、意識を失っていたリラは、ぱちりと目を開いた。

　その途と端たん、消毒用アルコールの匂いに顔をしかめてしまう。

　山野に生きるリラに、この匂いは刺激が強すぎたのだ。

　真っ先に視界に飛びこんできたのは、真っ白な天井だった。

　室内は狭せまく、ベッドが一台と、スチール製の机が一台。

　壁際には、本棚や薬品棚が設置されていた。

　調度品から察するに、どうやら医務室なのだろう。

　リラ以外に、人影は見あたらない。

「……ぐぉおおおるるるる、ぐぉおおおおお……」

　と、リラにとっては馴な染じみ深ぶかい音が聞こえた。

　視線を斜め下にずらすと、床の上でムイシュキンが身体を丸めている。

　この愛獣の鼾いびきがやたらと大きいのは、いつものことだ。

　ムイシュキンが無事だと判わかり、リラはホッとした。

　壁に掛けられた時計は、五時五十七分──妙に静まり返っているのは、まだ早朝だからだろうと、リラは判断した。

「くっ！」

　その瞬間、ズキリと右腕が痛んだ。

　右の上腕部には、包帯が丁寧に巻かれている。

　リラをこの部屋に搬はん送そうした騎士国人は、かなり紳士的に対応してくれたようだ。そもそも、拘こう束そくされていないこと自体が、意外だった。

　とはいえ──懐を探ってみると、武器の類はすべて没収されている。

　戦闘用、狩猟用、作業用──大切なナイフは三本とも、影も形もなくなっていた。

　まあ、それは当然だろう……と、リラは納得する。まずは上半身を起こすと、記憶の糸をたぐり寄せた。

　──ルクレ様と別れてから、何日が経過したのだろう？

　ただ確かなのは、アンネゲルト率いる艦かん隊たいが、ゼノグラヴィア山脈に総勢百騎以上の機竜兵を投入し、山狩りを始めたことだ。

　その苛か酷こくな現実を前に、ルクレツィアは逃げるのではなく、単身、毅き然ぜんと立ち向かう道を選んだ。

　これ以上、タンタロスの村に被害が及ぶのを、見すごせなかったから──。

　その代わり、ルクレツィアはリラに〝密みつ使し〟としての役割を与えた。

　後ろ髪を引かれる思いだったが、リラはルクレツィアの意を汲くんだ。そして、愛獣の背に跨またがると、全速力で山中を駆けた。

　リラとムイシュキンだけならば、常人にはとても分け入いれないような、危険な獣けもの道みちを利用することもできた。

　五日もあれば騎士国領に入れる見通しだったのだが、そう甘くはなかった。

　ゼノグラヴィア山脈の帝国領側で山狩りが始まった結果、驚いた獣たちが騎士国領側に大移動を始めたのだ。

　その中には、怒りに駆られて我を失った挙げ句、リラとムイシュキンに襲いかかってくる獣も少なくなかったのである。

　いくらリラに〝魔ま獣じゆう使い〟の素質があるとはいえ、錯さく乱らんした獣を手なずけるのは不可能だった。

　猛もう獣じゆうたちの追つい撃げきは執しつ拗ようで、リラは腕に深手を負った。その後は、ひたすら猛獣の群れから逃げまどいつつ、山を駈かけ降おりた。下山と同時に、猛獣たちがすごすごと引き返したのは幸いだった。が、そこで緊張の糸が解けてしまい、リラは気を失った。

　そして目覚めたら、この医務室に担ぎこまれていたというわけだ。

「そうだ！　ルクレ様からの預かり物！」

　リラはタンタロス語で叫ぶと、床に膝をついた。そして、ムイシュキンの身体を激しく揺さぶる。

「起きろ、ムイシュキン！」

「ぐるるっ！」

　ムイシュキンは不機嫌そうに唸うなりつつ、目を覚ました。

「さ、ムイシュキン。あれを出すんだ。あれを見せなければ、リラが〝ルクレツィア第五皇女殿下の密使〟だとは、信じてもらえないから」

「ぐぉおおおおおるるるるぅ……！」

　ムイシュキンは眠たげに唸ると、ペッと小さな革袋を吐き出した。

　大切なアイテムを胃袋に収めて輸送するのは、ムイシュキンの特技である。その獰どう猛もうな容姿からは想像もつかない、とても地味な小技ではあったが──。

「でかした、ムイシュキン」

　リラはムイシュキンを誉ほめると、唾だ液えきに塗れた革袋を拾いあげた。

「さて、と……。まずは、ここがどういう施設なのか調査しておくか。ムイシュキンは、ここで待機していてくれ」

　リラは戦士の顔になると、戸口に向かった。ドアを少しだけ開き、廊下の様子を窺うかがう。

　どうやら人の気配はないようだ。延々と続く廊下の両側には、一定の間かん隔かくで扉が並んでいる。宿泊施設のような趣が感じられた。

　リラは足音を忍ばせつつ、廊下に足を踏みだした。

　自分が寝かされていた部屋の標札には、「第二医務室」と記されている。シェブロン語を囓かじっておいて、本当に良かった……と、リラは実感した。

　第二ということは、第一もあるのだろうと思ったら──案の定、隣室の標札に「第一医務室」と記されている。

「とりあえず、覗のぞいておくか」

　リラは素早く、第一医務室に忍びこんだ。





　　　　◇






「う～ん……駄目だ、エーコ……むにゃむにゃ……」

　アッシュは、白いカーテンの隙間から射さしこむ朝陽に背を向けつつ、甘ったるい夢を見ていた。

　ここは第一医務室。学院生にあてがわれた宿舎の、一階部分に位置する。

　実は昨日、アッシュは宿舎に到着するなり、この第一医務室に寝泊まりするようにと、ミラベルから直々に命じられたのだ。

　ここ最近、アッシュの体調はそこそこ安定しているものの、急に痛みが再発する可能性もあった。不測の事態に備えての措そ置ちというわけだった。

　事情はともあれ──アッシュの夢は留とどまるところを知らない。

『お願いよ、アッシュ……あたしね、どうしても……食べたいの……』

　あたかも、ピンク色の靄もやがかかったような夢の中。

　エーコがしきりに、アッシュにおねだりをしている。

　場所は、首都フォンティーンの広場だろうか。

　しかし、アンサリヴァンの市街地も混ざりこんでいるような気もする。

　エーコが一番食べたがっているのは、アンサル・クレープだった。

　確かに最近のエーコは成長著しい。

　しかし、年齢的にはまだまだ幼竜である。

　たとえ夢の中とはいえ、やはりアンサルは控えるべきだろう……。

『こらこら！　それはアンサル・クレープなんだぞ？　また酔っ払ったらどうするんだ』

『あたしだって、ちゃんと成長したのよ！　ほら、おっぱいだって……少しはふくらんだと思わない？　そ、その……少しくらいなら、触らせてあげてもいいわよ？』

『えっ!?』

　本気で驚きつつも、アッシュは「いやいや」と立ち止まる。

　これは夢なのだ。

　幸か不幸か、アッシュ自身はこれが夢だと認識できている。

　朝方、眠りが浅くなった頃合いを見計らったように、忍び寄ってくる意味不明な夢──よくあることだ。

　とはいえ、逆に考えたらどうだろう？

　どうせ夢なのだから、あえてエーコの誘いに乗ってみたとしても、バチは当たらないのではないだろうか？

『ほら……いいわよ』

　エーコは目を閉じると、アッシュに触られるのを待ち受けている。

　ほんのりと頰ほおを染めて、やや緊張気味に佇たたずんでいる様子は、少女から大人へと脱だつ皮ぴしようとしている女の子そのもので──。

『じゃあ……お、お言葉に甘えて……』

　アヴァロン聖竜皇騎士団の団長とはいえ、アッシュも健全な男子である。

　エーコの誘惑に負けて、そっと右手を伸ばす。

　──むにゅっ。

『ほっ、ほんとに、膨らみが……感じられるよ』

『ちゃんと柔らかい……？』

『ああ、とっても柔らかい。それに、とても温かい。トクントクンって、心臓の音も感じられる。エーコの鼓こ動どうって、赤ん坊みたいに速いんだな』

『そ、それは、アッシュに触られてるから。あのね、アッシュ──』




　その刹せつ那な、夢の中のエーコは霧む散さんして──

　褐かつ色しよく肌の少女に変へん貌ぼうした。




「殺す！　オマエ殺す！　絶対！」

　少女の口から飛びだしたのは、片言のシェブロン語だった。

「うわあああっ!?」

　一瞬にして、アッシュは甘美な夢から現実へと引き戻された。

　昨夜、この付近で保護された少女が、アッシュに馬乗りとなった状態で、ブルブルと唇を震わせているのだ。

　少女が激怒しているのは、明らかだった。それも当然で、アッシュは夢の中と同じく右手を伸ばし、その手のひらは柔らかな乳ち房ぶさを包みこんでいる。

　つまり、アッシュが夢の中で感じた柔らかさは、決して夢などではなく──この少女の乳房の感触だったというわけだ。

「わわっ、ごめん！」

　アッシュは慌てて右手を引っこめた。

　確か、彼女は第二医務室に収容されていたはずだが……どうやらアッシュよりも先に目覚めて、勝手に行動を始めていたらしい。

　こうして向かい合うと、雌め豹ひようのような鋭さを感じさせる美少女だ。

　年の頃はアーニャと同じくらい、あるいは少し上だろうか。タンタロスの民族衣装は露ろ出しゆつ度どが高いので、しなやかに伸びた手足や、キュッとくびれた腰のラインも、間近で確認できた。

　その健康的な素肌は、アッシュの本能を否応なく刺激してやまない……が、アッシュは煩悩を振り捨てて叫んだ。

「待て待て！　どうして君が第一医務室にいるんだ!?　勝手に侵入した上に、こんな体勢に持ちこんだのは、君のほうじゃないか！」

「ぐぬっ！　そ、それは……」

「とりあえず、ベッドを下りてくれないか？　この体勢は、いろんな意味で心臓に悪い」

　そのとき、廊下のほうが急に騒がしくなったかと思うと──

「アッシュ、早く起きるんだ！　あの少女がどこにもいない！」

　駆けこんできたのは、シルヴィアだった。

　まだ明け方だというのに、髪を凛り々りしく結いあげて、騎竜服ドラグスーツを着用している。おそらく自主練のついでに第二医務室に立ち寄り、そこで少女の不在に気づいたのだろう。

　次の瞬間、シルヴィアは医務室内の情景を目まの当たりにした。

「おい！　お前は朝っぱらから……なにをやっているのだ!?」

　シルヴィアは関節が白くなってしまいそうなほど、拳を強く握りしめている。

「待て待て、姫様！　俺だって、わけが解わからないんだって！」

　アッシュが叫ぶと、少女はぴくりと眉を反応させた。

「ヒメ？　あの女が？」

　少女が真顔で訊たずねてきたので、アッシュはうなずいた。

「ああ。こちらはロートレアモン騎士国の第四王女、シルヴィア王女殿下だぞ」

「シルヴィア王女!?　ほんとに、ほんとか!?」

　その途と端たん、少女はアッシュから飛び離れると、シルヴィアの足もとにひれ伏した。見事な土下座である。先ほどとは打って変わって、低姿勢だった。

「お、おい!?」

　シルヴィアが戸惑うのも構わず、少女は訥とつ々とつと事情を語り始める。

「我が名は、リラ！　タンタロスの戦士！　オマエ……いや、アナタが、ほんとに、ほんとにシルヴィア殿下、だというなら、話を聞く！　そーだ！　これを見るっ！」

　リラが懐から取りだしたのは、一対の髪飾りだった。

　三枚の、白い羽根を組み合わせたデザインである。

　シンプルに見えて、その造形美といい、質感といい、高級品だと思われた。

「おい、アッシュ。この髪飾り……どこかで見たような気がするのだが」

　シルヴィアが怪け訝げんそうに眉をひそめた瞬間、アッシュは脳裏で火花が散ったような感覚に襲われた。

「それって！　ルクレツィアの髪飾りじゃないか!?」

「そうだ、間違いない！　私も思い出したぞ！」

　アッシュとシルヴィアが興奮して叫んでいると、

「ちょと待て！　オマエ、どーして、ルクレ様、知ってる!?」

「どうしてって、俺もルクレツィアとはエスパーダで一緒に戦ったからな」

「オマエ、名は……？」

「俺はアッシュ・ブレイクだけど」

「おおっ！　リラ、オマエのこと、聞いたことあるっ！」

　リラは興奮気味に叫ぶと、頰ほおを紅こう潮ちようさせた。

「おい、アッシュ。彼女がルクレツィアの関係者なのは、まず間違いあるまい。早速、全員に招集をかけるべきだな」

　シルヴィアの提案に、アッシュは「もちろんだ」と応じた。





　　　　◇






　それから十分後。

　食堂では、既に多くの選せん抜ばつ生たちが朝食を始めていたので、アッシュたちは宿舎内の会議室を借りることにした。

　一同が顔をそろえると、リラは涙ながらに語り始めた。

　最初、リラは慣れないシェブロン語でぽつぽつと語っていたが、感情が昂たかぶるにつれ、ゼファロス語やタンタロス語が入り乱れるようになった。

　結局、リラにはタンタロス語で話してもらい、アーニャに通訳を頼んだ。手間はかかったが──ようやく、アッシュたちはルクレツィアの状況を把握したのである。

「そんな……ルクレツィアは今も、山奥で戦っているというのか？　しかも、たったひとりで、百機もの機竜兵を相手に……」

　アッシュは膝の上で、拳をわなわなと震わせた。

　今やルクレツィアが頼れるのは、一振りの魔ま剣けんのみ──だという。

　ルクレツィアにその気があれば、親交のあるタンタロス族を味方につけることも可能らしいが──ルクレツィアがその選択肢を採る可能性はないと、リラは断言した。

　ルクレツィアが山に潜せん伏ぷくしたせいで、既にいくつかの村が焼かれたそうだ。あの誇ほこり高きルクレツィアにとっては、耐えがたい事実だろう。

「無む茶ちや苦く茶ちやね。あのアンネゲルトって奴、自分の姉を捕まえるためだけに、タンタロスの村を焼いたり、艦かん隊たいを率いてきたり……皇族の風上にもおけない輩やからだわ！」

　エーコも憤ふん然ぜんと叫んだ。

「統とう率そつのとれた機竜兵団の戦闘力なら、我々もエスパーダで思い知らされたばかりだ。いくらルクレツィアが卓越した剣士であっても、さすがに厳しいといわざるを得ないな」

　シルヴィアも眉根を寄せている。

　エスパーダ動乱を通じて、シルヴィアはルクレツィアと親交を結んだばかりなのだ。その横顔からは、ルクレツィアを心配する気持ちがひしひしと伝わってきた。

「リラがルクレツィア殿下と別れてから、もう何日も過ぎているそうだが……最悪、既に捕らわれている可能性もある」

　レベッカが憂ゆう慮りよの表情を浮かべると、

「今のところ、ルクレツィア第五皇女が逮捕されたとか、処刑されたという情報は入っていないわ。案外、彼女は山という特とく殊しゆな地形を利用しながら、今も徹てつ底てい抗こう戦せんを続けているのかもしれないわ」

　ミラベルは今朝の朝刊に目を通しつつ、冷静に応じた。

「山が哭ないているように見えたのは、このせいだったんだわ。まさか、山の向こう側がそんな酷ひどいことになっていたなんて……」

　通訳を終えたアーニャも、悲痛な表情を浮かべていた。

　アーニャにとって、騎士国の西方に横たわる山々は故郷なのだ。その気持ちは、察するにあまりある。

「それにしても、このウェントワースは山さん麓ろく都市だぜ？　にもかかわらず、俺たちのもとには戦闘の気配なんて、まったく聞こえてなかったけどなあ」

　レイモンが怪け訝げんそうな顔で疑問を口にすると、

「向こう側でなにが起ころうと、僕たちに伝わるはずもないさ。ゼノグラヴィア山脈……この大陸を真っ二つに分断している、天然の要害だ。はるか古代には〝竜りゆう骨こつ〟とも呼ばれていたらしい」

　真顔で解説したのは、マックスだった。

「なにはともあれ──リラのおかげで、事情は判明した。どうする、アッシュ？」

　レベッカの問いかけに、アッシュは顔を上げた。

　このまま〈デミウルゴス〉の思おも惑わく通りになってしまったら、帝国は完全に破は綻たんする。

　皇族は根ね絶だやしにされ、上流階級や知識人も皆殺しにされ、そして帝国が誇るべき歴史や伝統や文化も、容赦なく破壊されるだろう。

　血ち塗まみれの大地に残されるのはただ──残ざん酷こくな暴ぼう君くんと、ただただ途方に暮れる民ばかり。

　そこにはもう、人間らしい愛情も、優しさも、そして知性も、ひとかけらも残されてはいないのだ。

「そんなの……決まってるじゃないですか！」

　──どんっ！

　アッシュは両手をテーブルに置くと、全身の力を足腰に集中させた。

「ぐっ……うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　皆が目を見張る中──アッシュは少しずつ、車椅子から腰を浮かしていく。

　額に脂汗がにじむ。全身の骨が、肉が、ようやく塞がりつつあった傷口が、次々と悲鳴をあげる。テーブルを支える両腕は、今やブルブルと震えている。

「ちょっと、アッシュ!?」

「なっ、なにをしているのだ!?」

　エーコとシルヴィアが心配そうに叫ぶ。

「アッシュ様！　無理はダメですわ！」

「いくらアッシュでも、その怪け我がじゃ……」

　ジェシカとルッカも顔面蒼そう白はくとなっている。

「兄さんっ!?　それ以上は命に関わりますっ！」

　リンダに至っては、今にも失神しそうな顔をしていた。

　それでも、アッシュは構わない。

「ルクレツィアは自分の信念を貫いた。百騎もの機竜兵を目の前にしても、逃げずに戦うことを決めたんだ！　そんなルクレツィアのことを思ったら……怪我なんて、なんのいい訳にもなりはしない!!」

　血を吐くような絶叫とともに──

　アッシュは二本の足で、しっかりと地面を踏みしめた。

「今すぐルクレツィアを助けに行こう！」





"Lila ～A.S.B.1366.06～" is closed.








第七話　断頭台の花嫁









　まだ濃のう霧むの漂う、早朝のことである。ただでさえ視界の悪い山道を、四騎編成の機竜小隊が行軍していた。

　アンネゲルトが派遣した山狩り部隊の、いわば末まつ端たんである。

　彼らの戦術目標は、第五皇女ルクレツィアの身柄を拘こう束そくすること。

　あくまで拘束であり、絶対に殺してはならない。

　そして「目標達成のためならば、いかなる犠ぎ牲せいをも問わない」という通達を、彼らは事前に受けていた。要は、作戦中に現地民が巻き添えを食っても構わないし、必要とあれば利用しても構わないということだ。

「小隊長！　道がふさがれているであります！」

　と、一騎が小隊長に報告を入れた。

　山道をふさいでいるのは、一機の装甲機竜マシーネンドラツヘだった。よほど酷こく使しされたのか、もはや廃品スクラツプと化している。操縦士の姿は見えない。

「これは一体……？」

　小隊長が眉をひそめて、愛あい機きを停止させた直後だった。

「雷帝剣ブリツツシユラーク！」

　鮮烈な美声が響くと同時に、雷らい撃げき系の魔導攻撃が炸さく裂れつした。




「〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉の奇き襲しゆうだ！　ただちに迎げい撃げきせよ！」

　最後尾の一騎が戦闘不能になったと見るや、小隊長が鋭く叫ぶ。

　機竜兵たちは慌てて自機を旋回させると、機き銃じゆうを乱射した。

「遅い！」

　そのときにはもう、ルクレツィアは鹵ろ獲かくした機竜に飛び乗って、霧の中を縦横無尽に駆けている。

　機竜の操縦なら、エスパーダ動乱の渦か中ちゆうに習熟したばかりだ。操縦面の不安はない。

　そして、今はこの濃霧が最大の味方だ。敵は奇襲を受けて狼ろう狽ばいした挙げ句、バカのように乱射しているが、あれでは自機の位置をこちらに知らせているだけだ。

　飛び交う銃弾をものともせずに、ルクレツィアは機竜を跳躍させた。

　着地点は、手近な機竜兵の真横。

　突如、自機の右側に現れたルクレツィア機に、敵てき兵へいは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　無論、声をあげる余裕を与えることなく、ルクレツィアは魔剣ユングフラウを振るう。斬り裂くというよりは、無造作に殴りつけた。

　リラと別れ、山狩り部隊に徹てつ底てい抗こう戦せんをすると決めたあの日から、既に五日目──連戦に次ぐ連戦のため、魔ま剣けんの刃はボロボロに欠けてしまったのだ。ルクレツィアの愛剣は、今や魔導工学装置を搭載した鉄塊と化していた。

「ぐはっ！」

　背中をぶん殴られた敵てき兵へいは、情けない悲鳴とともに転落した。

「もう逃がさんぞ、〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉！」

　と、残る二騎がルクレツィア機に銃口を向ける。

　今度は乱射ではなく、確実にルクレツィア機を狙い澄ました射撃だった。

　激しい銃声。そして鈍い弾着音。

　数発の弾丸が、ルクレツィア機の装甲に突き刺さった。それでも、ルクレツィアは怯ひるまない。自機を敵機に向けて加速させたまま、迷うことなく飛び降りた。

　ルクレツィアが地面で受け身をとったときにはもう、騎手を失った機竜は敵機に激突し──尾を引くような絶叫とともに、敵兵は沈黙した。

「うむ、狙い通り！　残るは一機か……騎手のみ倒して、機竜は奪うばい取る！」

　確固たる決意とともに、ルクレツィアは地を這はうように疾駆する。

　目指すは、霧の向こうにうっすらと浮かぶ機き影えい。

　またたく間に仲間を失って動どう揺ようしているのか、完全に棒立ちとなっている。

「風神烈波ヴイントシユートス！」

　ルクレツィアは射程距離まで接近すると同時に、魔剣効果を発動させた。突風を起こして騎手を吹き飛ばし、機竜を無傷で確保するのが狙いだった。

「うわあああっ……！」

　狙い過あやまたず、敵兵は風神烈波ヴイントシユートスに巻きこまれる。呆あつ気けなく吹き飛ばされると、後方の大樹に激突。全身を幹にめりこませた状態で、ぴたりと静止した。

「よし。今ので三十騎目！　だが、まだ七十騎ほどが山狩りを続けている……魔剣ユングフラウの魔力残量も、あとわずか……」

　この五日間、ルクレツィアはたったひとりで、このような戦い方を続けてきた。

　地形を徹底的に活用し、奇き襲しゆうと撤退を繰り返す──要はゲリラ戦術だ。

　誇ほこり高き〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉としては、いささか屈くつ辱じよく的てきな戦い方ではあったが、背に腹は代えられない。ここで自分が一機でも多く減らすことで、タンタロス族に及ぶ被害が少しでも減るのなら、それに越したことはないのだから。

　ルクレツィアは魔剣を革製のホルダーに収めると、眼がん前ぜんの機竜に飛び乗った。

「ふむ……なかなか綺き麗れいな状態だ。これなら、多少は荒い操縦をしても大丈夫だろう」

　既にルクレツィアは、山狩り部隊から奪った機竜を十機以上も乗りつぶしていた。先ほど敵の注意を引くために、山道の真ん中に放置しておいたのも、そのうちの一機だった。

　そのときだった。

「〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉、見つけたり！」

　敵てき兵へいのひとり──最初に雷帝剣ブリツツシユラークで倒したはずの兵士が叫ぶと、頭上に向けて拳けん銃じゆうを発砲したのだ。

　いや、それは拳銃ではなかった。

　片手で撃てるサイズの、小型グレネード・ランチャーだったのだ。

　──カッ！

　薄明の空に向けて、まっすぐに打ち上げられた弾は、花火のごとく炸さく裂れつした。

「ちっ、照明弾か！」

　あまりのまぶしさに、ルクレツィアは片手で目を覆った。

「はーっはっは！　我らが聖女、アンネゲルト様……万歳！」

「黙れ下郎！」

　ルクレツィアは腹立ちまぎれに魔ま剣けんを振るうと、最小レベルの衝撃波を放った。照明弾を撃った兵士は容赦なく吹き飛ばされて、今度こそ完全に沈黙した。

「くっ！　早くここから離脱せねば！」

　ルクレツィアが機竜を発進させようとした矢先、

　──ひゅんっ！　ひゅん……！

　不吉な風切り音が連続で響くと、ルクレツィアの周囲で地面が炸裂した。

「ぐっ！　砲撃か!?」

　ルクレツィアは呻うめくと、鹵ろ獲かくしたばかりの機竜を猛発進させる。

　──ちっ！　あの照明弾を頼りに、ここまで精確な砲撃をしてくるとは！　これまでの機竜兵とは格が違う！　だが、一体どこから撃っているのだ!?

　見えざる敵の砲撃に脅きよう威いを抱きつつ、ルクレツィア機は山林に飛びこんだ。




「はぁ、はぁ……」

　ルクレツィアが山林の奧おくに潜んでいると、やがて砲撃はやんだ。

「どうやら、諦めてくれたようだな」

　ルクレツィアは機竜の操そう縦じゆう席せきから飛び降りると、手頃な樹木を選んだ。幹を背もたれにして、根元に座りこむ。

　と、思いだしたかのように、左の太ももがズキリと痛んだ。

　戦闘中、自分でも気づかぬうちに、木の枝かなにかで引ひっ搔かいたのだろう。切り傷からは血がにじんでいる。今まで気づかなかったのが、不思議なくらいの創傷だった。

　幸い、先ほど奪うばった機竜のトランク・スペースには医療用具が入っていた。軍用の携帯食料と飲料水のボトルも見つけたので、すべて頂戴することにした。

　傷口を消毒し、包帯を巻く。手際よく応急処置を終えると、ようやく人心地がついた。

　固形食料に水という、質素な食事を摂とりながら、ルクレツィアは考える。

「あれから、もう五日か……。果たして、リラは騎士国領にたどり着けただろうか？」

　ルクレツィアと別れたことで、リラの機動力は圧倒的に増した。ルクレツィアなら十日は要する行程でも、リラなら大幅に短縮できる。

　想定外の出来事に巻きこまれていない限り、そろそろ騎士国に入っている頃だろう。

　だが、向こう側に下山したリラは、あくまでも密入国者だ。

　リラの前には、数々の関門が待ち受けていることだろう。それらをすべてパスし、シルヴィア王女に謁見し、あの髪飾りを提示すれば──シルヴィアならきっと、リラの言葉を信じてくれる。そして、山に援軍を派遣してくれるはずだ。

　そこに漕こぎ着つけるまでに、どれほどの時間が必要になるのか……ルクレツィアには想像もつかない。が、今はそれだけが唯一の希望だった。

「……そろそろ行くか」

　ルクレツィアが腰をあげたそのときだった。

　──ザッ！

　何者かの足音が、ルクレツィアの耳じ朶だを打ったのである。

「誰だっ!?」

　周囲は鬱うつ蒼そうと生い茂る山林だ。

　ルクレツィアは大樹を背にしたまま、油断なく身構える。敵てき兵へいだろうか。

「……おそれながら、ルクレツィア第五皇女殿下ですね？」

　流りゆう暢ちようなゼファロス語に続いて、茂みのむこうから小柄な人影が現れる。害がい意いがないことを示すように、両手を肩の上に挙げていた。

　長い黒髪に、小柄な肢し体たい。褐かつ色しよくの肌。そして、露ろ出しゆつ度どの高い民族衣装──どこから見ても、タンタロス族の女戦士だった。

　ただし、獅し子しの頭を模した仮面を装着しているのが気になった。どうして顔を隠す必要があるのか。

　仮面のせいで顔貌かおかたちは不明だが、その体型を見ると、かなり幼い。十二歳前後といったところだろうか。

「お前は……？」

「この戦いくさが始まって以来、私は二代目の〝統とう一いつ山岳民代表〟を務めるロジオンの命を受け、殿下を捜しておりました」

　統一山岳民代表──一般には「族長」と呼称される身分である。要は、山岳民族タンタロスで最も地位の高い人物ということになる。過去、一部のタンタロス族とは交流していたルクレツィアだが、あいにく「族長」ほど高位の人物と対面したことはなかった。

「ロジオン殿は今、この近辺に位置するルスラン村を拠点に、奮戦しています」

「なかなか気概のある人物のようだな。で、その族長殿がなぜ、私を捜す？　私を革命派に差しだすのか？」

「とんでもありません。彼は殿下との共きよう闘とうを望んでいます。無論、刃こぼれした魔ま剣けんの手入れや、魔剣効果を発動させるために必要な竜りゆう綺か華き晶しようの補充、そして食料の支給もあります。ルクレツィア殿下にとっても、決して悪い話ではないでしょう？　このまま単たん騎きで戦い続けるよりも、ずっと効率が良いはずです」

「だが……私はタンタロス族に迷惑がかからぬよう、単騎で戦っているのだぞ？」

「恐れながら、迷惑ならとっくに被こうむっています」

「ぐっ……」

　ルクレツィアは思わず唸うなった。言葉の形をした刃物で、一刀両断された気分だった。

「既に多くの村が焼かれ、女子どもは逃げまどうばかり。そして、タンタロスが誇ほこる戦士たちは、あの装甲機竜マシーネンドラツヘを相手に、犬死にを続けています」

「すまぬ。すべては私のせいだ……」

　あいにく、少女はルクレツィアの謝罪を黙殺すると、言葉を続けた。

「ですが我々が力を合わせれば、また違った展開が見こまれます。見たところ、殿下は敵の機竜を奪うばい、立派に乗りこなしておられる。これからは、我々タンタロスも敵機を鹵ろ獲かくすべきです。そして、あなたの指導で乗りこなせるようになれば──」

「……なるほどな」

　ルクレツィアは素早く思考を巡らせた。

　確かに、少女の言葉は理に適かなっている。ルクレツィアと山岳民族──今や別々に行動するよりも共闘したほうが、革命派を効率よく撃退できるのではないか。

「了解だ。まずは、族長のところへ案内を頼む」

「ご英断に感謝します。それでは参りましょう」

　少女は軽快な身のこなしで、くるりと回れ右をした。

「おっと、まだお前の名前を聞いていなかったな」

「名前になど、大して意味があるとも思えませんが……そうですね」

　少女はほんのわずかな間を挟むと、

「ベルーダ、と呼んでください」

　淡々とした口調で名のった。





　　　　◇






　ベルーダの案内で、ルクレツィアは移動を始めた。機竜の座席にベルーダを相乗りさせると、指示通りに山道を下る。

　そして一時間ほどが過ぎただろうか。

　いっそ秘境とでも呼びたくなるほど奥まった場所に、その村はあった。相変わらず濃のう霧むが漂っているので、余計に秘境じみた印象を受ける。

「ほう。村というよりは、砦とりでに近いか……」

　立派な物もの見み櫓やぐらを見上げつつ、ルクレツィアは感心した。

「戦時中に建てられた砦を、村として再利用しています。再び、砦として機能するとは思っていませんでしたが」

　ある程度まで村に近づくと、ベルーダは機竜から華か麗れいに飛び降りた。

「殿下も早く降りてください。こんなモノに乗って村の入口に近づいたら、問答無用で撃たれる可能性もあります。まずは私のほうから、村人に事情を説明しましょう」

「うむ、了解だ」

　ルクレツィアは大人しく指示に従った。機竜をその場に停止させると、自分も飛び降りる。

　村の入口を目指して、足早に進むベルーダ。

　その背を追いかけるルクレツィア。

　少しでも遅れてしまったら、この真っ白な濃霧のせいで、ベルーダの小さな後ろ姿さえ見失ってしまいそうだ。

　やがて、ふたりは村の入口を通過した。

　素朴な家屋が建ち並ぶ様子は、ルクレツィアが過去に訪問したことのある村と大差ない。山岳民族が、閉鎖的な環境で築きあげてきた伝統や文化が、色濃く感じられた。

　村の中央には立派な砦が築かれているが、油断しているのか見張り番はいない。その事実が、ルクレツィアは少し気になった。

「この村は、まだ侵しん略りやくを受けていないようだな。族長殿のおかげか？」

「まあ……そうですね」

「族長殿は、在宅なのか？」

「今は祭壇のほうに詰めていますので、そちらに案内します」

　ベルーダは砦の脇を通過すると、村の奧おくへと進んでいった。

「祭壇……か。そういえば、タンタロス族の宗教は、山岳信仰だと聞いたことがあるぞ」

「はい。山に神が宿っているなど、前時代的で非科学的な宗教だとは思いますが」

「そんなことはない！　重要なのは、信仰心を通じて民族が一致団結することだ。健全なる信仰に基づいた民族は、とても美しい」

「……そういうものでしょうか？」

「うむ。確か、そなたらの教典には、殺人などの凶悪犯罪を禁じるような戒かい律りつは、なにも記されていないらしいな？　これは驚くべきことだ。ロサ・マリア教徒の『星書』にさえ、殺人、強盗、強姦、傷害、虚きよ偽ぎ……そうした罪を犯してはならないと、わざわざ記されているのに」

「殿下の話は……難しくて、よく解わかりません」

「すまなかった……私としたことが、つい熱く語ってしまった。ところで、ベルーダ。先ほどから気になっていたのだが、どうして仮面を付けているのだ？」

「幼少の頃、訓練中に火傷やけどを負いまして……お気になさらず。タンタロスの里では、よくあることです」

「そ、そうか。余計な質問だったな。許せ」

　そのとき、ベルーダは広場のような場所に出た。

　周囲に村人たちの気配はない。

　こつん……と、足音が変化したことに、ルクレツィアは気づいた。今、ルクレツィアの靴は綺き麗れいに研けん磨まされた石畳を踏んでいる。

　この広場だけ、足もとが整備されているのだ。しかも、石畳の表面は綺麗で、かなり真新しいようだ。

　そして最奥部には、宗教的な建造物──祭壇が建てられていた。

　ひときわ目を惹ひくのが、銀狼シルバー・ウルフの石像だ。

　銀狼シルバー・ウルフは、文字通り白銀の毛並みを持つ、珍しい狼を意味する。

　タンタロス族にとっては、山の神を象徴する神獣だった。

「ここが祭壇です」

「うむ。それは見れば解るが……族長はどちらに？」

　ルクレツィアは周囲を見わたす。

　濃のう霧むのせいで視界が悪いせいか、族長らしき人物の姿は見あたらない。それどころか、この広場にいるのは、ルクレツィアとベルーダだけだ。村人たちは出払っているのか。それとも、自宅に引きこもっているのか……？

「そうですね。族長なら、そこに──」

　ベルーダは、ちょうどルクレツィアが佇たたずんでいる石畳を、すっ……と指さした。

「他の村人たち全員と一緒に、埋まっている」

「貴様！」

　もはやルクレツィアはベルーダを敵と見なし、戦闘態勢に入っている。素早く魔ま剣けんを抜き放つと、ベルーダの背に突きつけた。

「タンタロス族だと思って信じたが……冷静に考えれば、革命派に協力するタンタロス族がいても不思議はなかったな」

「くくっ。そう慌てるな、ルクレツィア」

　ベルーダは、既に口調をがらりと変えていた。

「今は亡き先代族長・アーニャの後任を務めていたロジオンは、『タンタロス連邦王国』を建国するという壮そう大だい希け有うな目標に向かって、邁まい進しんしてきた人物。なおかつ皇統派を支持し、お前との接触を誰よりも望んでいた。それはもう……我ら革命派にとっては、目障りな存在だったのだ──」

「黙れ！」

　ルクレツィアは問答無用とばかりに、ベルーダに斬りつける。

　だが、ベルーダはひらりと後方に跳躍すると、距離を置いた。

「ちっ！　まずはその仮面を引っぱがし、素顔を白日のもとにさらしてやろうぞ！」

　石畳を蹴って、ルクレツィアはさらに斬撃を放つ。もはや鈍器に等しい魔ま剣けんは、しかし、ベルーダが懐から取りだした短刀に、呆あつ気けなく食い止められていた。

「ふっ。悪くない攻撃だが、まだまだ未熟」

　左手で短刀を支えつつ、ベルーダは右手で半月刀の柄を握りしめた。すらりと鞘さやから抜き放つと、その刃でルクレツィアの胴体を薙なぎ払はらおうとする。

「くっ！」

　間一髪で飛び離れるルクレツィア。ベルーダが予想以上の猛も者さだと悟る。その身体こそ小柄だが、ベルーダは間違いなく歴戦の勇士なのだろう。

　一定の距離を保ったまま、睨にらみ合あうふたり。

　次の瞬間、ベルーダは武器を小型ランチャーに持ち帰ると、照明弾を撃った。

　やがて──綿わた飴あめのような雲の中から、二隻せきの軍ぐん用よう航こう空くう艦かんと、三隻の輸送艦が降下する。

　続けざま、ルクレツィアの愛艦だったロスヴァイセが現れた。

　そして最後に─装甲機竜ブリュンヒルデが、神話に登場する巨神のごとく、ゆっくりとその全ぜん貌ぼうをあらわにした。

　頭上に現れた艦かん隊たいは、既に対地攻撃の準備を整えていた。どの砲門も、どの銃口も、ルクレツィアをぴたりと狙い澄ましているのだ。

　どう考えても、この勝負は詰んでいる。ルクレツィアが妙な真似をすれば、すぐさま砲弾と銃弾が雨あられのごとく飛んでくるだろう。

　そして──ブリュンヒルデの頭上には、見覚えのある少女が優雅に腰かけていた。

「くっくっく！　久しぶりだな、姉上……いや、〝逃亡皇女〟のルクレツィア！」

　今や革命派の指導者の地位に上り詰めたアンネゲルトは、嬉き々きとして叫んだ。





　　　　◇






「早くしろ」

　兵士たちに小突かれながら、ルクレツィアは広場の中央に引き出された。

　武器の類はすべて没収されたし、魔導工学式の手て枷かせを嵌はめられている。

　どう見ても、自力で解錠するのは不可能だった。

　しかも、今では数十機の機竜兵が村に降下して、ルクレツィアを完全に包囲している。

「さっさと、そやつを吊つるしてやれ」

　連行されるルクレツィアを満足げに眺めつつ、アンネゲルトはベルーダに命じた。

　村に戻ってすぐ、ベルーダは例の民族衣装を脱ぎ捨てて、革命派の紋もん章しようが縫い付けられた戦闘服スーツに着替えていた。仮面の迫力と相まって、独特の威圧感を醸かもしだしている。

「仰せのままに」

　ベルーダは祭壇の支柱の一本にロープを引っかけると、その先端をルクレツィアの手枷に結びつけた。続けざま、ベルーダがロープを強く引っぱると、ルクレツィアは万歳をした格かつ好こうで、ぷらんと吊つり下さげられた。

　踵かかとは地面から離れている。かろうじて爪先が地面を撫なでる程度に、ルクレツィアの肢し体たいは浮いていた。

「くっふっふ。この日を、どれほど待ち焦がれたことか……」

　アンネゲルトはルクレツィアの正面に立つと、力任せに襟えり首くびをつかんだ。そして、上衣を縦に引き裂いた。

「くっ……！」

　金ボタンが乱れ飛び、ふたりの足もとに転がる。

　前をはだけられ、豊かな谷間が覗のぞく。アンネゲルトは下ブ着ラも奪うばい取ると、床に放り捨てた。さらには、スカートも容赦なく引きずり下ろす。

「ぐっ……！」

　ルクレツィアは羞しゆう恥ちと屈辱のあまり、全身をブルブルと震わせた。

「くふっ。いい眺めだぞ、姉上様」

　あえて「姉上様」などと呼んだのは、もちろん皮肉だろう。どこまでも意地の悪い女に育ったものだ……と、ルクレツィアは内心で舌打ちをする。

「ほう。姉上様のことだから、てっきり乳ち房ぶさも筋肉でできているのかと思っていたが、誤解だったようだ。ふうむ、これはこれは……なかなか柔らかいではないか」

　無造作に乳房を揉もまれ、ルクレツィアは動どう揺ようする。

　このような狼ろう藉ぜきを受けるのは、生まれて初めてのことだ。

　なんとか歯を食いしばって耐えるが、精神的なショックのほうが大きかった。

「やっ、やめろ！　このような辱はずかしめを受けるくらいなら、死んだほうがマシだ！　さっさと殺すがいい！」

「おやおや。久しぶりに再会した姉妹ではないか。今となっては、妾わらわの血けつ縁えん者しやは姉上様のみ。ゼファロス皇室の家系に連なる者たちは皆、革命派が処刑したからな」

　アンネゲルトは酷こく薄はくを極めた笑顔を浮かべると、姉の乳ち房ぶさをつかむ手に、ますます力をこめた。

「あぐっ…………んっ！」

「はははははっ！　あの〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉が、か弱き乙女のごとく喘あえいでおるわ！」

「くっ……こ、このような真似をして、楽しいのか!?」

「ああ、楽しいに決まっておるだろう！　思い起こせば、妾わらわは幼少の頃より人と接するのが苦手でな。離宮に引きこもっては、読書や盤上ゲームに耽ふける日々……あのまま何事もなければ、妾は貴族のドラ息子に嫁がされた挙げ句、つまらぬ日々を送っていたことだろう。妾の人生だというのに、そこには妾の意思は皆無だった！　そして妾の意思など、誰も必要としてはいなかったのだ」

「…………」

「だが、サヴォナローラ殿は違った。この妾の価値を認め、あの装甲機竜ブリユンヒルデを与えてくれた。ついに妾は、単たん騎きで一国を滅ぼせるだけの力を手に入れたのだ！」

「……聞け、アンネゲルト。ただ壊すことしかできぬお前に、ブリュンヒルデは過ぎた兵器だ……」

「……なんだと？」












「誤って銃を手にした幼児の末路は、憐あわれなものだ。いずれ自己か他人を誤ご射しやし、多大な犠ぎ牲せいを払うことになる。強力な兵器であればあるほど、その使い手には高潔な精神が求められるということが、どうして解わからんのだ？」

「この期ごに及んで……妾わらわを幼児扱いするとはな！　いいだろう！　二度と生意気な口がきけぬよう、この場で粛しゆく清せいしてくれる！　キャサリンを持ってこい！」

　アンネゲルトが合図を送ると、周囲の機竜兵たちが動いた。

　村の外部、かなり強引に停泊させていた魔ま導どう艦かんロスヴァイセの格納庫から、大きな荷物を運んできたのである。

　どうやら、それがアンネゲルトのいう「キャサリン」らしいが……？

　台車に乗せられたキャサリンは、高さ数メートルの物体だった。

　深しん紅くの布が被かぶせられているので、依然として、その正体は謎のままだ。

　やがて、兵士たちはキャサリンを広場の中央まで運んできた。そして、深紅の布をばさりと剝はぎ取とった。

「あれは……!?」

　ルクレツィアは息を吞のんだ。

　キャサリンの正体とは──断だん頭とう台だいであった。

　巨大な刃を落下させることで、死刑囚の頸けい部ぶを一瞬で胴体から切り離す装置。

「妾がゼファロス革命を宣言して以来、キャサリンとその姉妹たちは、既に二千人以上の首を落としている。あの愚ぐ鈍どんな皇太子や第二皇子も含めてな」

「なんという、野や蛮ばんな……」

「それが大衆の本質だ！」

「だが、そういうお前は、決して大衆の味方というわけではないのだろう？」

「無論だ。大衆など、あくまで盤上の駒にすぎん。ゼファロス革命もまた、しょせんは盟主サヴォナローラ殿が進むべき道の通過点というわけだ」

「……機材のセッティングは、完了した。いつでもどうぞ」

　と、ベルーダがアンネゲルトに声をかけた。

「くっくっく……！」

　たちまち、アンネゲルトは会心の笑みを浮かべる。

「これが〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉の末路とは、憐れなものだ。いっそのこと、すべてに背を向け逃亡していれば、騎士国に亡命することもできたであろうに。それができなかった時点で、貴様の負けだ！」

「くっ……！」

　悔しいが、アンネゲルトの言葉は事実だった。

　感情にさえ縛られなければ──ルクレツィアはリラとともに、騎士国領にたどり着いていた可能性もある。

　それでも……ルクレツィアは、己の感情を捨てきれなかった。そこまで非情に徹するのは、やはり無理だった。タンタロスの民を、見捨てることはできなかったから──。

「そういえば、姉上様よ。知っておるか？　そもそも断だん頭とう台だいとは、受刑者の苦痛を軽減するための装置なのだ。そう考えると……妾わらわは優しいだろう？」

「…………」

「くくっ。もはや答える気力もなくしたか？」

「聞かせろ、アンネゲルト！　帝国を……どうするつもりだ？」

　ルクレツィアの真しん剣けんな問いかけに、しかし、アンネゲルトは嘲笑で応じた。

「ふっ、器が小さいぞ。たかが国家など、我ら〈デミウルゴス〉の野望が達成された暁には、無意味と化す。せめて『この星を』とか、『人類を』と訊たずねるべきだな」

「くっ……」

「まあ、よい。冥土の土産に教えてやろう。実はな、来たるべき〝賢竜王復活の儀〟に備えて、地ならしをしておきたいと思ってな」

「地ならしだと!?」

　ルクレツィアは愕がく然ぜんとした。

「うむ。賢竜王インボルクの前では、すべての人類は平等となる。皇帝だの国王だの貴族だのといった特権階級など、もはやなんの意味も為なさぬ。民衆は大好きだろう？　人類平等だとか、格差のない社会を実現する──などといった絵空事がな」

「…………」

「その絵空事を、我らが実現してやろうというのだ！　つまり、我ら〈デミウルゴス〉と愚民どもの利害は、図らずも一致しておるというわけだ！」

「本気でいっているのか!?」

「本気も本気！　賢竜王が復活するまでに、でき得る限り人類を平均化しておく──それこそが、我らが深遠なる計画の第二段階なり！」

「お前たちは狂っている！」

「いつの時代も、世界を導みちびくのは一握りの狂人と、圧倒的な暴力だ。それに──」

　その瞬間、どういうわけか、アンネゲルトは寂しげな表情を浮かべた。

「邪悪なロサ・マリア教がここまで普及してしまった以上、もはやサヴォナローラ殿の居場所など……どこにもないからな」

「……どういう意味だ？」

「ふっ。お喋しやべりがすぎたようだ。さて、そろそろ終わりにしてやろう──おっと、その前に……腐っても、貴様は皇女。その末路を飾るにふさわしい装いを準備してやろうではないか」

　アンネゲルトはベルーダになにかを命じると、これまでで最も残ざん酷こくな笑みを浮かべたのだった。




　──それから一時間後。

　ルクレツィアは純白の花嫁衣装に着替えさせられていた。

　ただし、両手首にはずしりと重い枷かせが嵌はめられている。

　髪は結い上げられ、頸けい部ぶは剝むきだしとなっている。冷たい山風が、サッとかすめていった。

　一般に、死刑囚は髪を短く刈られるのが慣かん例れいだ。髪が頸部を覆っていると、断だん頭とう台だいの刃に絡みつく可能性があるからだ。

　だが、アンネゲルトは花嫁らしい見た目を重視して、ルクレツィアの髪を刈るのではなく、結いあげるほうを選択したのだった。

　広場の中央に据えられた断頭台からは、深しん紅くのカーペットが伸びている。

　即席のヴァージン・ロードを、ルクレツィアは一歩ずつ歩かされていた。

「早く進まんか！」

　花嫁の背後には、騎銃を手にした兵士たちがずらりと並んでいる。

　ルクレツィアが歩みを止めないよう、威い嚇かくしているのだった。

　無論、この真っ赤な道の終わりで待つのは、神父でもなければ新郎でもなく……物いわぬ断頭台なのだ。

　いや、アンネゲルトにいわせれば、あの断頭台こそルクレツィアの新郎なのかもしれない。

「くくっ。どうした？　さすがの〈魔剣皇女シユヴエルトライテ〉も、恐れを為なしたかな？」

　と、断頭台の真横から、アンネゲルトが上機嫌で訊たずねてきた。

　アンネゲルトは今、断頭台の真横に丸テーブルと安楽椅子を設置して、ゆったりとくつろいでいる。

　丸テーブルの上には、ワインボトルとグラスが置かれていた。

「くくっ。祝杯をあげてやろう。この赤ワインはな、今日のためにとっておいたヴィンテージなのだ。ほれ、ラベルに貴様の生誕年が記されているだろう？」

　意地悪く笑うと、アンネゲルトはワインボトルを手に取った。

「……悪趣味も極まれりだな、アンネゲルト」

　断頭台へと至るヴァージン・ロードを進みつつ、ルクレツィアは告げた。

「ほう。まだ強がりをいえるだけの精神力が残っているとはな。さすがといいたいところだが……どこまで耐えられるかな？　くくっ、断頭台キヤサリンはもう、目の前ではないか」

「ぐっ……」

　喉の奥で唸うなるルクレツィア。

　その途と端たん、周囲の兵士たちが動いた。ルクレツィアを左右から抱えこむと、断だん頭とう台だいに至る階段を無理やり上らせたのだ。

　手て枷かせを嵌はめられている以上、ルクレツィアに抵抗の余地はなかった。あっという間に、断頭台の前に引きずり出されてしまう。

「おらっ！　さっさとそこに跪ひざまずけ！　頭をそこの穴に突っこむんだよ！」

　革命派の兵士は、もはやルクレツィアになんら敬意を払うことなく、そこらへんの死刑囚と同じ扱いをした。

「くっ……」

　四よつん這ばいになり、頭部を固定器具の丸穴に突っこまれる。

　眼下には、藁わらを編んで作った籠かごが置かれていた。何の変へん哲てつもない、農作業かなにかに使われていそうな籠だった。

　あんな籠に自分の生首が落ちるのか……と思うと、全身に鳥肌が立った。

　どうやら、死刑執行人はベルーダが務めるらしい。彼女は既に断頭台の脇に立ち、装置から伸びた綱を握っている。

　──タンタロス族を護まもりたい。

　その一心で山に残ったルクレツィアを、タンタロスの少女が処刑しようとしている。

　あまりに皮肉な現実を前に、ルクレツィアの胸は絶望で満たされていく……。

「では、始めよ！」

「御ぎよ意い」

　アンネゲルトの命を受け、ベルーダが応答する。

　──どうやら、リラは間に合わなかったようだな。無念だ……国家存亡の危機だというのに、私はこんな山の中で……朽ち果てるというのか？

「やれ！」

　アンネゲルトの厳命が、灰色に烟けぶる空に朗々と響く。

　ベルーダの、ロープを握っていた右手が、ゆっくりと動いた。

　その刹せつ那な、断頭台の刃をずっと支えていた力が、スッと失われ──

　鉄塊のごとき刃は自重に従い、鉛えん直ちよく落下。

　ルクレツィアの真っ白なうなじを目がけ、一直線に吸いこまれていく。

　──がきぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいん！

　すべてに終止符を打つように、残ざん酷こくな金属音が響きわたった。





　　　　◇






「どこだ、どこにいるんだ……ルクレツィア！」

　濃のう霧むに覆われたゼノグラヴィア山脈の上空──アッシュは焦しよう燥そう感かんに駆られつつ、ルクレツィアの姿を捜していた。

　先刻、アッシュたちは教官にも事情を説明し、出発した。

　目立つ魔導艇は使わずに、各々がドラゴンに騎乗している。

　シルヴィア＆ランスロット、レベッカ＆クー・フリン、マックス＆アリアンロッド、ルッカ＆ガウェイン、ジェシカ＆リアンノン、レイモン＆ブリギット──すべてが聖竜マエストロで構成された編隊だ。

　なお、エーコは変身した際の魔力消費量が多いので、魔力温存のためにも少女の姿で出陣した。

　アッシュとエーコを相乗りさせているのは、ランスロットだ。過去に何度か乗せてもらっているので、シルヴィアとの三人乗りも慣れたものだった。

「リラさんの証言から考えると、もう少し先の方だと思うわ！」

　と、クー・フリンに相乗りしているアーニャが声を張りあげた。やはり山岳地帯に関してアーニャの右に出る者はいないため、同行を決めたのだ。

　なお、山に入ったあと、アーニャの機動力を高めるために、バジリスクのクーも同行していた。今はクー・フリンの小脇に抱えられている。

「ううむ。濃霧のせいで視界が悪い。それに、改めて上空から見下ろすと……とんでもない山脈だな、ゼノグラヴィアは……こいつのせいで、世界が東西に分断されているといっても過言ではない」

　ランスロットの高度をさらに上げながら、シルヴィアは目をみはっている。

「改めて確認しておくぞ！　リラの話だと、アンネゲルトは艦かん隊たいを運用していたという。旗き艦かんは、我々もエスパーダで確認済みのロスヴァイセだ！」

　と、レベッカが念を押すように、声をかけてきた。

「そして航空艦が二隻せき。この二隻は旗艦の護衛だろうな。そして、機竜兵を輸送するための航空艇が三隻！　これほどの艦隊を隠すのは至し難なんの業だろうし、そもそも連中に隠すつもりはないだろう。これより、全力で敵艦隊を探索する！」

　レベッカの言葉に、アッシュたちは重々しくうなずく。

「頼む。無事でいてくれ、ルクレツィア……！」

　アッシュは祈るようにつぶやくと、眼下の山々に目を凝らすのだった。





　　　　◇






　──がきぃいいいいいいいいいいいいいいいいいいいん！

　それは、ルクレツィアの頸けい部ぶを胴体から切り離した音──のはずだった。

「……？」

　ルクレツィアはうっすらと目蓋を開く。

　そういえば、切り離された首には、しばらく意識が宿っているというが……？

　だが、ルクレツィアの双そう眸ぼうが捉えたのは例の籠かごだった。先ほどと同じ光景だ。

「私は……まだ生きている……？　はぁ、はぁ……」

　荒い呼吸を交えつつ、ルクレツィアは呆ぼう然ぜんとしている。

「はーはっは！　鳩はとが豆鉄砲を食ったような顔をしておるな！　その顔を見たかった！」

　と、アンネゲルトが年代物のワインを味わいつつ、喝かつ采さいをあげた。

「そもそも、こんな山奥で貴様を処刑するなど、愚の骨こつ頂ちようであろうが！　貴様の公開処刑に最もふさわしいのは、やはり帝都の中央広場に決まっている！」

「くっ！」

「もっとも、そう簡単に殺しはしないから安心しろ。貴様には別の使い道を用意してあるのでな。くふっ……帝都に帰り次第、貴様には死よりも残ざん酷こくな辱はずかしめを与えてくれる！　実はな、貴様にぴったりの〝魔薬〟を用意しているのだ！」

「魔薬だと!?　どこまで人を愚ぐ弄ろうすれば気がすむのだ……」

　どうやら、この場で殺されるのは免れたらしい。

　だが、死よりも残酷な辱めとは？　そして魔薬とは？

　それでも、この場で命を拾うことはできた。

　自分が生きてさえいれば──活路は必ず開ける。

　今はただ、そう信じるのみだ。

　ルクレツィアの心は、今なお折れてはいなかった。

「さあ、こやつをロスヴァイセに搬はん送そうしろ！」

　と、アンネゲルトが部下に鋭く命じる。機竜兵たちは「はっ！」と応じるや、ルクレツィアの身体を断だん頭とう台だいから引きはがした。そして、ルクレツィアの身柄を忌いま々いましげに運ぼうとしたのだが──。

　──どぉおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！

　刹せつ那な、着陸していた輸送艦の一機が、轟ごう然ぜんと炎を噴きあげた。

「なんだ!?」

　爆風に煽あおられた髪を片手で押さえつつ、愕がく然ぜんとするアンネゲルト。

「アンネゲルト様！　お下がりください！」

　複数の兵士たちがアンネゲルトの周囲に集まって、自らを楯たての代わりとする。

「アンネゲルト様！　あれは……ドラゴンですっ！　しかも聖竜マエストロばかり……ロートレアモン聖竜騎士団かもしれません！」

　アンネゲルトをかばいつつ、兵士のひとりが叫ぶ。

「バカな！　腰抜けの聖竜騎士団が、国境を侵おかしてまでルクレツィアを助けに来たというのか？　そんなはずがあるものか！」

　アンネゲルトは歯は嚙がみしつつ、はるか頭上の騎竜小隊を睨にらみつける。

　ロートレアモン聖竜騎士団といえば、あのウルスラ・Ｌ・セルウィンが率いていたことで有名だ。だが、その団長が裏切ったため、今は混乱状態に陥おちいっているはずだ。

　その瞬間、ルクレツィアだけは気づいた。

　──いや、違う！　あれは……聖竜騎士団ではない！　あれは……あれは……！

　そんなルクレツィアの期待に応じるように、

「大丈夫か、ルクレツィア！」

　天から降り注いだ呼びかけは、まさしくアッシュの声に他ならない。

「アッシュ！　私は……私は、ここにいるぞ……！」

　万感の思いで、ルクレツィアは叫び返していた。





"Rescue Operation ～A.S.B.1366.06～" is closed.








第八話　タンタロスの姉妹









　つい先刻のことだった。

　アッシュたちは空路で国境を越えて、ゼファロス帝国領に潜入した。ゼノグラヴィア山脈の向こう側に差しかかったのである。

　アヴァロン聖竜皇騎士団という身軽な立場だからこそ、遠慮なく越えつ境きようすることができた。今も混乱に陥っている騎士国政府に、このような決断はまず不可能だろう。

　しばらく空中から探索を続けていたら、とある村落が目に留まった。

　その村の周囲には、三隻せきの輸送機と、二隻の航空戦艦、そして見覚えのある小型魔ま導どう艦かん──ロスヴァイセが停泊していたのだ。

「ルクレツィアを確認したぞ！　あそこだ！」

　ルクレツィアの姿に気づくやいなや、アッシュは歓声をあげた。

「大丈夫か、ルクレツィア！」

「アッシュ！　私は……私は、ここにいるぞ……！」

　アッシュの呼びかけに、ルクレツィアも全力で応じてくれた。

「よし！　事前に打ち合わせた通りに進めていこう！　散開！」

　アッシュの号令に応じて、総勢六騎から成る騎竜部隊は散開し、各々に課せられた役割を果たすべく、ぐんぐんと加速していった。
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　アッシュたちが戦せん端たんの火ひ蓋ぶたを切ると同時に、アンネゲルト隊も動きだした。

「たかが六騎の騎竜編隊など、恐るるに足らんわ！　お前たちは散開し、対たい空くう砲ほう火かで奴らを撃ち落とせ！　それとベルーダ！　貴様はルクレツィアをロスヴァイセに移送せよ！」

　アンネゲルトはてきぱきと指示を下すと、ブリュンヒルデを発進させる。膨ぼう大だいな魔力を噴射すると同時に、猛スピードで蒼そう穹きゆうを駆け上がっていった。




　一方、アッシュたちよりも一足先に、山中に着陸していたアーニャは、バジリスクのクーに跨またがって、隠おん密みつ行動を始めていた。

「行くわよ、クー！　ドラゴンみたいな派手さはないけど、あたしたちも頑張らなくちゃね！」

　どんなに険けわしい山道だろうと、クーは楽々と走破する。やはりクーを連れてきて正解だったと、アーニャは思った。

　リラとムイシュキンも一緒だったら、さらに心強かったのだが、さすがに無理だった。

　リラ自身は同行を主張したのだが、ただでさえ憔しよう悴すいしていたし、なによりムイシュキンが体力的に限界だったのである。

「リラさんとムイシュキンの分も戦うわよ！」

　やがて、村の入口が見えた。

　──どんっ！　どおおおおおおおんっ！

　立て続けに爆発が発生する。アッシュたちが空爆し、敵機を破壊しているのだろう。どうやら作戦は順調に進んでいるようだ。

　アッシュたちが敵の注意を引いているおかげで、誰もアーニャとクーの存在には気づいてはいない。ここまでは作戦通りだ。

　アーニャは、村の入口付近にクーを停とめると、そっと内部を窺うかがった。

　真っ先に視界に飛びこんできたのは、断だん頭とう台だいだった。

　その脇に、人影がふたつ。

　──見つけたわ！

　ちょうど、ルクレツィアが小柄な女兵士に連行されているところだった。

　かなり衰弱している様子だが、ルクレツィアの態度は毅き然ぜんとしている。ルクレツィアが希望を失ってはいない様子を見て、アーニャは安心した。

　それよりも、あの女兵士は何者だろう？

　革命派の紋もん章しようを縫い付けた戦闘服スーツを着ているので、所属は明らかだ。

　だが、どういうわけか珍妙な仮面で顔を隠している。

　小柄な体型から察するに、きっとアーニャよりも年下だろう。

　いちばん不可解なのは、彼女の肌の色だった。

　どう見ても、彼女が山岳民族タンタロスであることを示しているのだ。

　──革命派に、無理やり徴兵された子どもかしら？

　アーニャは怒りを覚えた。

　帝国内部の動乱にタンタロスの子どもを巻きんだ挙げ句、あまつさえ兵士に仕立てあげるなど、言ごん語ご道どう断だんだ。

「行くわよ、クー！」

　アーニャの言葉に応じて、クーが駆けだした矢先だった。

「──！」

　仮面の女兵士がサッと振り返るなり、ナイフを投げたのだ。

「ぐっ！」

　アーニャは咄とつ嗟さに革鞭を振るうと、白刃を弾はじき飛とばした。

「お願い、あたしの話を聞いて！　あたしは敵じゃない！　もし革命派に無理やり協力させられているのなら、あたしを信じて！　必ず自由の身にしてあげるから！」

　相手に合わせて、アーニャはタンタロス語で叫んだ。

「……くくっ。なにをいうかと思えば。脳みそが花畑なのか？」

　だが、相手はゼファロス語で返してきた。重たげな仮面に遮られているせいで、ひどく聞き取りにくい上に、まるで老婆のような声音だった。

「なんですって!?」

　無論、アーニャもかつてはゼファロス帝国軍に協力していたので、ゼファロス語は完璧にマスターしている。

「自分はアンネゲルト様に忠誠を誓った戦士である！　我が主君の前に立ちふさがるというのなら、たとえ同じ〝山の民〟であっても殺す！」

　そう宣言すると、仮面の女兵士はルクレツィアの腹部に鉄拳を叩たたきこんだ。

「ぐはっ……！」

　一瞬にして、ルクレツィアは失神してしまう。

　これで、ルクレツィアが自力で逃亡するのは不可能となった。

　──やはり戦闘民族の血からは、逃れられないってわけなの……？

　アーニャが苦渋の決断を迫られている間にも、仮面の兵士はルクレツィアを地面に横たえた。

「我が名はベルーダ！　アンネゲルト様の腹心だ！」

　右手に拳けん銃じゆうを、左手に半月刀を構え、堂々と名のるベルーダ。

「戦いたくはない……同じ山岳民族タンタロスだもの。だけど、あたしにだって引き下がれない理由があるのよ！」

　アーニャはクーに騎乗したまま、歩兵のベルーダに対たい峙じする。

「クー！　全力でかかるわよ！」

「ぐるぉおおおおおんっ！」

　アーニャの闘気に呼応して、クーが大地を蹴る。

　すかさずベルーダが拳銃を撃ったが、クーは軽やかに回避しつつ、さらに突進。一気にベルーダとの距離を詰め、前肢を猛もう然ぜんと振るう。

　轟っと風が唸うなり、ベルーダの胴体を横薙なぎにした──と見えたのも一瞬のこと、ベルーダは軽業師さながら宙を舞っている。そしてアーニャの頭上から連射する。

「うぐっ！」

　うめくアーニャ。一発が左腕を、もう一発が左のふくらはぎをかすめたのだ。幸い肉には達していない。

「うぉおおおおおおんっ！」

　弾丸の雨あられを回避しつつ、クーが火炎弾を吐いた。ベルーダの着地点を先読みした攻撃。いくらベルーダが達人でも、着地の瞬間には隙が生じる。アヴドーチャに調教された軍用動物だけあって、クーは自分の頭で判断し、ベルーダの隙をついたのだ。

「ふんっ！」

　だが、ベルーダは気合一いつ閃せん──着地の寸前に半月刀を振るうと、クーの火炎弾を縦に斬り裂いた。とても人間業とは思えなかった。そして、再び跳躍。先ほどよりも、明らかに速度が増していた。

　──くっ、速すぎて……追いつけない！

　ベルーダの、乱舞のごとき挙動を目で追うだけで、アーニャには精一杯だった。少しでも油断すると、視界から完全に消きえ失うせてしまうのだ。

「ぐるるるっ!?」

　さすがのクーも、ベルーダの高速移動には翻ほん弄ろうされてしまっている。

　次の瞬間、クーの真横に着地したベルーダが、無造作とも思える仕草で蹴りを放った。

　──どごっ！

「くぉおおおおお……！」

　クーの巨体は呆あつ気けなく吹き飛ばされ、背後の大樹に激突。その寸前、アーニャはかろうじて跳躍し、背中から地面に落ちている。

　もし一緒に吹き飛ばされていたら、そこで戦いは終わっていただろう。

「くぅうううん……」

　クーは苦しげに悶もだえている。しばらくは戦えないだろう。

「そんな……！」

　アーニャは瞠どう目もくした。

　聖都エスパーダの駐艦場で、元首ドージエマキャベリの腹心ヴィットーリアが、クーを容赦なく蹴り飛ばしたことを思いだす。

　バジリスクの巨体を蹴り飛ばすという、そんな常識外れのことをやらかす人間が、他にも存在したという事実が、にわかには信じられない。

　どうやらベルーダは、あのヴィットーリアと同程度、あるいは……それ以上の実力者かもしれない。

「どうした？　たかが〝乗り物〟を失っただけで、もう降参か？」

「クーは乗り物なんかじゃない！　アヴドーチャさんから託された、大切な仲間よ！」

　アーニャは己を奮い立たせると、地を蹴った。

　確かにベルーダの力量は計り知れないが、だからといって、ここで尻尾を巻いて逃げるわけにはいかない。

　変幻自在の鞭を駆使して、ベルーダに迫るアーニャ。

　鞭の強みは、単なる打撃に留とどまらず、相手の手足や頸けい部ぶを絞めて動きを止めたり、相手の武器を奪うばったり……等々、応用範囲が広いことだ。

　無論、アーニャも複数の攻撃パターンを織り交ぜながら攻めている。大抵の歩兵なら鞭の動きを読み切れず、二手か三手で勝負は決する。それこそが〝鞭使い〟の定石だ。

「くくっ。どうした？　それがお前の本気か？」

　だが、ベルーダは鞭の軌道を先読みしているかのように、紙一重で回避する。

　と、ベルーダが右手の拳けん銃じゆうを放り投げた。

　見たところ、まだ弾は残っているはずだが──アーニャが怪け訝げんに思った瞬間、ベルーダの右手がアーニャの鞭を握りしめていた。

「──!?」

　常人ならば、高速で宙を駆け巡る鞭を摑つかもうなどと、考えたりはしないだろう。ましてやベルーダは銃を装備していたのだ。鞭の範囲外に退いて、拳銃を使ったほうが安全に決まっている。

　無論、アーニャもそれは解わかっているので、あえて攻めまくることで、ベルーダを自分の攻撃圏内に閉じこめていたわけだが……ベルーダは右手一本で、アーニャの戦術を軽く凌りよう駕がしてみせたのだった。

「アンネゲルト様の敵は──皆殺しだ」

　ベルーダの左腕が唸うなる。

　その手には、禍まが々まがしい半月刀。アーニャの頸けい部ぶを斬り裂こうと、鋭い弧を描く。

「ぐうっ！」

　アーニャは自ら鞭を手放すと、後方に跳躍。かろうじて回避はできたが、首に巻いていたマフラーだけは宙に残った。

　ふわりと空中を舞う、赤と黄色のボーダー模様のマフラー。

「──！」

　その瞬間、どういうわけか……ベルーダの視線が流れた。

　その武骨な仮面のせいで、ベルーダの表情までは判わからない。

　だが、確かにベルーダは、宙に舞ったマフラーに気を取られたのだ。

　達人同士の戦闘においては、致命的ともいえる一瞬が訪れた。

　アーニャは後方に跳躍しつつも、懐からナイフを抜いた。そして投とう擲てき。

　カッ！　と鋭い音が響いた。

　ベルーダの仮面の眉間部分に、鋭利なナイフが突き刺さる。

　そして──仮面は縦方向に、真っ二つに割れた。

「えっ……!?」

　啞あ然ぜんとするアーニャ。

　仮面の下から現れたのは──

「アヴドーチャ……さん!?」

　エスパーダ動乱のさなか、〈デミウルゴス〉に拉ら致ちされたアヴドーチャが、なぜだか敵としてアーニャの前に立ちふさがっている。

　エスパーダでの戦闘中、マオが口走った言葉が脳裏をよぎった。

　──うちの調査結果によるとやなぁ、確かにあんたらの家系は部族間の風習とかで複雑に入り組んどるけど、アヴドーチャとあんたは間違いなく、血の繫つながった姉妹や。

　マオの情報が本当なら、アヴドーチャはアーニャの実姉ということになる。

「……我が名はベルーダ。アヴドーチャなどという名は知らぬ」

　額から鮮せん血けつを流しつつ、冷然と応じるベルーダ。

　その態度に、アーニャはさらにショックを受けた。

　──まさか、記憶を……失っているの？

　よく見ると、アヴドーチャの表情は異常だった。特に、その双そう眸ぼうときたら、白目と黒目が反転しているかのように見える。ひどく禍々しい雰囲気だった。

「……そういうことか。〈デミウルゴス〉に捕まったあと、アヴドーチャさんは……なんらかの処置を施されたのね。そんなの……そんなのって──絶対に許せないわ！」

　アーニャは決然として、大地を蹴った。
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　事前に打ち合わせていた通り、アッシュたちは敵艦かん隊たいが離陸する前に奇き襲しゆうをかけた。

　敵部隊もすかさず対たい空くう砲ほう火かで応戦するが、聖竜マエストロたちは悠ゆう然ぜんと回避しながら、蒼そう穹きゆうを舞い続けている。

　既に、三隻せきの輸送艇は機関部から炎を噴きあげていた。もはや離陸は不可能だろう。

　その惨さん憺たんたる状況を前に、地上に残っていた機竜兵たちは慌てた。

　三隻の輸送艇は、機竜兵にとっては貴重な移動手段だ。それを失った以上、まだ攻撃を受けていない戦艦に拾ってもらうしかない。だが無情にも、二隻の軍ぐん用よう航こう空くう艦かんは機竜兵を置き去りにしたまま、浮上を始めていた。

　そうはさせじと、ドラゴンたちが魔導攻撃を次々と放ったが、さすがは軍用艦だけあって、魔導工学装置による防壁を展開する。

　二隻の戦艦の後方には、装甲機竜ブリュンヒルデの威容があった。真っ先に叩たたいておきたい対象だったが、二隻の戦艦は鉄壁のごとく魔導障壁を張り続けている。

　そして、アンネゲルトが騎乗すると同時に、ブリュンヒルデの双そう眸ぼうが発光した。




「──気をつけろ！　ブリュンヒルデが来たぞ！」

　レベッカが鋭い口調で注意を促すと、たちまちアッシュたちの間に緊張が走る。

「レベッカさんは姫様とルッカを連れて、あの二隻の戦艦を落としてください！　それと、周囲にはまだたくさんの機竜兵も残っています！　レイモンとジェシカは、アーニャと合流してくれ！　アーニャなら必ずルクレツィアを救いだして、合流ポイントに向かっているはずだから！」

　アッシュは団長としててきぱきと指示すると、シルヴィアの背中に声をかけた。

「じゃあ、姫様。いったん、お別れだ」

「了解だ。だが、くれぐれも無理はするなよ。今のお前は怪け我が人にんなのだ。エーコ……いうまでもないと思うが、アッシュを護まもってくれ」

「そんなの当たり前でしょ？　ていうか！　そんなこと、シルヴィアにいわれるまでもないことよ！」

　エーコの憤ふん然ぜんとした反応に、シルヴィアは怒るのではなく、苦笑で応じた。

「その意気だ、エーコ」

「姫様も気をつけてな。単たん騎きだと大したことない機竜兵でも、連携されると厄介な相手だから。ヴェロニカ王女の親衛隊ですら、エスパーダでは苦戦させられたし」

　アッシュが念を押すように告げると、シルヴィアは真顔になった。

「ああ、解わかっている。決して油断するつもりはない。いかなる勝負事であろうと、全力を尽くすべし──我が家の家訓だ」

「そうだったな」

　アッシュが微笑を漏もらしたそのとき、

「行くわよ、アッシュ！」

　エーコがアッシュの袖を引いた。既にアヴァロンの腕輪を手首から外している。

「よし、行こう！」

　アッシュとエーコは立ち上がると、轟ごう々ごうと唸うなる風に身を躍らせた。

　ぐんぐんと落下しつつ、エーコはアヴァロンの腕輪を投げる。

　そして──閃せん光こう。

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　絢けん爛らんたる聖竜鎧アルマダを装備したアヴァロン聖竜皇が顕現し、周囲の雲を一掃。と同時に、アッシュの全身も聖騎甲アークに包まれる。

「待っていたぞ、この瞬と間きを！　今度こそ、ひねりつぶしてくれるわ！」

　と、アンネゲルトの痛烈な叫びが、アッシュの耳じ朶だを打った。

　ぐんぐんと飛来する巨体は、あのブリュンヒルデ。

　乙女のような機体名とは裏腹に、規格外の大量破壊兵器。そして、その動力源は──転生を果たした冥竜王モルドレッドなのだ。

「その装甲板をぶち抜いて、モルドレッドを救いだす！」

　アッシュも怯ひるむことなく、堂々と叫び返した。

「ほう。あれだけの情報で、この子の動力源が冥竜王だと気づいたか。そこは誉ほめてつかわそう！　だがな、妾わらわが勝つことに変わりはない！」

　高度七〇〇〇の空域で、聖竜皇エーコと装甲機竜ブリュンヒルデは対たい峙じした。





　　　　◇






　廃はい墟きよと化した村落では、アーニャとアヴドーチャが戦闘を続けていた。

　すぐそばには断だん頭とう台だいが置かれ、その脇では花嫁姿のルクレツィアが失神している。

　一方、やや離れた大樹の根元では、クーが苦しげに横たわっていた。かろうじて意識を保っているが、アヴドーチャに蹴り飛ばされたダメージは甚大だったようだ。

「どうした!?　貴様、それでもタンタロスの戦士か！」

　アヴドーチャは完全に洗脳されているらしく、相手がアーニャだろうと攻撃の手を緩めはしなかった。

「お願い、アヴドーチャさん！　目を覚まして！」

　逆に、アーニャのほうは相手がアヴドーチャと解わかった途と端たん、動きが鈍ってしまったことを自覚している。

　たとえ洗脳されていても、〝断罪のアヴドーチャ〟の強さは健在だ。

　本気で殺すつもりで戦わないと、アーニャのほうが確実に殺される。

　──だけど、やっぱり……アヴドーチャさんを本気で攻撃するなんて、できない……。

　いつしか、アーニャの全身には無数の切り傷が刻まれている。ひとつひとつの傷は浅いが、それでも積み重なれば致命傷になりかねない。

「はああああっ！」

　刹せつ那な、アヴドーチャがトドメとばかりに半月刀を横薙なぎにする。

　鈍い銀光を放つ刃は、明らかにアーニャの頸けい部ぶを狙っていた。

「くっ……！」

　間一髪で回避するアーニャだが、上半身のバランスが崩れた。

　その隙を見逃すアヴドーチャではない。右足が鋭利な弧を描きつつ、アーニャの脇腹を痛打した。

「うぐっ！」

　ザザッと地面を滑りつつ、アーニャは煩はん悶もんした。

　呼吸が詰まり、全身が麻ま痺ひしたような感覚に陥おちいっている。

　このままでは、確実に殺される──。

　と、アヴドーチャがゆっくりと近づいてきた。アーニャのすぐ脇に立つと、冷然と見下ろす。

「……同胞としての、せめてもの慈悲だ。一瞬で楽にしてやろう」

　つい先ほど、自ら放り捨てた拳けん銃じゆうを、アヴドーチャは拾いあげた。

　その照しよう準じゆんは、アーニャの頭部にぴたりと定められている。

「ぐっ……！」

　アヴドーチャは実の姉かもしれない──その情報をつかんだときにはもう、アヴドーチャは〈デミウルゴス〉に拉ら致ちされていた。

　ならば必ず救出し、アヴドーチャ本人の口から真相を聞きださねばならない。

　そう決意したアーニャにとって、この結末はあまりに残ざん酷こくなものだった。

「貴様の亡なき骸がらは、この山に埋めてやる。故郷の土に還かえるのだ」

　アヴドーチャは無感情につぶやくと、引き金に添えた指に力をこめていく。

　ついに観念し、アーニャが目を閉じたそのときだった。

「ぐるぉおおおおおおおおおおおおおおおんっ！」

　戦闘不能に陥っていたクーが、アヴドーチャとアーニャの間に割りこんできたのだ。

　壮絶な咆ほう哮こうとともに、一歩、また一歩とアヴドーチャに近づいていく。

　そんなクーの威い嚇かくを前にしても、アヴドーチャは怯ひるむどころか、

「ちっ。しつこい獣だ」

　冷淡につぶやくと、かつての愛獣に向けて容赦なく発砲した。

　右耳、右肩、左前肢、左肩……残ざん酷こくな銃弾が、クーの肉体を次々と穿うがっていく。

「ぐるるるるっ！」

　それでもクーは止まらない。

「このっ！」

　ついに、五発目の銃弾がクーの眉間を貫いた。

「ぐぉおお……！」

　全身を血で真っ赤に染めながら、それでもクーはゆっくりと進み続ける。

「なっ……なんなのだ、こやつは……!?」

　さすがのアヴドーチャも、クーの鬼気迫る雰囲気にさらされて、動どう揺ようを見せた。

　だが、そこで限界が訪れた。

　クーはふらりとよろめくと、アヴドーチャの足もとで倒れ伏したのだ。最後に、アヴドーチャを愛いとおしむように──その爪先をぺろりと舐なめると、そっと力尽きた。

「クー!?」

　アーニャは悲涙をこぼしつつ、絶叫した。

　だが、当のアヴドーチャは、アーニャの叫びなど耳に入ってもいない様子で、

「なんだ？　なんなのだ、この後味の悪さは……？」

　アヴドーチャはクーの行為が理解できずに、戸惑っている。

「こんなの……こんなのって……！」

　アーニャは力を振り絞る。全身の筋肉を痙けい攣れんさせながらも、なんとか立ち上がった。

　クーがどんな思いで死んでいったのか──それを思うと、涙があふれて止まらない。

「まだクーの気持ちが解わからないの!?　うああああああああああああああああっ！」

　アーニャは絶叫すると、アヴドーチャの頰ほおに渾こん身しんの拳を叩たたきこむ。

　意外にも、アヴドーチャは回避の素振りすら見せなかった。

「目を覚ましてよ！　あなたは〝断罪のアヴドーチャ〟！　高潔な戦士だったのよ！」

　アーニャはアヴドーチャに馬乗りになると、さらに拳を振るう。殴れば殴るほど、その痛みは自分自身に返ってくるような気がした。

　それでもアーニャは殴り続ける。

「……!?」

　やがて、アーニャはハッと気づいた。

　アヴドーチャの瞳から、大粒の涙があふれているのだ。

「もっとだ、アーニャ。もっと……妾わらわを殴ってくれ……妾が不ふ甲が斐いなかったばかりに……クーちゃんを…………殺してしまった………………」












「アヴドーチャさん!?」

　アーニャは拳を止めて、アヴドーチャを見つめた。

　あの禍まが々まがしかった表情は消きえ失うせ、言葉遣いも以前のように戻っている……！

　問とい質ただしたいことは山ほどあったが、アーニャはアヴドーチャを強く抱き締めると、

「お帰りなさい、アヴドーチャさん……ううん、姉さん」

　そういって、ただただ泣き続ける。

「そうか……そなた、事実を知ったのじゃな」

　アヴドーチャは姉の顔をして、アーニャの頭を優しく撫なでた。

　と、そのとき──

「うぉおおおおおおおん！」

　クーがむくりと起き上がると、まるで姉妹の再会を祝福するように、朗々と雄お叫たけびをあげたのである。

　アーニャもアヴドーチャも、目をぱちくりさせた。

　今や四本の足でしっかりと大地を踏みしめているクーは、全身に力をこめると、肉にめりこんでいた銃弾を勢いよく排出する。致命傷と思われた眉間の傷からも、原型を失った弾頭がポロリとこぼれ落ちた。

「ははっ！　考えてみれば、対人用の銃弾ごときが、クーちゃんの肉を貫通できるはずがなかったのじゃ！」

「良かった……ほんとに良かった！」

　アヴドーチャとアーニャは涙をボロボロとこぼしつつ、愛らしいバジリスクに力いっぱい飛びつくのだった。




「──おぉい、アーニャ！　大丈夫か!?」

「あなたは……アヴドーチャさんじゃありませんか!?」

　しばらくして、村落の上空を通過しようとした二騎から、男女の声が降り注いだ。

　レイモンとジェシカである。

　アーニャとの合流ポイントに向かう途中で、この村に差しかかったのだろう。

　レイモンとジェシカは、慌てて村の中央に着陸した。

　アーニャが事情を説明すると、ふたりは心から喜んでくれた。

「なんじゃ、お主ら？　いつの間に、聖竜マエストロの主人になっておったのじゃ？」

　対照的に、アヴドーチャは狐きつねにつままれたような顔をして、猛たけ々だけしい聖竜マエストロに成長したブリギットとリアンノンを眺めている。

　レイモンとジェシカは得意満面で、自分たちのパルをお披ひ露ろ目めするのだった。

「……おっと、和んでばかりはいられん。そなたらは、これからどうするつもりじゃ？」

　真顔に戻って訊たずねたアヴドーチャに、アーニャは答えた。

「ルクレツィア殿下を保護したら、あらかじめ決めておいた合流ポイントで、レイモンとジェシカに拾ってもらうつもりだったんですけど、運良くこの村で合流できました。なにより、今回の作戦はルクレツィア殿下の救出が最優先事項なんです」

　まだ失神しているルクレツィアを介抱しつつ、アーニャは答えた。

　と、なにやら悪戯いたずらを思いついた少女のように、アヴドーチャは笑った。

「妾わらわはな、やられっぱなしというのが、いちばん気に食わん性格でな。いっそのこと──あいつを奪だつ還かんするというのは、どうじゃ？」

　アヴドーチャの鋭い眼まな差ざしの先には、魔ま導どう艦かんロスヴァイセの優美な姿があった。





"Coo ～A.S.B.1366.06～" is closed.








第九話　冥くらき竜の王









　戦況は、アッシュたちに有利な方向に進んでいると思われた。

　アンネゲルトが擁ようする艦かん隊たいのうち、二機の軍ぐん用よう航こう空くう艦かんと三機の輸送艇は、既に聖竜マエストロたちの遠距離弧撃魔法によって航行不能に陥おちいっている。

　各々の任務を着実にこなしたレベッカ、シルヴィア、マックス、ルッカの四騎は、今ではアッシュに合流し、ブリュンヒルデを撃墜すべく空戦を続けている。

　一方、着陸したまま沈黙を保っていた敵旗き艦かんのロスヴァイセにも、意外な変化が起きていた。

　ロスヴァイセは革命派の旗を捨てると、ゆっくりと浮上を始めたのだ。

　と、ロスヴァイセが発光信号を送ってきたので、アッシュは意識を集中させた。

『アッシュ？　ロスヴァイセはどうなってるの？』

　エーコが念話で訊たずねてくる。

「う～ん。あの手の信号は、授業で習ったような気もするけど……」

　軍用の信号なのは理解できたが、座学の苦手なアッシュには読み取れない。

「まったく、君という奴は……」

　と、アッシュの脇に飛来したマックスが、眼鏡を指で押しあげつつ、ロスヴァイセの信号に注目する。

　やがて、あのマックスにしては珍しく、表情を活いき活いきと輝かせた。

「朗報だぞ、アッシュ！　あの信号はアーニャが発信しているんだ。ルクレツィアを救いだしただけでなく、ロスヴァイセの奪だつ還かんにも成功した。既にレイモンとジェシカも合流しているから、心配は要らないだろう」

「やったな！」

　アッシュは喝かつ采さいをあげた。ロスヴァイセの奪還については、決して計画していたわけではなかったので、望ぼう外がいの幸運といえる。

　このままロスヴァイセが騎士国領に入れば、アッシュたちの第一戦術目標「ルクレツィア皇女の救出と保護」は完了するというわけだ。

　無論、まだ油断はできない。アッシュたちの前には、依然としてアンネゲルトの駆かけるブリュンヒルデが立ちふさがっているのだから。

　初めて対戦したとき、アッシュたち生徒会役員は手も足も出なかった。かろうじて奇策が功を奏し、撃退はできたものの、実質的には敗北だったといえる。

　だが、今回は──あのときとは違う。

　あのエスパーダ動乱を通じて、アッシュたちは確実に力をつけた。

「行こう、みんな！　アンネゲルトさえ倒せば、この戦いは終わりだ！」

　アッシュが檄げきを飛ばすと、仲間たちは「おおっ！」と応じてくれた。




「ちっ。仲良しごっこなど反へ吐どが出る！　ドラグヴェンデル発射！」

　冥めい槍そうグングニルを掲げたアンネゲルトが叫ぶ。

　たちまち、ブリュンヒルデが誘導弾を大量に発射した。

　無数の金属筒が白い尾を引きながら、ぐんぐんとドラゴンたちを猛追してくる。おそらくドラゴンの魔力に反応する仕掛けなのだろう。

「思いだせ！　防御魔法で防ごうとすると、落とされるぞ！」

　すかさずレベッカが注意をうながす。そう、ドラグヴェンデルには竜族の防御魔法を強制的に解除する仕掛けがほどこされているのだ。

　だが、今回は相手の手の内が判明しているので、初戦のときと比べると、皆は落ち着いていた。冷静に回避しつつ、竜族の吐息ブレスで誘導弾を地道に落としていく。

　だが、それでもアンネゲルトは余裕の笑みを浮かべていた。

「ふん！　多少は学んだようだが、こちらも武装を強化している。装弾数は前回の三倍なのだ！　ドラグヴェンデル第二射……撃て！」

　再び大量の誘導弾が発射されたと見る間に、

「まだまだだ！　第三射、撃てぇえええええっ！」

　と、間髪を容いれずに、アンネゲルトはさらなる号令を発する。

　まだ一射目と二射目の誘導弾も飛び交っているというに、そこに第三射が加わった。

　今やゼノグラヴィア山脈上空の宙域には、大量のドラグヴェンデルが描いた白い航跡が縦横無尽に残留し、蜘く蛛もの巣さながらの様相を呈している。

「くっ、誘導弾が多すぎる！」

　魔槍ゲイ・ボルグを駆使しつつ、レベッカが苦々しげに叫ぶ。

「いくらなんでも、キリがない！」

　聖騎銃アロンダイトで誘導弾を個別に撃ち落としつつ、シルヴィアも焦しよう燥そう感かんをにじませている。

「このままじゃ……騎竜演舞も、できない」

　真新しい聖騎甲アークを装備したルッカも、今や回避だけで精一杯の様子だった。

「これでは前回の二の舞だ！　どうする、アッシュ!?」

　マックスも防戦一方に追いこまれつつ、アッシュに問いかけてくる。

　アッシュとエーコも、飛び交う誘導弾には手を焼いていたが──

「そうだ！」

　そのとき、アッシュの脳裏にひとつのビジョンが甦よみがえった。

　聖都エスパーダで、エーコが見せた魔導攻撃を思いだしたのである。

　聖竜鎧アルマダを完成させた、今のエーコなら──できるかもしれない。

「エーコ！　エスパーダのときみたいに、やれるか!?」

『あたしもね、ちょうど同じことを考えていたところよ！』

　と、アッシュの声に応じて、エーコの念話が返ってきた。

　エーコの鼻先には、既に巨大な魔法円が燦さん然ぜんと輝いている。

『行っくわよぉ！　聖竜皇家のセイクリツド・息吹・ブレイズ・星閃メテオライト』

　エーコの宣告と同時に、数百単位の星閃メテオライトが発射された。

　光線タイプの魔導式誘導弾は、個々のドラグヴェンデルに次々と襲いかかっては──次々と破壊していく。

　誘導弾よりも、エーコが放った星閃メテオライトのほうが圧倒的に速い。

　しかも星閃メテオライトのうち数発は、誘導弾ではなくブリュンヒルデに猛もう然ぜんと襲いかかった。

「ちいっ！」

　アンネゲルトは舌打ちを交えつつ、ブリュンヒルデを回避させる。

　だが、星閃メテオライトは肩部に搭載された二門の魔導砲バルムンクに直撃し、破壊音が轟いた。そして、炎と煙が噴き上がる。

「──!?」

　さすがにショックだったのか、表情を歪ゆがめるアンネゲルト。

『はっ！　いくら冥竜王モルドレツドを動力源にしてるといっても、しょせんは機械兵器！　今のあたしの敵じゃないわ！』

　エーコは痛烈な念話をアッシュに送ると、

「ぐるぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおんっ」

　朗々と雄お叫たけびをあげた。

　大気がビリビリと震え、眼下に広がる山々は鳴動する。

　山に棲せい息そくしていた鳥たちが、いっせいに羽ばたいた。

「ぐぬっ！」

　その波動は、ブリュンヒルデにも確かに伝わっていた。

　まるで風に煽あおられているかのように、その機体がぐらぐらと揺れているのだ。騎乗しているアンネゲルトも、必死で身体を支えている。

　既に、この戦域の高度は一万近くに達していた。ここで転落したら、アンネゲルトといえども一巻の終わりである。

「ちっ！　なるほど、あの猛将ボロディンを撃退しただけのことはある。だが……！」

　アンネゲルトは忌いま々いましげに吐き捨てると、冥めい槍そうを振りかざす。

　重厚な金属音とともに、ブリュンヒルデの上うわ顎あごと下した顎あごが全開となった。

　そこから覗のぞいているのは、大型戦艦の主砲に匹敵する魔導砲だ。

　どうやら、魔導エネルギーの充じゆう塡てんは完了しているようだ。

　またたく間に、砲口の前方に巨大な魔法円が構築される。

「主砲ダインスレイフ──発射」

　アンネゲルトの絶叫が、絹を裂くように響く。

　膨ぼう大だいな魔力エネルギーが大河の激流のごとく、一直線にエーコの巨軀を目指した。

「エーコ！」

　回避を命じようとしたアッシュだが、しかし、エーコは泰たい然ぜんとしていた。

『聖竜皇家の楯・セイクリツド・シールド・絶対障壁アイギス＝フイール』

　エーコの念話が響いたかと思うと、前方に巨大な魔法障壁が構築される。

　と同時に、エーコの前身を包む聖竜鎧アルマダの装甲が、神秘的に輝いた。

　直後、壮絶な轟ごう音おんとともに、敵の主砲ダインスレイフがエーコの魔法障壁に激突する。

　あれほどの熱量だ。当然ながら、アッシュは衝撃にそなえて身構えたのだが──。

『ふっ。この程度が主砲っていうんだから、笑っちゃうわね』

　エーコから届いた念話は、まだまだ余裕たっぷりだった。

　聖竜皇家の楯・セイクリツド・シールド・絶対障壁アイギス＝フイールの強度は、アッシュの想像を軽く凌りよう駕がしていたのだ。

　事実、障壁はもちろんのこと、エーコの巨体もびくともしていない。

　アッシュ自身もまた、眼がん前ぜんであれほどの衝突現象が起こっているというのに、微風すら感じていなかった。まるで、映像でも見ているような感覚だった。

　やがて、アンネゲルトにとって最後の切り札──主砲ダインスレイフによる大量破壊攻撃は、徐々に減衰していった。

　相手が航空艦かん隊たいならば、一発で壊かい滅めつさせられるほどの攻撃のはずだ。

　アンネゲルト自身、一撃必殺のつもりで撃ったのは、その表情を見れば明らかだ。

　それほどの攻撃を、エーコは完璧すぎるほど完璧に、防いでみせたのだった。

「なっ……そ、そんな…………！」

　もはやアンネゲルトは茫ぼう然ぜん自じ失しつ。しかもダインスレイフの砲身からは、炎と黒煙が朦もう々もうと噴き上がっている。熱暴走でも起こしたのかもしれない。

「エーコ、今だ！」

　アッシュが叫ぶと同時に、エーコは動いた。聖竜鎧アルマダが燦さん然ぜんと煌きらめいて──ほとんど瞬間移動に等しい速度で、ブリュンヒルデの真っ正面に移動している。

『雑魚は引っこんでなさい』

　あのエーコにしては珍しく、感情を押し殺した口調だった。まるで、格の違いを見せつけるかのように──。

　そして、エーコの前肢がブリュンヒルデの肩部装甲を鷲わしづかみにする。

『今よ、アッシュ！　あたしがブリュンヒルデを押さえてる間に、アンネゲルトを！』

「よし！」

　満まん身しん創そう痍いとはいえ、今のアッシュは聖騎甲アークを装備している。このままブリュンヒルデに飛び移れば、アンネゲルトの拘こう束そくは容易なはずだった。魔導結社〈デミウルゴス〉の情報を聞きだす必要があることを考えると、ここで死なせてしまうわけにはいかない。

「ふっ。どうやら、ここまでのようだ」

　ところが、アッシュがブリュンヒルデの頭部に飛び移ろうとした瞬間、アンネゲルトが不穏な動きを見せた。

　冥めい槍そうグングニルの刃先を、まるで鍵穴に鍵を差しこむようにして、ブリュンヒルデの頭頂部に突き刺したのだ。

「あのゼノグラヴィアの山を、貴様らの墓標にしてくれるわっ！」

　もはや狂犬のごとく絶叫すると、手にした槍やりを半回転させる。

　重苦しい金属音は、解錠の音によく似ていた。

　その刹せつ那な、ブリュンヒルデが激しく発光した。厳密には、各種装甲の継ぎ目という継ぎ目から、深しん紅くの光こう芒ぼうが炸さく裂れつしたのだ。

　あまりのまぶしさに、アッシュたちは虚をつかれた。

『ちょっ、なんだっていうの!?』

　エーコの念話。明らかに戸惑っている。

　あまりのまぶしさに、エーコはブリュンヒルデの本体を手放してしまう。

　一方、騎乗していたアンネゲルトもまた、ブリュンヒルデの頭部から放りだされ、宙を舞っていた。金糸のような髪が、漆黒のドレスの裾が、絢けん爛らんたるリボンが、強風に激しく煽あおられている。

「くくっ！」

　それでもなお、アンネゲルトは嗤わらっていた。

　高度一万の空に投げだされてもなお、どうして嗤っていられるのか──。

「貴様らに、最高の花火をプレゼントしてやろう！　この眼で確認できぬのが、唯一の心残りだがな！」

　忌いま々いましげに捨すて台詞ぜりふを残すと、アンネゲルトは呪文を詠唱する。

「来たれ、冥星の恩おん寵ちようよ……〈転移〉！」

　アンネゲルトの全身が、複雑な魔法円に包まれる。

「くっ！　この期ごに及んで、まだ逃げるつもりか!?」

　今にも消えてしまいそうなアンネゲルトを追おうとするアッシュだったが、

「そいつから離れろ、アッシュ！　アンネゲルトは〝花火〟と告げた！　おそらく、ブリュンヒルデを自爆させるつもりだ！」

　レベッカが鋭く叫ぶのが聞こえた。

　事実、魔力を持たないはずのアッシュでさえ、ブリュンヒルデの本体からは、理屈では説明できない圧迫感が感じられるのだ。

「エーコ！　今すぐブリュンヒルデから離れるんだ！　嫌な予感がする！」

　エーコは素早く方向転換すると、加速した。不気味に発光を続けているブリュンヒルデから、どんどん離れていく。

　シルヴィア、レベッカ、マックス、ルッカの四騎も、エーコに合流を果たした。

　直後、ブリュンヒルデの巨体が炸さく裂れつした。

　目の前に、もうひとつの太陽が出現したかのような閃せん光こう。

　周囲の大気が、荒波と化したかのような爆風。

　隕いん石せきのごとく山々に降り注ぐ、無数の残ざん骸がい。

『ぐっ！　卑ひ怯きような真似を……大丈夫、アッシュ!?』

　エーコはアッシュをかばいながら、なんとか耐えている。魔導障壁を展開させる余裕がなかったため、聖竜鎧アルマダの物理防御特性のみで防ぎきったのだ。

「あ、ああ……俺なら大丈夫だ……」

　アッシュはエーコの頭部から振り落とされないよう、懸命に身体を支えつつ応じた。

「だけど、ブリュンヒルデの内部には、モルドレッドの転生体が閉じこめられていたはずだ。俺たちは結局、モルドレッドを救うことはできなかったのか……」

　いくら冥竜王といえども、あの爆発の中心部に位置していた以上──。

「くそっ！　止められなかった！　もしかしたら、聖竜皇家と冥竜王家の戦いを終わらせるチャンスだったかもしれないのに──」

　アッシュが拳を握りしめると、

「いや、違うぞアッシュ。どうやら……我々は最悪の事態を迎えたようだ」

　緊張気味につぶやいたのは、シルヴィアだった。

　よく見ると、ランスロットが全身の毛を逆立てている。

　いや、ランスロットだけではない。クー・フリンもアリアンロッドもガウェインも、警けい戒かい心しんを剝むきだしにしているのだ。

『なんなの!?　この嫌な感じは……』

　エーコもまた、ブルルッと巨体を震わせていた。その震えは、騎乗しているアッシュにもひしひしと伝わってくる。

　やがて、爆煙が晴れた先──その空域には、漆黒の卵が浮かんでいた。

　卵の周囲には、嘔おう吐と感を催しそうなほど濃密な魔力が満ちて、いかなる攻撃をも通しそうにない魔導障壁を構築している。

　事実、聖竜鎧アルマダを装備したエーコですら、その卵には近づけない様子だった。

　殻の表面には、古代文字を思わせる紋もん章しようが刻まれている。おそらくは──冥竜王家の家紋なのだろう。

　卵の両脇には、不吉を象徴するかのような、黒い翼が生えている。

　──あの卵は……。

　よく似た現象を、アッシュは思いだしていた。

　首都フォンティーンで、エーコが初めて覚かく醒せいしたときのことだ。

　あのときは、純白の卵から竜化ドラグナイズしたエーコが誕生したのだった。

「まさか！　冥竜王モルドレッドが、覚醒しようとしている……!?」

　アッシュの額から顎にかけて、冷たい汗が伝い落ちる。

　──どくん。どくん。どくん……。

　と、アッシュは鼓こ動どうのような音を感じとった。実際の音ではなく、脳に直接、響いてくる。その拍動に合わせるように、漆黒の卵はどんどん肥大化していく。まるで、起爆の瞬間に刻一刻と近づいていく爆弾のようだった。

『どうやら、ここで決着をつける必要があるみたいね』

　と、エーコが念話をよこしてきた。

『これは聖竜皇家と冥竜王家の戦い──ったく、ご先祖様の尻ぬぐいをさせられるのは癪しやくだけど……仕方がないわ。今すぐシルヴィアたちは退避して！　それと、アッシュ！　あんたも誰かに相乗りさせてもらって、この空域から離脱して！』

　エーコの言葉に、アッシュは愕がく然ぜんとした。

「待て、エーコ！　聖竜皇家の末まつ裔えいとして、自分だけで決着をつけたいっていう気持ちは理解できる。だけど──」

『まだ解わからないの!?　あたしには、なんとなくだけど……解るの。こいつと本気で戦ったら……きっと、あんたたちを巻きこむわ。最悪、あのゼノグラヴィア山脈だって吹き飛ばしちゃうかもしれない。もし、あたしの強すぎる力のせいで、あんたたちを傷つけたりしたら──』

「それでも、俺はエーコの騎士なんだ！」

『……!?』

「聞いてくれ、エーコ。確かに今の俺は重症患者だし、こうして騎乗しているだけで精一杯……足手まといなのは事実だろう。それでも、俺はエーコと一緒に戦うぞ！」

『アッシュ……』

　エーコはなおも戸惑っている様子だったが、

「ふぅ……仕方あるまい──」

　一連のやり取りを聞いていたシルヴィアが、溜ため息いき交じりに告げた。

　どうやら、エーコの念話は仲間たちにも届いていたようだ。

「ここはアッシュとエーコに任せよう。我々は今すぐロスヴァイセに合流し、ルクレツィア王女の保護を最優先事項とする！　この場は頼んだぞ、エーコ！」

『任せて！　あたしを誰だと思っているの？』

　普段は口くち喧げん嘩かの絶えないエーコとシルヴィアだが、今は心を通い合わせていた。

　そして──レベッカ、シルヴィア、マックス、ルッカの四騎が離脱した直後、漆黒の卵の殻に、ピシッ……と亀裂が生じた。

　今や卵のサイズは、エーコの巨軀と同等にまで肥大化している。

「来るぞ……！」

　アッシュがつぶやくと同時に、殻の亀裂の隙間から、縦にずらりと並ぶ紅眼ひとみの列が覗のぞいた。続けざま、割れ砕けた硝子ガラスのごとく、殻の破片が四方に散って──

「ぐるぉぁああああああああああああああああああああああああああああああっ」

　聖竜皇エーコにも匹敵する咆ほう哮こうが、周囲の雲を轟ごう然ぜんと吹き飛ばした。





"Nehalennia, Again ～A.S.B.1366.06～" is closed.








第十話　ゼノグラヴィアの決戦









　凄絶な雄お叫たけびとともに、冥竜王モルドレッドは、その全ぜん貌ぼうを現した。

　漆黒の毛並みに覆われた体たい軀くは、エーコと互角の巨大さを誇ほこっている。

　九つの瞳は、爛らん々らんと燃え盛っているかのよう。

　頭部の左右に生えた巻き角は、悪魔的な雰囲気を感じさせる。

　──どんっ！　どんっ！

　と、モルドレッドは問答無用で、強烈な吐息ブレスを山に向けて放った。

「ぐるぉおおおおおおおおおおおっ！」

　ただ本能の赴くままに、自らの破壊衝動に突き動かされている様子だった。やや離れた宙域に滞空しているエーコにさえ、目もくれない。まるで聖竜皇エーコの存在でさえも、ただ単に破壊すべき風景の一部と見なしているかのようだった。

　──ずがぁあああああああああああああああああんっ！

　轟ごう音おん。たちまち、はるか眼下の山々が削られていく。

　瑞みず々みずしい緑に彩られていた山林が、紅ぐ蓮れんの炎に包まれていく。

　このまま攻撃が続けば、雄大な山脈に点在している村々も、無事ではすまない。

　ウェントワースのような山さん麓ろく都市や、その周辺部にだって被害は及ぶだろう。

　今ではもう、山に棲せい息そくしている鳥や獣たちも、いっせいに大移動を始めていた。

　かつてアーニャが表現したように──今、山は哭ないている。その激しい慟どう哭こくは、山に慣れ親しんでいないアッシュでさえ、感じとることができた。

　もはやモルドレッドは、一匹の暴竜と化している。こうなると天災に等しい。このまま放置していたら、いずれ世界地図を書き直さねばならなくなるだろう。

「早くモルドレッドを止めないと！　だけど、これじゃあ手がつけられないぞ!?」

　アッシュが苦渋の声を漏もらすと、

『たぶん……ずっとブリュンヒルデの内部に閉じこめられていたせいだと思うわ。怒りのあまり、正気を失ってるのね……』

　エーコの念話からは、同情の気持ちが伝わってきた。

「そういうことか……」

　アッシュもまた、モルドレッドに憐れん憫びんの情を抱く。

　モルドレッドはずっと、単なる動力源として隔離され、魔力を吸い上げられるだけの日々を送っていた。それどころか、間接的とはいえ、ずっとアンネゲルトに騎乗されていたともいえる。

　ドラゴンは本来、相パ棒ルとして定められた相手しか乗せることはない。今のモルドレッドにとって、パルと呼べる相手はカサンドラ王女だけだ。

　ところが、パルでもないアンネゲルトに、モルドレッドは一方的に搾取されていた……その屈辱感ときたら、どれほどだっただろう。

　今のモルドレッドを突き動かしているのは、鬱積してきた負の感情なのだ。

「ぐぉるるるっ!!」

　と、次の瞬間、モルドレッドがエーコに注意を向けた。

　九つの瞳がギョロリと蠢うごめいて、一斉にエーコを凝視している。

　エーコという存在が、単なる風景の一部ではなく──自分が本当に戦うべき相手だと、今さらのように認識したのかもしれない。

『くっ……！』

　ただ睨にらまれただけで、アッシュは金縛りに遭ったかのように、全身を緊張させた。

「ぐぉおおおおおおおおるぁああああああああああああああああああああっ」

　と、激情を剝むきだしにしながら、モルドレッドが動いた。先端の尖とがった双翼をはためかせると、一直線にこちらに向かってくる。

　そして、衝突。

　──どぉおおおおおおおおおおおおおんっ！

　互いに額と額を突きあわせ、前肢も突きだして、がっぷりと組み合う。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

「るぁあああああああああああああああああああああっ！」

　互いに威い嚇かくしつつ、聖竜皇と冥竜王は壮絶な力比べを始める。

　驚くべきことに、モルドレッドの膂りよ力りよくはアッシュの想像をはるかに超えていた。

　聖竜鎧アルマダを装備したエーコを相手に、互角に踏ん張っているのだ。

『ぐうっ！　こいつ……聖竜鎧アルマダもないくせに、なんて力なの!?』

　エーコが忌いま々いましげに念話を飛ばしてくる。

「なんとか堪こらえてくれ、エーコ！」

　エーコを励ましつつ、アッシュは思考を巡らせる。

　──このまま冥竜王と戦う……本当に、それでいいのか!?　なんだろう、この釈然としない気持ちは……。

　そう、アッシュは先ほどから疑問に思っていた。

　アッシュとエーコにとって、モルドレッドは明確な敵のはずだった。

　しかし、魔導結社〈デミウルゴス〉に捕らわれて、ブリュンヒルデの動力源としてのみ利用されているモルドレッドを目まの当たりにして、アッシュたちは義憤の念を抱いた。

　そもそも、エーコとモルドレッドが戦う理由とは──なんなのか？

　しょせんは、先祖の代から繰り返してきた争いにすぎない。

　こんな負の連鎖を、ただ次世代に持ちこすだけで、本当に良いのだろうか。

　今こそアヴァロン聖竜皇家とネハレンニア冥竜王家の闘争に、終止符を打つべきではないのだろうか。

　それに、ブリュンヒルデの内部で静かに眠っていたモルドレッドの表情は、とても清らかで、以前のような邪気は感じられなかった。実際、あの一癖も二癖もありそうなカサンドラ王女が、命を賭けて護まもろうとした相手なのだ──今のモルドレッドは。

「そうだ。負の連鎖は、やっぱり俺たちの代で断ち切るべきなんだ。エーコとモルドレッドが和解すれば、聖竜皇家と冥竜王家の戦いを終わらせることだって、必ずできる！」

　だが、そんなアッシュの切実な想おもいを裏切るように──

「ぐぅおるぁああああああああああああああっ！」

　モルドレッドが顎を限界まで開くと、問答無用で零距離射撃を放つ！

『ぐぬぬっ！』

　なんとか聖竜皇家の楯・セイクリツド・シールド・絶対障壁アイギス＝フイールを展開することで、エーコは耐え忍ぶ。

　だが、エーコが持ちうる最強の楯たてでさえ、モルドレッドの吐息ブレスを相殺することはできず、単に軌道を逸そらせることしかできなかった。

　エーコの絶対障壁の表面を削るようにして、怒ど濤とうのごとく放たれた吐息ブレスは、綺き麗れいな放物線を描きつつ──山岳部を直撃した。

「なんて破壊力だ……！」

　アッシュは戦慄した。一瞬にして、峰のひとつが消滅したのである。

『……大丈夫よ。あの地域に、人が住んでる気配はなかったわ。だけど……このままだと本当に、すべての山が削られる羽目になるわよ？　もう、モルドレッドに正気を取り戻させるのは、無理かもしれない……』

「くっ！　やるしかないのか!?　だけど、こんなことって……！」

　せっかく、希望の光を見いだすことができたのだ。聖竜皇家と冥竜王家の戦いに、終止符を打つことができるかもしれない──と。

『あぁもう！　せめてナヴィーがいてくれれば、なにか解決策を考えてくれたかもしれないのに！　一体、あいつはどこでなにをやっているのよ!?』

　モルドレッドの重圧をなんとか押おし留とどめつつ、エーコが叫ぶ。

　そう、ナヴィーはずっと姿を消したままだ。

　そして、アッシュとエーコが窮きゆう地ちに立たされているにもかかわらず、ナヴィーが帰ってくる気配はない。

　今まさに、アッシュは決断を迫られていた──。
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　そこは、赤と黒を基調とした異空間だった。

　博物館や美術館のような、様々な造形物を並べたエリアと、芸術家のアトリエを思わせる作業場のエリアが併存している。

　少なくとも、この世のどこかではなさそうな場所だった。

　ただ、ネハレンニア冥竜王家の家紋が至るところに見られるあたり、どうやらここは、冥竜王家のドラゴンたちが先祖代々、利用してきた遣けん竜りゆう工こう房ぼうなのではないか──。

　ロートレアモン騎士国の第二王女にして、冥竜王モルドレッドの新たな主人となったカサンドラは、そんな風に結論づけた。

　カサンドラの肉体は、今なお現実世界に存在している。薬師キーラが調合した魔薬〈ガラテア〉を服用した結果、生き人形と化したのだ。

　では、この不思議な空間で、孤こ独どくに思考を続けているカサンドラは──すなわち、幽体だった。しかも、その幽体は遣竜工房に飛ばされていたのである。

　モルドレッドとの契約が影響しているのかもしれないが、事実はなにも解わからない。

「あたしが、バカだったのね……」

　幽体となって以来、何度も繰り返した言葉が、また漏もれた。

　そう……今のカサンドラは、〈デミウルゴス〉に加盟したことを悔いている。

　あのサヴォナローラという男は、極めて危険だ。

　いや、そんなことは最初から解わかっていた。

　危険だからこそ、惹ひかれたといっていい。

　だが……その危険さは、カサンドラの予想を凌りよう駕がしていた。

　なによりも許せなかったのは、モルドレッドの転生体に対する扱いだ。

　サヴォナローラにとって、モルドレッドは装甲機竜ブリユンヒルデの部品──魔力供給炉にすぎなかったのである。

　モルドレッドがブリュンヒルデの動力源として組みこまれた直後、カサンドラはサヴォナローラに叛はん旗きを翻ひるがえした。自分でも意外だったが、カサンドラはモルドレッドに対して、母性愛ともいえる愛情を覚えていたのだ。

「わたしが、もっとしっかりしていれば……あの子を酷ひどい目に遭わせることもなかったのにね……結局、天罰が下ったんだわ……」

　カサンドラが自嘲の笑みを浮かべたそのときだった。

　突如、眼がん前ぜんの空間に歪ゆがみが生じ──豪ごう奢しやな造りの扉が構築されたのだ。

「──こんにちは」

　そこから現れたのは、あの幼竜エーコによく似た面影を持ちながらも、大人の色香を感じさせる、妖艶な女だった。

「あなたは……？」

「わたしはナヴィー。竜種の記憶ドラグワースを司つかさどる人格──といえば解るかしら？」

　モルドレッドの主人となって以来、カサンドラは竜族について、自分なりに調査を続けてきた。

　なので、竜族が竜種の記憶ドラグワースと呼ばれるデータベースに、莫ばく大だいな情報を記録していることは、知識としては知っていた。まさか、人格が付随しているとは知らなかったが……。

「……そのあなたが、あたしになんの用かしら？」

「もしかしたら……と思って、この空間に跳躍してきたんだけど。さすがは冥竜王家の遣けん竜りゆう工こう房ぼうだけあって、侵入するのに時間がかかったわ。だけど、あたしの予想通りだった。やっぱり、あなたはここに転移させられていたのね──カサンドラ第二王女」

「……もはや王女でもなんでもないわ。今のわたしは、無力な虜りよ囚しゆうよ」

「そうね。確かに、あなたは無力だわ。だけど、あなたと契約を交わしたモルドレッドには、大いなる力が秘められている。それが今、魔導結社〈デミウルゴス〉のいいように利用されているというのは、癪しやくだと思わない？」

「なにがいいたいの？」

「あなたが本当にモルドレッドのためを想おもっているなら──あの子を解放することもできるのだけど」












「……詳しい話を、聞かせてもらえるかしら？」

　どうせ、このまま異空間に閉じこめられているだけでは、なにも進展しないのだ。

　カサンドラはすがるような気持ちで、ナヴィーを見つめ返した。




「まずは、これを見てちょうだい」

　ナヴィーの指先が魔導的な輝きを発すると、空中に仮想ディスプレイが構築された。

「ゼノグラヴィア山脈の上空。高度一万の空域よ」

　抜けるような青空を背景に──とてつもなく巨大なドラゴンが二体、組み合っていた。

　一方は白銀の毛並みが美しく、頭部には騎士を乗せている。

　他方は漆黒の毛並みが艶なまめかしく、頭部には誰も乗せてはいない。

「まさか、黒いほうのドラゴンは……モルドレッドなの!?」

　カサンドラは映像に釘くぎ付づけとなった。

「さすがは飼い主、といったところかしら。直感的に察したようね」

「一体、どういうことなの？」

「今現在、現実世界で進行している戦闘よ。つい先ほど、アッシュたちはブリュンヒルデの破壊に成功したわ。厳密には、アンネゲルトが自爆させたんだけどね。だけど、魔導工学装置から解放されたモルドレッドは……覚かく醒せいと同時に、暴走を始めたのよ」

「そんな……」

「アッシュとエーコは、そんなモルドレッドを正気に戻すために戦っているわ。だけど、モルドレッドに蓄ちく積せきされた負の想念は、予想以上だった。このままだと……アッシュとエーコは地上の人々を救うために、モルドレッドを倒すことになるでしょうね」

　ナヴィーの話を聞きながら、カサンドラは怪け訝げんに思った。

　どうして、ナヴィーの表情は憂うれいを帯びているのだろう？

　今ここでモルドレッドを殺せるなら、アッシュたちにとっては本望のはず。今のモルドレッドは破壊衝動に突き動かされているだけで、その戦い方は極めて原始的である。

　アッシュとエーコが本気を出せば、今のモルドレッドを殺すのは、それほど難しいことではないだろう。先祖代々、敵対してきた冥竜王家の末まつ裔えいを倒せるとならば、今は絶好の機会ではないか……？

　そんなカサンドラの考えを見抜いたのか、ナヴィーが口を開いた。

「あなたはアッシュ・ブレイクという男を侮っているわね。今の彼は、聖竜皇家と冥竜王家の間で、脈々と受け継がれてきた闘争の歴史に、終止符を打とうとしているのよ」

　カサンドラは呆ぼう然ぜんとした。あまりにもスケールが大きすぎる。

　一体、アッシュ・ブレイクとはいかなる少年なのか……？

「実はね、わたしにはちょっとした予知能力があるの」

「急に話が飛んだわね？」

　カサンドラは眉をひそめた。

「もちろん、すべてを完璧に予知できるわけではないわ。わたしが予知できるのは、竜族全体の命運に関すること──それだけよ。しかも、百パーセント的中するというわけでもないの。まあ、百科事典に付加された、オマケ的な機能ってところかしらね」

「…………」

「そういうわけだから、わたしが予知した未来について、人前で仄ほのめかすことは滅めつ多たにしないんだけど──今回は特別よ。このままだと、アッシュとエーコは一時間以内に、モルドレッドを駆く逐ちくせざるを得なくなるわ」

「……大体の事情は理解したわ」

　カサンドラは顔を上げると、毅き然ぜんとしてナヴィーを見み据すえた。

「あなたは、このカサンドラ・ロートレアモンに、なにを望むというのかしら？」

　その問いを待っていたとばかりに、ナヴィーは微笑ほほえした。

「古来より、冥竜王家のドラゴンたちは、あまり人間を信頼していなかったの。それゆえに、人類との契約には、独自の契約ルールを定めていたのよ。特例中の特例というわけね」

「その特例とは？」

「あなたが許可すれば、モルドレッドとの契約解除も可能ということよ」

「なんですって!?」

「もちろん単に解除しただけでは、モルドレッドは星精アストラルの補給先を失って、呆あつ気けなく死ぬだけよ。それでは意味がないわ」

「まさか……？」

「そう、別の人物と再契約させるのよ。これはわたしの憶測だけど、今のモルドレッドを鎮しずめられる者がいるとすれば、前世のモルドレッドと縁があった彼女しか思いつかない。たとえ前世の記憶は失っていても、そういう感情は、意外と残っているものだから」

「……解わかったわ」

　もはや、ナヴィーの言葉に従う以外、モルドレッドを救う方法はなさそうだった。

　せっかく契約できたモルドレッドを手放すのは、身を引き裂かれるくらい辛からい。

　だが、モルドレッドの命を救えるというのならば──なにを迷う必要があるのだろう。

　カサンドラは心を決めた。

「了解したわ。でも、ひとつ教えてちょうだい。新たな飼い主の候補というのは……？」

　カサンドラの問いかけに対して、ナヴィーは誇ほこらしげな笑みを浮かべた。

「彼女の名は──」
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　そろそろ陽が傾きはじめている。

　今や西の空は、朱に染まりつつあった。

　ゼノグラヴィア山脈の、はるか上空にて──

　エーコとモルドレッドは、依然として肉弾戦を続けている。

　下手に距離をおくと、モルドレッドは容赦なく遠距離攻撃を放つだろう。そうなれば、またしても地形が変わるほどの被害が及ぶことになる。

　既にモルドレッドは、眼下で延々と連なる峰のうち、いくつかを消滅させていた。

『くっ、なんて体力なの！　モルドレッドの奴、まったく衰える気配がないわ！』

　と、エーコが念話を送ってくる。

「なんとか耐えてくれ、エーコ！」

　エーコに励ましの言葉を送ると、アッシュは考える。

　──考えろ、考えるんだ！　どうすれば、モルドレッドの怒りを鎮しずめることができるんだ!?　結局、モルドレッドを殺害する以外に道はないというのか？

「──ふふっ。相変わらず苦労が絶えないわね、アッシュ」

　そのとき、轟ごう々ごうと唸うなる風の隙間を縫うように、艶つやっぽい声がアッシュの耳じ朶だを打った。

「今の声……ナヴィーか!?」

　ハッとして、アッシュは顔を上げる。

　エーコとモルドレッドが戦っている宙域の、さらに上空──そこに浮遊しつつ、実体化したナヴィーは艶然と微笑ほほえんでいた。

『ちょっと、ナヴィー!?　あんた、今までどこ行ってたのよ！』

　たちまち、エーコが憤ふん然ぜんと念話を送る。

「お生あい憎にく様さま。詳しく説明している時間はないわ。これから、カサンドラ王女とモルドレッドの契約解除の儀式を行うから！　あなたたちは、とにかくモルドレッドを拘こう束そくしてちょうだい！」

「ちょっと待て！　契約解除って、どういう意味だ!?」

　アッシュが愕がく然ぜんとして叫んだが、ナヴィーは説明を省いた。

「まずはモルドレッドの拘束が先！　頼んだわよ！」

　ナヴィーがなにをするつもりなのか、アッシュには解わからない。カサンドラとモルドレッドの契約を解除するなど、本当にできるのだろうか？

　そもそも、契約を解除したあとはどうするのだろう？　そのまま契約者不在という状況が続けば、いずれモルドレッドは死ぬしかなくなるが──。

「安心して、アッシュ。あなたが望むように、わたしが導みちびいてあげるわ！」

　ナヴィーは瞑目すると、呪文の詠唱を始めた。もはや声をかけても返事はないだろう。

　と、モルドレッドの注意が、ナヴィーのほうを向いた。ナヴィーがなにかを目もく論ろんでいると察知したのだろう。

「ぐるるるるっ！」

　ナヴィーが滞空している宙域に向けて、モルドレッドが加速する。

「エーコ、今はナヴィーを信じよう！」

　アッシュは決意した。ナヴィーがどのような策を考えているのか、それは解らない。

　だが、少なくとも、ナヴィーがアッシュたちと同じ未来を望んでいることだけは、ちゃんと伝わってきたのである。

『了解よ！』

　エーコも大人しくアッシュの指示に従うと、どんっ！　と音をたてて加速した。

　ぐんぐんとナヴィーに迫るモルドレッド。その口蓋に沿って、びっしりと並んだ牙の列が、呪文詠唱を続けるナヴィーに迫ろうとした寸前、

『そうはさせないわっ！』

　エーコはナヴィーを背中でかばいつつ、モルドレッドの胴体に組みつく。左右の前肢で相手の胴体を抱えこむと、力任せに締めあげた。

「ぐるぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」

　モルドレッドが苦く悶もんの叫びを放つが、エーコはなおも離さない。

「効いてるぞ、エーコ！」

「ぐぁあああああああああっ！」

　と、モルドレッドが雄お叫たけびをあげると、エーコの左肩に容赦なく食らいつく！

「エーコ!?」

　アッシュはエーコの身を案じるあまり、顔から血が引く思いで叫んだ。

『心配は無用よ！　あたしが精根こめて創つ成くった聖竜鎧アルマダを、舐なめないでよねっ！』

　と、エーコが誇ほこらしげに念話を送ってきた。幸いにも、聖竜鎧アルマダの肩部装甲が、モルドレッドの牙を辛からくも防いでいたのだ。

「良かった……」

　アッシュはホッと胸を撫なで下おろす。

　そのときだった。

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ……」

　突然、モルドレッドが苦しげに呻うめきはじめたのだ。

　エーコの絞め技が効いているだけ──ではなさそうだった。

　モルドレッドの全身から、魔力の粒子が立ち上り、まるでオーラのように漂いはじめたのである。

　そして、エーコとモルドレッドの頭上で閃せん光こうが炸さく裂れつした。

「あれは！　確か、カサンドラ王女の背中に刻まれていた〈星刻〉と同じ……！」

　記憶の糸をたどりつつ、アッシュは叫ぶ。

　そう、間違いない。モルドレッドの頭上に浮かび上がっている紋様は、冥竜王家のドラゴンと契約した者に刻まれる、〈星刻〉そのものだった。

「──契約解除、完了よ」

　と、ナヴィーが満足げに宣言してみせた。

「ぐるるるる……」

　その途と端たん、モルドレッドが苦しげに唸うなりはじめた。漆黒の毛並みに覆われた巨体の周囲には、今や光の粒子が大量に漂っている。おそらくは、途中で経路を断たれ、行き場を失った星精アストラルなのだろう。

「それじゃあ、次は再契約と行きましょうか」

　と、ナヴィーが悠ゆう然ぜんと告げるのだった。
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　シルヴィアたちを乗せた魔ま導どう艦かんロスヴァイセは、刻一刻とゼノグラヴィア山脈を離れつつあった。

「とりあえず、山さん麓ろく都市ウェントワースを目指してくれ。軍の施設もあるから、首都にもスムーズに連絡できるはずだ」

　シルヴィアの指示に、操縦士を務めるアーニャはうなずいた。ずっとエスカヴァロンの操縦士を務めていただけあって、慣れたものだった。

　操そう舵だ室しつには、アーニャとシルヴィアの他に、レベッカ、マックス、レイモン、そしてアヴドーチャも顔をそろえている。

　なお、ルクレツィアはまだ意識を失っているため、先ほど医務室に収容した。ルッカとジェシカが看病しているので、そちらの心配は要らないだろう。

「このペースなら、あと五時間ほどでウェントワースに到着するわ」

　アーニャの言葉に、一同はホッと安あん堵どの表情を浮かべる。

「無論、何事もなければ──の話じゃろうがな」

　と、アヴドーチャが余計な一言を付け加えて、緩みかけた空気を緊張させる。

　そのときだった。

『──ごめんなさいね。少しの間、アーニャを借りるわよ？』

　突然、ナヴィーの念話が全員の脳裏に響いたかと思うと、操舵席に着いていたアーニャの姿が、忽こつ然ぜんと消きえ失うせたのである。

「なっ、なにがどうなっている!?」

　シルヴィアが啞あ然ぜんとして叫ぶ。

「ちょっ、アーニャが消えたぞ！　だ、誰が操縦を引き継ぐんだよ？」

「くっ！　こんなことなら、僕も操縦技術を学んでおくべきだったな……」

　レイモンとマックスも額に汗を浮かべている。

　アーニャの他に操縦技術を持つ人物といえば、ユニスが挙げられるが──今はミラベルとともに、ウェントワース市で待機中である。

「一体、ナヴィーがアーニャになんの用があるというのだろうな？　いや、それよりも……問題は操舵士だな」

　レベッカが冷静につぶやいた途と端たん、艦がぐらりと傾いた。

「うわあああああっ！」

　たちまちレイモンが尻餅をつく。

「ぐっ!?　このままでは、本当に墜落するぞ……！」

　シルヴィアも転びそうになりながら、危機感をあらわにして叫ぶ。

「まったく……仕方ないのぅ。妾わらわに任せておけ」

　と、さすがは元傭よう兵へいだけあって、アヴドーチャが操舵席に着いた。わずか十秒と経たたぬ間に、艦の状態を安定させる。

「た、助かった……感謝する、アヴドーチャ殿」

　シルヴィアが丁重に礼を述べたが、しかし、アヴドーチャは聞いてもいなかった。

「ええい、ナヴィーよ！　もし、妾わらわの可愛かわいいアーニャの身になにかあったら……容赦せんからなあああっ！」
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「いっ、いやあああああああああっ！　どうなってるの!?」

　アーニャが転送された先は、ゼノグラヴィア山脈の上空だった。操縦士としての経験から、高度はおそらく一万ほどだろうと推測する。

　だが、そこは安全な艦内ではなかった。

　──漆黒の巨竜の、頭頂部なのである。

　しかもアーニャのはるか頭上には、巨大な紋もん章しようが浮かび上がっていた。

「おおい、アーニャ!?」

『噓うそ!?　どうして、アーニャがあんなところに？』

　と、アッシュの声が響くと同時に、エーコの念話が頭に伝わってきた。

　アーニャが乗っている漆黒の巨竜は、聖竜皇エーコが全力で押さえつけているところだったのだ。そしてエーコの頭部には、アッシュの姿があった。

「……ということは、このドラゴンって！」

　アーニャはようやく、自分が騎乗しているドラゴンが、冥竜王モルドレッドなのだと気づいた。いや、騎乗というよりは、ただ乗せられているだけなのだが。

　アーニャの耳もとでは、轟ごう々ごうと風が唸うなっている。

「ううっ……」

　あまりの高度に、アーニャは恐怖した。全身がブルブルと震えを帯びる。これくらいの高度など、魔ま導どう艦かんに乗っているときは平気だったのだが……。

　少しでもバランスを崩せば、あっという間に転落死だ。アーニャはその場で四よつん這ばいになると、必死でモルドレッドの頭部にしがみついた。

「──タンタロス族の元族長、アーニャ。ネハレンニア冥竜王の新たなる飼い主に、最もふさわしい存在……」

　と、疾風の音に紛れて、深みのある女声が響いた。

「……？」

　アーニャは恐る恐る顔をあげた。

「ふふっ。久しぶりね、アーニャ」

　声の主はナヴィーだった。こんな状況でも悠ゆう然ぜんと、モルドレッドの巻き角に腰かけているのが、いかにもナヴィーらしい。

「ナヴィーさん？　一体、あたしをどうするつもりなの!?　こっ、こんなところに転送されたところで、あたしになにができるっていうのよ？」

「あなたに望むことは、ただひとつ──偉大なる冥竜王の、新たな主人となるのよ」

「なっ、それって……!?」

「かつてはジュリアス王子に憑ひよう依いし、ミルガウスとして活動していた頃……モルドレッドが最も目をかけ、気遣っていたのが、他ならぬあなただった。そんなあなただからこそ、モルドレッドの飼い主になれる可能性なら、充分にあるわ」

「あ、あたしが……冥竜王モルドレッドの飼い主に!?　つ、つまり……あたしに竜飼い人ブリーダーになれっていうの？　そ、そんなことが……本当に可能なの!?」

「いっておくけど、ただの竜飼い人ブリーダーじゃないわよ。あなたが任じられるのは、『ネハレンニアの騎士』──『アヴァロンの騎士アツシユ』に匹敵する、最強クラスの竜騎士ドラグナーなのよ」

「……！」

　あまりにも話が壮そう大だいすぎて、アーニャは絶ぜつ句くしてしまう。

「そうそう、まだ状況が吞のみこめていないようだから、補足しておくわ。冥竜王モルドレッドはね、先ほどカサンドラ王女との契約を断たれたばかりよ。今はまだ、体内に残留している星精アストラルのおかげで生存できているけど……このままだと、いずれ死ぬわ」

「そんな！」

「迷っている時間は、もうないの。それと、限界が近いのはモルドレッドだけじゃないのよ。アッシュだって、傍はた目めには平気そうに見えるけど……ちょっとでも気を抜いたら失神してしまうでしょうね」

　アーニャはハッとして、エーコの頭部に騎乗しているアッシュに視線を巡らした。

　ナヴィーの言葉が本当なら、アッシュが今も騎乗していられるのは、強きよう靱じんな精神力のおかげなのだろう。

　その瞬間、アーニャは決意した。

　アッシュは今も命懸けで戦っている。

　──だったら、あたしだって……！

「解わかったわ、ナヴィー！　正直、ぴんと来ないけど……」

　アーニャは勇気を奮い立たせると、ゆっくりと立ち上がった。

　ナヴィーは満足げに微笑ほほえむと、いつになく優しい口調で語りかけてきた。

「自信を持って、アーニャ。思い起こせば、あの〝騎竜祭〟の日、あなたがアッシュと初めて巡り会ったのも、すべてはこの日のためだったのかもしれないわ」

「えっ……!?」

「そもそも、エーコが誕生するきっかけを作ったのも、元はあなただったわね。あなたは自分が思っている以上に、この星の雄大なる〝歴史の流れ〟に、深く関わっているの。さあ、受けいれるのよ──ネハレンニア冥竜王家の〈星刻〉を！」

　ナヴィーが朗々と宣告した途と端たん、閃せん光こうが走る。

　その直後、宙空に浮かんでいた紋もん章しよう──冥竜王家の〈星刻〉が、雷らい撃げきのごとくアーニャの背中を直撃した。

「うぐっ──うぁああああああああああああっ！」

　あまりの衝撃に、アーニャは絶叫する。まるで、背中に無数の釘を打たれているかのような感覚だった。





　　　　◇






「アーニャの背中に、冥竜王の〈星刻〉が刻まれたのか……!?」

　アッシュが啞あ然ぜんとしてつぶやくと、

「ネハレンニア冥竜王家のドラゴンにのみ許された、特別な魔法よ。といっても、そう何度も繰り返せるものでもないわ。たとえ冥竜王とはいえ、これが正真正銘、最後の契約になるわね」

　今もモルドレッドの巻き角に腰かけつつ、ナヴィーは悠ゆう然ぜんと答えた。

『アッシュ！　モルドレッドとアーニャの間に、星精路アストラル・フロウが構築されたみたいよ！』












　と、エーコが念話を飛ばしてくる。

「これでモルドレッドが星精アストラルの枯渇で死ぬことはなくなったわけだな。だけど、こいつの怒りはまだ収まっていない……！　なんとかして正気に戻さないと！」

　事実、モルドレッドは懸命にエーコの拘こう束そくを振りほどこうと躍起になっている。

　エーコが解放したら最後、またしても大暴れするのは目に見えていた。

「アーニャ。モルドレッドを鎮しずめるのは、新たな飼い主となったあなたの仕事よ」

　ナヴィーが凜りんとして、アーニャに指示を送った。

「だ、だけど、どうやって……？」

　アーニャは息も絶え絶えになっている。

　背中に無理やり〈星刻〉を転写されたばかりなのだから、無理もない。意識を失わずにすんだのは、戦闘民族として鍛えられてきたおかげだろう。

　アッシュは意を決した。この窮きゆう地ちを乗り切るためには、アーニャの力が絶対に必要だ。

　ならば今のアッシュにできることは、アーニャを精神面で支える──それだけだ。

「アーニャ！　無理に気負う必要はないんだ。自分の言葉で、モルドレッドに語りかけるだけでいいから！」

「アッシュ？」

　アーニャは肩ごしに振り返ると、アッシュにすがるような眼まな差ざしを向けた。

「大丈夫だ！　アーニャは、あいつがミルガウスと名乗っていた頃、ずっと一緒に行動していたんだろう？　あの偏屈な奴が、アーニャだけは信頼しているように見えた。アーニャが自分の気持ちを素直に伝えれば、必ず届くはずだから！」

「……！」

　アッシュの励ましが功を奏したのか、アーニャの顔つきが変わった。

「気づいて、モルドレッド！　あたしはアーニャよ！　あなたに拾われる前は、シャマラと呼ばれていたわ。『アーニャ』というのは、あなたがあたしに与えてくれた名前！　そして、あなたはタンタロス族を統とう一いつして戦乱を収め、あたしを族長に据えた！」

　アーニャは切々と訴えかけるように、モルドレッドに語り始めた。

「結局、あなたの行動はすべて……アヴァロン聖竜皇に復ふく讐しゆうするためだったのかもしれない……。正直なところ、あなたの作戦に恐怖を覚えたことだって、何度もあったわ。だけどね、あなたは……あたしにだけは、不思議と優しかった！　そんなあなたを、あたしは確かに……尊敬していたのよ！」

　いつしか、アーニャの双そう眸ぼうからは涙がこぼれ落ちていた。

　アッシュもエーコも息を潜めつつ、アーニャの説得を見守るばかり。

「あたしじゃ、あなたの飼い主として、相応ふさわしくないかもしれない……ううん、どう考えても分不相応だよね……そうよ、飼い主だなんて……おこがましいわ。だから……一緒にやり直すのよ！」

　その瞬間、ぴくり……と、モルドレッドの表情に反応が生じたように、アッシュの目には映った。

「友達──そう、あたしたち、友達になるのよ！　お願い……ほんの少しでも、あたしのことを覚えているなら……あたしを受けいれてっ！」

　その刹せつ那な、

「ぐぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお……っ」

　モルドレッドの雄お叫たけびが、暮れ始めた空に朗々と響いた。

　どことなく哀切を帯びた遠とお吠ぼえのように、アッシュは感じた。

　そして、モルドレッドの巨軀がまばゆく発光したかと思うと──

　見る見るうちに、縮小していったのだ。

　満天の星を思わせる輝きの中、冥竜王モルドレッドは少女の姿と化した。完全に気を失っているようだ。そんなモルドレッドを、アーニャは優しく抱き寄せた。

　落下を始めたふたりの身体は、エーコが前肢を伸ばして受けとめた。

『ふぅ。これにて一件落着、ってとこかしら？』

　エーコが満足げな念話を送ってきたので、アッシュは微笑ほほえんだ。

「そうだな。本当に良かった……」

　アッシュは改めて、アーニャの背に目を留める。

　その素肌には、冥竜王家の〈星刻〉が鮮やかに刻みこまれていた。

　この日──タンタロス族の娘アーニャは「ネハレンニアの騎士」となったのだ。




『モルドレッドを、お願いね──』

　そのとき、深みのある女性の声が響いたような気がして、アーニャは顔を上げた。

　アッシュとエーコには聞こえなかったようだが、ナヴィーは気づいたようだ。アーニャに意味深な視線を送ると、艶然と微笑んだ。

　今のが誰の言葉だったのか、アーニャはすぐに察した。

「はい、カサンドラ王女殿下」

　アーニャは毅き然ぜんとして応えると、モルドレッドを抱く腕に力をこめるのだった。





"Knight of Nehalennia ～A.S.B.1366.06～" is closed.








エピローグ









　かくして──ゼノグラヴィア山脈を揺るがすほどの戦いは、幕を下ろした。

　その数時間後、魔ま導どう艦かんロスヴァイセも無事、山さん麓ろく都市ウェントワースに到着した。ルクレツィアは無事、ロートレアモン騎士国に亡命できたのである。

　なお、アッシュたちが一時的に抜けるというハプニングこそあったものの、選せん抜ばつ合宿は今日も続いていた。

　今はレベッカの指導のもと、生徒たちは騎竜格闘術の訓練中だ。

　一方、アッシュは、合宿所の医務室で療養を続けていた。

「はぁ……結局、去年の合宿と同じようなパターンだな。せっかく選抜してもらっても、訓練は受けられない運命なのか……」

　アッシュがベッドの上で苦笑を漏もらすと、

「あんたは無む茶ちやをしすぎなのよ！」

　ベッドの脇に腰かけていたエーコは、呆あきれたように応じた。

「そうですよ、兄さん！　兄さんが戻ってくるまで、リンダは心配で心配で、胸がつぶれそうだったんですからね！」

　リンダも珍しく厳しい口調である。その傍らでは、パーシヴァルが眠たげにあくびを漏らしていた。

　山麓都市ウエントワースの合宿所に戻って以来、アッシュはエーコとリンダに挟まれて、ずっと医務室に軟禁されているのだった。

「ううむ！　退屈だ！　実に退屈だ！」

　と、カーテン一枚を隔てた向こうから、ルクレツィアの大声が聞こえてきた。

「うわあっ！」「ひゃんっ！」「きゃっ！」

　アッシュもエーコもリンダも、思わず声をあげて狼ろう狽ばいしてしまった。ルクレツィアが隣のベッドで寝ていることを、すっかり忘れていたのである。

「ん？　お前たち、どうかしたのか？」

　と、ルクレツィアが起き上がる気配がした。互いのベッドを隔てていたカーテンを、サッと横に引く。その途と端たん、アッシュは驚きよう愕がくした。

「ちょっ、ルクレツィア!?」

　なんと、帝国の第五皇女様は、あられもない下着姿だったのである。

　ただでさえ扇情的な格かつ好こうなのに、身体のあちこちに巻かれた包帯のせいで、なにやら背徳的な気配も感じさせた。その上、ダンベルを片手に持ち、筋力トレーニングを始めているのだ。

　ルクレツィアのベッドの脇には、リラとムイシュキンの姿もあった。リラは今後も従者として、ルクレツィアに仕えることを決めたらしい。

「オマエ！　ルクレ様の裸、見すぎっ！」

　と、片言のシェブロン語を使いつつ、リラがアッシュを牽けん制せいする。

「ちょっと、アッシュ！　怪け我が人にんのくせして、鼻の下が伸びてるわよ！」

「皇女殿下の裸を凝視するなんて、死罪になっちゃいます！」

　エーコとリンダも、慌ててアッシュの目をふさぐ。

「待て待て！　そんなつもりは……！」

　ただただ狼ろう狽ばいするアッシュ。

「……そういえば、まだちゃんと礼をいっていなかったな。改めて、貴公らの尽力に心から感謝する」

　ルクレツィアはガウンを羽織ると、丁寧に頭を下げた。

「いや、礼には及ばない。俺たちは戦友同士なんだし、助けるのは当然さ。なにはともあれ、ルクレツィアが無事で本当に良かった。正直、ゼファロス帝国で革命が起きたと聞いたときは……気が気じゃなかったんだ」

　突如として勃ぼつ発ぱつしたゼファロス革命。

　水面下で着実に動いている〈デミウルゴス〉の陰謀。

　アッシュたちの前には、まだまだ多くの難関が待ち構えている……。

　そのとき──誰かが扉をノックしたかと思うと、

「失礼するわよ、アッシュ」

　メイド姿のアーニャが、昼食を載せたワゴンを押しながら入室した。

「ちゃ～」

　続けざま、アーニャの背後から、可愛かわいらしい新人メイドが顔を覗のぞかせる。

　なんと、あのモルドレッドだった。その性格は幼児も同然で、喋しやべれる言葉にしても、まだ「ちゃ～」とか「む～」とか、その程度にすぎない。

　ただただ愛らしい存在であり、とても冥竜王には見えなかった。頭部の左右から生えている巻き角を隠せば、誰もが可か憐れんな少女と思うだろう。

　あのカサンドラが命を賭けて護まもろうとしたのも、解わかる気がした。なんというか、無条件で保護欲をかき立てられてしまうのだ。

「はぁ～。とっても可愛らしいです！」

　リンダもすっかり、モルドレッドの可憐さに魅了されてしまったようだ。

「いまだに信じられないわね。あのモルドレッドが、こんな女の子に転生しただなんて」

　エーコがまじまじと見つめると、モルドレッドは恥ずかしそうな素振りを見せた。たちまち、アーニャの背後に隠れてしまう。

「そういえば、エーコ？　まだモルドレッドとは、ちゃんと話してなかったよな？」

　アッシュが訊たずねると、エーコは戸惑いの表情を浮かべた。

「話すもなにも、その子……ろくに言葉も喋しやべれないじゃないの」

「まあ、それはそうだけど。とりあえず、歴史的な瞬間ってやつをさ──今この場で、実現させてみないか？」

「なによそれ？」

　きょとんとするエーコ。

　アッシュは微笑ほほえむと、アーニャに目配せをした。

　アーニャはすぐにアッシュの意図を察し、モルドレッドをエーコの正面に立たせる。

「それじゃ、始めるか」




　アッシュはエーコとモルドレッドの手を取ると──

　それが友好の証あかしだとばかりに、互いの手を握らせるのだった。





"The Ancient Bloodline IV" is closed.














あとがき







　こんにちは！　すみません、本編が膨らんでしまったため、あとがき用のスペースはたったの一ページとなってしまいました。

　なにはともあれ、『星刻』のＴＶアニメ版は楽しんで頂けたでしょうか。本書が店頭に並ぶ頃には、最終話が放映されていることでしょう。

　二〇一四年の四月以降、私にとっては心の安まるときがないくらい、刺激的な日々が続きました。特にアニメ業界の方々の、創作に対する真しん摯しな姿勢からは、実に多くのことを学ばせて頂きました。この感謝の気持ちをどうやってお伝えすればよいのか、言葉が見つからないほどです。

　今後はＢＤ／ＤＶＤ（全六巻）が順次、発売されていく予定です。こちらは、いわゆるディレクターズ・カット版となっていまして、いろいろと制約の多かったＴＶ放映時よりも、はるかにパワーアップしております。お楽しみに！

　最後になりましたが、『星刻』シリーズのためにご尽力を賜った皆様と、ここまで応援して下さった読者様に、厚く御礼申し上げます。


二〇一四年六月　瑞みず智ち士し記き
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